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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序　勇者たちよ立ち上がれ！









　これは──俺たち『現代攻こう略りやく部ぶ』が、部室でやってるＭＭＯＲＰＧ『エオルレア』の一場面。

　だけど、かなり誇こ張ちようしてる部分もあるので、話半分で聞いて欲しい。

　きっとリーンには、こんな風に見えているんだろうな、という俺の想像だ。




　勇者リーンが率いるパーティーは、数々の苦難を乗り越こえて、ついに大海の覇は者しや『海王リバイアスン』が待ち構える、海底の巨きよ大だいダンジョンへと到とう達たつした。

　そして、いざボスの間まで相まみえた海王リバイアスンは、びっくりするぐらいでかい！

　さすがは海王。相手にとって不足なし！

「みんな油断しないで！　海王リバイアスンは、これまで倒たおしたどのモンスターよりも手て強ごわいわよ!?」

　先頭に立ってパーティーを導くのは、もちろん勇者『リーン・クラスノフ』。

　鎧よろいの下にあるおっぱいの形にばかり目が行くけど、なにより素す晴ばらしいのは、腰こしのくびれ……じゃなくて、右手に握にぎった剣けんだ。

　これが噂うわさに聞く女勇者の腰つき──いやいや、勇者の剣なのか。

「リバイアスンなど勇者リーンの敵ではない！　わたしたちの手で、民たみを救うのよ！」

「では、まず我が先せん鞭べんを付けようではないか──」

　黒いローブを被かぶり、魔ま導どう書を握った、いかにも魔術士らしい格好の少女が進み出る。

　彼女は、うちのパーティーのエース。名前は『[image: †]黒刃 moon 天涯[image: †]』。

　……捻ひねり過ぎた名前で、読み方はよくわからない。

「きらめけ、我が腕かいな。開け、額ひたいに埋うめ込まれし邪じや悪あくと名付けられた忌いみ子の証明。闇やみの世界に生まれ出いでし力によって、目の前の敵を滅めつせよ。はああああ！」

「まだ戦せん闘とうは、はじまってないぞ」

「……わかってたわ」

『[image: †]黒刃 moon 天涯[image: †]』は、ちょっと顔を赤らめながら引き下がる。

　残念ながら、彼女は、勇者リーンのように特筆すべき身体からだの特長が何もない。

　おっぱいも腰もお尻しりも、全部ぺたんとしてて、まったく魅み力りよく的じゃない。

　だけど、彼女の魔術の腕は一流だよ（とフォローしておく）。

「ねぇ、ちょっと計算してみたんだけど……」

　次に身を乗り出してきたのは、踊おどり子の『ソシエ・カサヴェテス』だった。

「あのねぇ、ここまで倒した雑魚ざこ敵から手に入れたゴールドがあるでしょぉ？　パーティーのみんなで分けたらぁ、六ゴールド余るんだけどぉ、どうしたらいいかなぁ？」

　戦利品の山分けの話は、戦闘の後でっていつも言ってるのに。

「それとぉ、獲かく得とくしたアイテムはどうしよう？　これも売ったらお金になるしぃ。ちゃんと、みんなで山分けした方が喧けん嘩かにならなくていいよねぇ？　それとも、ソシエに預けてみるぅ？　投資してくれれば、一〇倍にして返してあげるよぉ？　キャハッ」

　お金にうるさいので、パーティーの会計役を任せているけど、ソシエに余分なお金を預けて戻もどって来た例ためしはない。

　ちなみにソシエは、パーティーの中では一番の幼児体形だが、その割りにはおっぱいが大きい。

　風の噂に聞く『ロリ巨きよ乳にゆう体形』を持つ少女として、俺は密ひそかに彼女に注目していた。

「……私はなぜ、こんな破は廉れん恥ちな格好をしているのでしょうか？　ううっ、寒いですわ！　肌はだを露ろ出しゆつさせすぎて、心まで寒くなってきました……へ、へーくちょんっ!!」

　可愛かわいいクシャミをしたのは、すらりと伸のびた手足に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんという、いかにも気き丈じような女騎き士し然とした見た目の『キララ・ナガレ』。

　自分の背せ丈たけと、ほとんど同じ長さの大剣をいつも背負っていて、みずから『聖騎士』を名乗っている。

　だけど『聖騎士キララ』は、いまはなぜか薄うすい紐ひものようなパンツと、地味で素っ気ないブラジャーだけを身に付けていた。

「な、なぜ聖騎士である私だけこのような格好を……私を、侮ぶ辱じよくする気ですか？　辱はずかしめるぐらいなら、……くっ、殺しなさい！」

　今にもはち切れそうな巨乳の膨ふくらみは、リーン、ソシエもぶっちぎりで抜ぬいて、パーティーで一番。

　そんなキララが、裸はだか同然の格好で『くっころ』と叫さけんでいる。

　これじゃあ、オークじゃなくても、いやらしいことをやりたくなってしまう。

「だから言ったじゃん！　防具は、ちゃんと『装備』しないと身に付けたことには、ならないってぇ～」

　ソシエが、キララを叱しかった。

「装備？　装備とは……どのボタンを押すのでしょうか？　私には、さっぱり理解できませんわ！」

　勇者に騎士に魔ま術じゆつ士しに踊り子という、バランスがいいのか悪いのか、よくわからないパーティー構成。

　それでも、〝五人〟で力を合わせて、これまでいくつかのダンジョンを攻略してきた。

「みんな！　わたしの援えん護ごを頼たのむ！　いっくわよぉー！」

　と、リーンが先走って突つっ込もうとしたところで──。

「ちょっと待ったぁ！」

　パーティーの中の誰だれかが叫んだ。

　まだ紹しよう介かいされていないメンバーが一人いる。

　それは誰だ？

　それは……この俺だ！

「お前ら！　俺にばっかり〝ヘイト〟集めさせてんじゃねえよ!?　雑魚はちゃんと片付けてから先に進めよなっ！」

　無数の雑魚敵にボコボコにされている情けないこの俺、名前は──『村人レベル５』。

　その名のとおり、村人でありながら、レベル５まで成長した……ただの村人だ。

「ちょっとぉ！　部長さんが、雑魚を引き連れたまま、こっちに来るよぉ!?」

「ええい、我に近寄るな！　地じ獄ごくの業火で灰かい燼じんに帰してやるわよ！」

「どうしていつも俺ばっかり、こんな損な役回りを引き受けさせられるんだ……。くっそー、こうなったら、お前らにもこの大量の雑魚を『お裾すそ分わけ』してやる！　今そっちに行くからな……って、あ、ダメだ。もうＨＰがねぇ……がくっ」

　村人レベル５は、死亡した。

「ええ!?　部長さん、雑魚を引き連れるだけ引き連れて、死んじゃったよぉ！」

　残った雑魚の群れは、当然パーティーのみんなへと向かう。

「こうなったら、戦うしかないわね！」

「戦うって、どっちと!?」

「リバイアスンに決まっているわ！　勇者リーンに続けぇ！」

「ちょっとぉ!?　雑魚敵はどうするのさぁ!?」

　こうして……。

　まったく統制の執とれていない勇者リーンのパーティーは、ボス『海王リバイアスン』の手前で全ぜん滅めつした。




「あ～あ、やられちゃったぁ～」

　制服姿のソシエが、パソコンモニター見ながら、他人ひと事ごとのように言う。

　逢あい生おい坂ざか高校の裏庭外れにある、狭せまい部室の中は、諦あきらめのため息で満ちていた。

　放課後の静かな時間。

　校庭からは、他ほかの部活動のかけ声や騒そう音おんが聞こえる。

　狭い物置小屋を改造して作った、この『現代攻略部』の部室には、今日も俺──下しも上かみ　勇ゆう気きの他に、四人の「現代に馴な染じめない」哀あわれな子羊たちが集まっていた。

「我の足を引っ張るのはいったい誰だ？　死兆星を紅ぐ蓮れんの弓矢で射い貫ぬいてやろうか！」

　憤ふん慨がいしながら席を立ったのは、黒くろ髪かみの美女『美み園その　葉は月づき』。

　またの名を──。

「落ち着けよ、[image: †]黒刃 moon 天涯[image: †]」

「なっ！」

　葉月は、顔を赤くしてイスから立ち上がった。

「その名を気安く呼ぶな！　我が真ま名なは、聖なるもの。口にする時は、死を覚かく悟ごすべし！」

　葉月は、右手から炎ほのおの魔術を放ちそうになっている。

　そんな百円ライターみたいに、気軽に魔術を使われるのは、とても心臓に悪いんだが。

「わ、悪い……。でも『[image: †]黒刃 moon 天涯[image: †]』なんて、格好いい名前じゃないか。俺なんて『村人レベル５』だぞ!?」

　こんな屈くつ辱じよく的なプレイヤー名で呼ばれる俺の気持ち、葉月には分かるまい！

「今回は、わたしの責任じゃないわよ」

　勇者リーンは、パイプ椅い子すの上で体育座りをして、鍋なべの形をした兜かぶとを深く被かぶり直した。

「あたしは、きらっちが悪いと思うの！　この人、毎回防具を身につけないでダンジョンに来るから、すぐに死ぬんだもん！」

　キラキラ光る無む駄だな装そう飾しよくで彩いろどられたつけ爪づめと、目元に塗ぬったラメ入りのアイシャドウで自分を強きよう烈れつにアピールしているのは、自分もまったく戦力になっていないことを自覚してない踊り子のソシエ。

「わ……私には、誰も『装備』の仕方を教えてくれないからですわ……。ぐすっ」

　キララは、涙なみだぐみながら、いつも背中に背負っている大剣を抱だきしめる。

「ぐすんっ……実際の剣の勝負では、負けるつもりはないのですわ。今回は、敵が画面の中にいたから負けたんですの。画面の外にいる相手になら……負ける気はしませんわ！」

　キララは愛用の大剣を引き抜く。

　そして、綺き麗れいな布で、丁てい寧ねいに刃やいばを磨みがきはじめる。

「でもさぁ、『オンラインゲーム』をやったぐらいでぇ、この『ゲンジツ』って世界にぃ本当に馴染めるのぉ？」

　全員が俺の方をみる。

「この世界の『高校生』は、〝異世界で生まれた〟みんなとは違ちがって、オンラインゲームというバーチャルな世界で、冒ぼう険けんを楽しんでいるって言ったら、やってみたいと言い出したのは、葉月たちじゃなかったか？」

「我が師『ダーク・マギスター』から受け継ついだ、『暗黒魔術』を振ふるえないのであれば、力を発揮しようがない。千年に一人の偉い大だいなる魔術士の無む駄だ遣づかいというものじゃ」

　葉月は、剣こそ手にしていないけど、いつも魔導書を手にしている。

　葉月だけじゃなく、他のみんなも元いた異世界での職業ジヨブに関連するアイテムを必ず一つは持っていた。

　聖騎士キララは大剣。勇者リーンは剣と鎧。魔術士葉月は魔導書。そして、錬金術士だったソシエは、派手な装飾品。

「『現代攻こう略りやく部ぶ』の活動も、これで一ヶ月以上がたったけどぉ。あたしたち、この世界に馴染めてきたのかなぁ？　ねぇ、部長さんはどう思うぅ？」

「うーん、正直、まだまだってところだな」

　俺は、正直に答えた。

「えー、それはないよぉ～」

「それもこれも、部長である貴方あなたに、異世界からの探訪者たる我々を導く素質が皆かい無むだからではないのか？」

　葉月の言葉を受けて、俺も「そうかも……」と思う。

　この『現代攻略部』に所属する部員たちは、全員この『現実世界』とは別の『異世界』で生まれた者たち。

　職業ジヨブも違えば、『現代世界』に来た理由もバラバラだ。

　この部が一つにまとまったことは、これまで一度もない。

　だけど、この部に所属するみんなには、ただ一つ、一いつ致ちした目標があった。

「早くこの『現代世界』に馴染みたい」

　みんなが願っているのは、この一点。

　剣けんも魔ま法ほうもない世界。モンスターも、魔王もいない世界。

　異世界から来た彼女たちが、この退たい屈くつな世界に馴染むのは、並なみ大たい抵ていの努力では無理だ。

　だけど、彼女たちは諦めない。

　というわけで……。

　今日も俺たち『現代攻略部』は、放課後をだらっと有意義に過ごしているのだった。








第一話　うしろの席の赤い髪かみの女の子は勇者









　四月。桜舞まい散る春の季節。

　俺たち新入生は、今日この逢あい生おい坂ざか高校に入学した。

　入学式が終わり、最初のホームルームがはじまるまでのわずかな休み時間。

　クラスの中に顔見知りがいる者も、いない者も、落ち着かない様子で周囲をきょろきょろ見回している。

　かくいう俺も、みんなと同じように落ち着かない気持ちだった。

　仲良くなれる友達は、このクラスにいるだろうか？

　まさか、俺をいじめようと狙ねらってる馬ば鹿かはいないよな？

　俺は平和主義者の農耕民族。

　だから、これまでリアルな喧けん嘩かどころか、他人と言い争いすらしたことない。

　ここだけの話だけど、こちらの世界に来る前は、異世界で平へい凡ぼんな「村人」をやっていた。

　こちら側の世界に、ひょんなことから飛ばされてしまった当初は、まったく習慣の違う生活に戸と惑まどったけど、慣れてしまえば悪くない。

　毎日学校に行って勉強を繰くり返かえす……。

　それで、悪くもなく、良くもない成績さえ修めていれば、誰かに怒おこられることもないし、生き方もある程度、自由に選ぶことができる。

　生まれ故郷の異世界では、「村人」に生まれた奴やつは、死ぬまで「村人」として生きるしかない。

　それと比べれば、こちらの『現代世界』には、夢も希望もある。

　異世界から来て、はや五年……。

　こちらの生活の方が、異世界の単なる村人だった頃ころよりも断然いい。

　でも、俺が「異世界から来た人」だとバレたら全すべてが台無しだ。

　それだけは、隠かくし通さなければいけない。

　だから、友達は慎しん重ちように選ぶつもりだ。

　決して、クラスのみんなから嫌けん厭えんされるような札付きのワルや、ちょっと精神的に病やんでそうなメンヘラとは付き合わない。そんなものこっちから願い下げだ。

　ましてや、赤髪の美少女なんて論外。

　なぜなら「なにそれ地毛？」と、珍めずらしい髪の色をしている奴と初対面した時にありがちな会話を交かわすのが面めん倒どうだからだ。

「……な、なにを見ているの？」

　いた。

　目立つ髪の色をした赤毛のアンならぬ、赤毛の新入生が。

　俺のすぐ真後ろの席に座って、こっちを見ている。

「なんでもない……」

　俺は、身体からだの向きを直した。

　このクラスに、あんな目立つ髪の色の女子がいたなんて。

　びっくりしたけど……ちょっと可愛かわいかったかも。




「はい、それじゃあ次、自己紹しよう介かいしてくれる？」

　担任の『高たか木ぎ　瑞みず枝え』先生が、リーンを指差した。

　赤髪のリーンは、おずおずと立ち上がる。

　彼女の容姿は、その赤い髪に負けないほど衝しよう撃げき的だった。

　なぜなら彼女は、正直いってクラスには比ひ較かくになる者がいないほどの美少女。

　そんなリーンが、どんな自己紹介をするのか……みんなが注目しないわけがない。

「わたしは、勇者リーン・クラスノフよ！　目的は、魔王を倒たおすこと。魔王を探すために、この世界にやってきたの。魔王もしくは、その部下である四天王の情報を知っている者がいれば、なんでもいいわ。わたしのところまで来て欲しい。お願いね！」

　なんだその……宇宙人か未来人がいたらうんたらかんたら（うろ覚え）に匹ひつ敵てきするような、とんでもない自己紹介は。

「ふふんっ」

「な、なに？　魔王って……」

「四天王？　……って、何かのアニメ？」

　自己紹介を終えた直後、リーンはドヤ顔を見せていたのに、クラス中が微び妙みような雰ふん囲い気きになったのに気づいて、徐じよ々じよに焦あせりはじめた。

「あ、あの……。いまのは……えーっと……。とにかく、魔王についてなにか知っていることがあれば、わたしのところまで来て欲しいの。以上！」

　自己紹介を無理矢理打ち切って、リーンはどかっとイスに座る。

「ううっ……。なんで？　わたし変なこと言ったかなぁ……」

　リーンは、イスの上でこれ以上ないほど小さくなっている。

　クラスメイトたちは、全員目が点になっていたけど、俺は一人、背中に冷たい汗あせをかいていた。

　休み時間になっても、クラスメイトたちの間では、リーンの事が話題になっていた。

「ねえ。なんかあの子、制服の下に鎧よろいみたいなの着てない……？」

　クラスの女子達が、リーンを遠巻きに見つめながら、ひそひそと噂うわさし合っている。

「本当だ。制服の下に見えてるの……あれって鎧だよね？」

「なにあれ？　コスプレとか？　もしかして、日本のアニメ大好き外国人なの？」

　確かにリーンの制服の襟えり元もとや、袖そで口ぐちからチラホラ見えるのは、ファンタジー映画などの登場人物が着ている鎧の片へん鱗りんだった。

　リーンって子は役者で、撮さつ影えい中のファンタジー映画にキャスティングされていて、今日はその撮影の帰りっていうなら、まだわかるけど……それはありえないだろう。

　俺は、異世界にいた時のことを思い出していた。

　向こうの世界には「冒険者」と称しようされる人たちがいて、彼らは身を守るために鎧を常に身に付けていたけど……。

「……ど、どうして注目されてるんだろう？　どうして？」

　本人は、注目されている理由がわからないみたいだ。

　顔を真っ赤にしながら、おたおたしている。

「あ、そ、そうか。この鎧ね！」

　お？　自分がなぜ注目されているのか、その理由に気づいたみたいだ。

「あ……あのね！　わたしは勇者だから、いつ何時モンスターとの戦せん闘とうになってもいいように、日ひ頃ごろから用心しているの！」

　思い切って理由を打ち明けたリーンだったが、クラスのみんなの反応は冷たい。

「あ、そうなんだ。ふーん……」

「魔王にモンスターだって。あの子、頭の中やばくない？」

　ひそひそ囁ささやき合うクラスメイトたち。

「だから、鎧は……勇者としての心構えで、ちゃんと装備してないと……ううっ、ぐしっ。ひぐぅっ……」

　周囲の冷たい視線に耐たえきれず、とうとうリーンは、下を向いたまま涙なみだぐんでしまった。

「ぐっ、ぐずっ……。はっ!?　泣いてない！　ぐすっ……泣いてないから！」

　俺の視線に気付くと、リーンは必死に涙と鼻水を拭ぬぐった。

（こういう時は、ハンカチでも差し出してあげるべきなんだろうな……）

　でもヘタに関かかわって、仲間だと思われるのは嫌いやだ。

　これから自由な高校生活を送ろうと意気込んでいたのに、最初から頓とん挫ざするのだけは避さけたかった。




　入学して三日目。

　クラスメイトたちは、それぞれ仲の良い友達ができはじめた……にも拘かかわらずリーンだけは、いつまでたってもクラスの中で浮ういていた。

「ねぇ、リーンさん。よかったら、私たちと一いつ緒しよに食べない？」

　そんな中、優やさしいクラスメイトが、寂さびしそうなリーンを見かねて声をかけた。

「いいの!?　うん、食べる！」

　これまで友達が一人もできなくて孤こ立りつしていたリーンにも、ようやく友達ができそうな気配。

「中庭で一緒にお弁当食べましょう。お弁当、持ってきてるわよね？」

「うん！」

　リーンは、机の中から包み紙を取りだした。

　どうやら、その包み紙の中身がリーンのお弁当らしい。

　いったいどんな弁当なんだろうか？

「え？　草……」

　リーンのお弁当（という名の包み紙）の中には、その辺で摘つんできたような野草だけが入っていた。

　ぽかんとしているクラスメイトに向かって、リーンは草の説明をはじめる。

「これは、見た目よりも美味おいしい草なの。『やくそう』といって、とても栄養があって……ほ、ほら、このまま食べられるのよ」

　駄だ目めだ。これ以上は、悲し過ぎて見ていられない。

「ごめんなさい。や、やっぱり私たちだけで食べることにするわ」

「え、どうして……」

「草を食べてる人の前で、私たちだけ普ふ通つうのお弁当を食べるのはねぇ……」

　至し極ごくもっともな理由だ。

　彼女たちは、なにも悪くない。

　リーンが、普通の人たちと違ちがい過ぎるだけなんだ。




　次の日の昼休み、俺は一人で静かに弁当を食べられる場所を探してた。

　──まだ行ったことのない屋上に行ってみるか。

　弁当を抱かかえて、屋上へと続く階段を上る。

「いくぞ、魔ま王おうバリアス！　食らえ、勇者の剣けんの神速の一いち撃げき──！　てやっ！　ぬう、なかなかやるな!?　しかし、相手は怯ひるんでいるぞ。魔法使い、呪じゆ文もんを唱えるチャンスだ！　僧そう侶りよは回復の呪文。戦士は、わたしと共に突とつ撃げきだ！」

　屋上の扉とびらを開けると、リーンが、一人で盛り上がっていた。

　きっとここには、誰だれも来ないと思ってたんだろうな。

　見なかったことにして、立ち去るか。

「あ……」

　まずい。目があってしまった。

「はあっ!?　あ、いや、これは……なんでもない！　なにもしていないから！」

　リーンは、顔を真っ赤にして、持っていた棒切れを背中に隠した。

　気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　なにか言わなきゃ。

　決して、リーンの邪じや魔まをしに来たわけじゃないってことを、わかってもらわないと。

　俺は、手に持っていた自分の弁当に気がついた。

「あのさ」

「な、なに……？」

「俺の弁当でよかったら、食うか？」

「え!?　い、いいの!?」

　俺のバカ。

　弁当あげちゃったら、自分の昼飯がなくなっちゃうだろうが。

「たいした弁当じゃないけど、野草を食うよりマシなはずだ。だいたい、どうして普通の弁当を持ってこないんだよ？」

「わ、わたしはこの世界で、まだモンスターを一いつ匹ぴきも倒していないから……。だから一ゴールドも持ってないの」

　だから、昼飯は草で済ませているってのか。

　とつぜん、ぐううぅとリーンのお腹なかが鳴った。

「まあいいや。難しい話はあとにしよう。とにかく食えよ」

「あ、ありがとう！」

　よっぽど飢うえていたのか、リーンは猛もう獣じゆうのように弁当に食らいつく。

　せっかくの美少女っぷりが、台無しだ。

「もぐもぐ……こんなにまともな食事は、久しぶりよ。『やくそう』をむしって食べるのにも、飽あきてきた頃ころだったの……むぐむぐ」
















「こんな当たり前なことを教えるのもあれだけど、この世界には、モンスターはいないからな？　あまり子どもの妄もう想そうみたいなことは、言わない方がいいと思うぞ？」

　ぴたっと弁当を食べるリーンの手が止まる。

「モンスターがいない？　それはおかしいわ……」

「どうして？」

「わたしは、魔王を追いかけているうちに、いつの間にかこの世界に飛ばされてしまったの。だから、きっとこの世界に魔王はいる。そして、その手下であるモンスターたちも、絶対にいるはずよ」

　やっぱり、俺の予想は正しかった。

　まさか、学校で〝異世界〟の住人と遭そう遇ぐうしてしまうなんて……。

「この世界で倒すとゴールドを落とすモンスターなんて見たことないし、聞いたこともない。そんなのがいたら、きっとニュースになってるはずだ。だから絶対にいない」

「いーや、いるの！」

「いないって！　見ろ、この平和な街を。人を脅おびやかすモンスターが、どこにいる？」

「でも、ここは街の中だから……。城じよう壁へきの外に出たら、危険なモンスターがいるはずよ！」

「ははっ……。城壁なんてどこにある？」

　窓の外に視線を向ける。

　この『平へい和わ奈な町』には、外敵から町を守る壁かべなんてどこにもない。

　そんなもの、最初から必要ないんだ。

「こちらの世界は、『わたしがいた世界』とは、なにもかも違うわね……」

　外の景色を眺ながめながら、しみじみと呟つぶやく。

「でも魔王は、きっとこの世界にいるわ。わたしの住んでいた『名もなき世界』と、こちらの世界。両方の世界を支配するのが、魔王の狙ねらいだもの」

　名もなき世界──その名前は、久しぶりに耳にする。

「それに……わたしが、このガッコウという建物の中で孤立しているのも、きっと魔王の差し金だわ！　きっと魔王が部下を使って、勇者であるわたしを苦しめてるのよ！」

　間違いない。リーンは俺と同じく『名もなき世界』という異世界から来たんだ。

　でも、俺とは違って、異世界人であることを隠かくそうとしていない。

　それじゃあ、こちらの世界の人たちに、白い目を向けられるだけだ。

　どうやったら俺の事情を打ち明けずに、リーンにそれを気付かせてやることができるだろう？

「あのさ、リーン」

「ん？」

「魔王……とか、モンスターとか、あまり口にしない方が、いいんじゃないか？　リーンが変な奴やつに思われるだけだぞ？」

　リーンは、急に青ざめた顔をする。

　俺の言葉で、自分のこれまでの言動のおかしさに気付いてくれたか？

「もしかして……勇ゆう気きくんのところに魔王の手先がやってきて『勇者に協力するな』と脅きよう迫はくしてきたの？」

「違う！」

　くそう……なんて言えば、自然に気付かせてあげることができるだろう？

「もうこんな時間だ。この続きは、放課後に話そう。昼休みの時間がなくなっちまう」

「〝ほうかご〟？　それってなんのこと？」

　そっか。リーンはまだこちらの日常用語を知らないんだ。

「あのな、放課後ってのは授業が終わったあとってことだ。ちなみにいまは昼休みな？」

「おー、そうなんだ。急にみんな部屋を出て行くから、なにかと思った」

　休み時間すらわかっていなかったなんて……どうやって、この学校に入れたんだ？

　その時、俺は強い視線を感じた。

　誰かに見られている？

「あ、あそこに誰かいる！」

　リーンの指さした先には、一人の少女が立っていた。

　黒いローブを頭からすっぽりと被かぶって、手には古い書物を持っている。

「でたな、魔王の手先め！　その姿からみるに悪の神官……もしくは、闇やみの魔ま術じゆつ士しね!?」

　こらこら、話したこともない人を、いきなり魔王の手先呼ばわりはないだろ。

　でも、少女は、見るからに怪あやしい格好をしている。

　ひょっとして……本当に魔王の手先なのか？

「ん？　あれ？　君って……」

　フードの隙すき間まから垣かい間ま見みえる、透すき通るような美人顔には、見覚えがあった。

「もしかして君は、俺達と同じクラスの『美み園その　葉は月づき』さんかな？」

「勇気くんの知り合いなの？」

　知り合いってほどじゃない。

　でも、入学式の時から気づいていた。

　制服の上から、真っ黒なフードをいつも被ってる女の子が、クラスにいるって……。

　顔は可愛かわいいのに、葉月さんもリーンと同じく、クラスで浮ういてる人だった。

　でも、リーンと違って根暗なだけで、魔王とかモンスターとか、おかしなことは言わない人なんだろうなと勝手に思っていたけど。

「我が魔王の手先じゃと？　なにを言う!?　お前こそ、我が〝聖せい杯はい〟を手にすることを阻はばむマスターであろう!?　聖杯は、必ず我が手に収めてみせる！　いざ尋じん常じように勝負！」

　ごめんなさい。訂てい正せいします。

　葉月さんは、リーンと同じ……いやひょっとしたらそれ以上に、変な人でした。

「なにを勘かん違ちがいしているのか知らないけど、俺達は君の敵じゃないよ」

　葉月さんは、俺の言葉なんて聞いていなかった。

　ボロボロの本を広げて、その上に右手をかざした。

「我の究極最大超ちよう絶ぜつ奥おう義ぎを見せてやる────！」

　格好いいポーズのまま、かざした手に気合いを込こめる。

　すると真っ赤な炎ほのおの塊かたまりが……葉月さんが持っている古い本の上に浮かびはじめた。

　見間違いじゃない。確かに火だ。

「これは、手品？　いや、違う。まさか、魔術……っ!?」

　こちらの世界に来て、初めて目にする魔術だった。

　え？　どうして葉月さんは、魔術を使えるんだ？

　赤々と燃え続ける炎の塊は、巨きよ大だいに膨ふくらんでいく。

「愚ぐ者しやは己おのれの立場を弁わきまえない。ならば、魔術士である我が、この世から追放するのみ！　今すぐ消えてなくなれ！　火と闇の使し役えき者たる眷けん属ぞくよ！　目の前の哀あわれな子羊に破は壊かいの慈じ悲ひを降らせ給え！　〝凄く強力な炎の魔術〟クリムゾン・ブラツド・カタストロフ・インフイニテイ!!」

　間違いない。

　葉月さんも、リーンに続く〝二人目〟の異世界人だ。

　入学したばかりなのに、立て続けに異世界の住人と遭遇してしまうなんて、いったいこの逢生坂高校って、どんな学校なんだよ!?

　ともかく魔術の炎に焼かれたら、一巻の終わりだ。

　まずは、逃にげよう！

「どうして勇気くんを狙うの？　あなたの相手はわたしがするわ！」

「戦せん闘とう力の低い契けい約やく者を先に片付けるのは、マスター同士の戦いでは常識じゃ。下しも上かみがいなくなれば、リーンは我の〝サーバント〟となる──！」

「だから、なんのことだって!?　俺は、単なる学生だぞ！」

　と言ってる間に、葉月さんの放った炎が、俺の目の前に迫せまってきた。

　とっさに身を伏ふせる。

　どかーん!!

　炎の魔術は、俺の頭上をとおり過ぎて背後で爆ばく発はつした。

　な、なんとか、かわせたようだ……。

「勇気くん！　平気？」

「あぶねー。こんなのまともに食らったら死んじまう！　もうやめるんだ葉月さん！」

　しかし、葉月さんは、こちらを見て勝ち誇ほこったように笑っている。

「今の一いち撃げき、よくぞかわした。だが、これからが本番じゃ！」

　ちっくしょー。

　リーンといい、葉月さんといい、俺が普段、苦労して異世界から来たことを隠しているのも知らずに、好き勝手に振ふる舞まいやがって！

「黒魔術を越こえる我の〝暗黒魔術〟の真価は、これから発揮されるのじゃ──ぶべっ！」

「こーらっ！」

「あ、高木先生」

　勝ち誇っている葉月さんを、うしろから押さえつけたのは、俺達の担任教師である高木先生だった。
















　ま、まずい!?

　いまの葉月さんの魔術、高木先生に見られた？

　最悪、一いつ緒しよにいる俺も異世界人だってことが、バレてしまうかも……。

「んもう、人前で魔術を使っちゃダメって言ったでしょ？　怪け我が人が出たら大変だよ？」

　ん？　高木先生は、いま当たり前みたいに『魔術』って口にしたぞ。

「は、離はなせ！　人間ごとき下等な存在が、偉い大だいなる魔術士たる我を押さえ込むとは、ゆ、許さぬぞ！」

　葉月さんは、小さな身体からだで必死に暴れて、高木先生の手から逃のがれようとしている。

　けれど、高木先生はびくともしない。

　華きや奢しやな見た目どおり、葉月さんはとても非力だった。

「ごめんなさいね、下上くん。それにリーンも……。葉月に悪気はないの。ただ、ちょっと、中二アニメに影えい響きよう受けちゃっただけの痛い子なの。許してあげてね」

「高木先生、どういうことですか？　葉月さんのこと、知ってるんですか？」

　高木先生は、屋上全体を見回す。

　周囲には、誰だれもいない。幸い葉月さんの魔術を見た者は誰もいないだろう。

「放課後、教材室まで来てくれる？　そこで話すわ。それまで、このやんちゃな子こ猫ねこは、先生が預かっておくからねー」

　黒いフードを頭まで被った葉月さんは、まさに黒猫といった感じ。

　高木先生に首根っこを押さえつけられて、

「ふぎゃ！」

　と、鳴いたのだった。




　放課後。

　俺たちは、言われたとおり、旧校舎にある教材室へやってきた。

　教材室の高木先生の机の周りには、マンガや携けい帯たいゲーム機が大量に転がっている。

「ひょっとして、葉月さんにサーバントとか、聖せい杯はい戦争とか、そっち系の知識を吹ふき込んだのは、高木先生ですか？　異世界から来た葉月さんが、こっちの世界のゲームやアニメを知ってるわけないですよね？」

「んー、先生はなにも吹き込んでないわよ。ただ、先生はここでよくアニメ観みてるから、葉月も一緒に観てたと思うわ。あ、そうそう。『リーンは、あなたの力強い仲間になるかもよ』って言ったことはあるかな～。でも勝手に勘違いしちゃった葉月が悪いよね？」

　あなたの力強い仲間＝『サーバント』って風に、勝手に脳内変へん換かんされちゃったのか？

　ったく、これだから中二脳は!?

　そして、肝かん心じんの葉月さんは、高木先生の隣となりで露ろ骨こつにむくれていた。

「勘違いとは、どういうことじゃ？　高木が観せてくれたあの絵巻物アニメは、全すべて偽いつわりだったというのか？」

　まさかアニメの中の出来事が、現実でも起きてると思い込んでたのか？

　本物の魔術を使える葉月さんが、魔術バトルアニメを現実の出来事だと勘違いして、ノリノリで聖杯戦争に参戦しようとしていたなんて……危険すぎて全然笑えない。

「今回は大事にならずに済んだけど、異世界から来た〝あなたたち三人〟は、こちらの世界の人たちは持っていない『スキル』を持っているんだから、もっと考えて行動しないとダメよ～」

「ん？　三人？」

　リーンは、不思議そうに首を傾かしげている。

　高木先生は、俺に視線を向けているけど……どうして高木先生が知ってるんだ？

「えー、噓うそ！　勇気くんも『名もなき世界』から来た人だったの!?」

「違う。俺は、名もなき世界なんて知らない！」

　バレてしまうと、リーンたちのように変な目で見られてしまうから、バレないように苦労してきたのに。

「隠かくさなくてもいいわよ。先生も、実は名もなき世界からやってきたの。だから、なんとなく、その人の仕草や雰ふん囲い気きでわかるのよね。隠そうとしても隠しきれない、〝異世界人〟の匂におい、みたいなものがね」

「適当なこと言わないで下さい。そんなのわかるわけないじゃないですか」

　現に俺は、いままで誰にも異世界から来たことを見破られていない。

「下上くん、ここはいったいどこかしら？」

「はい、冒ぼう険けん者様。ここは『イナカ村』です……んあ!?」

「『村人』だった頃ころの癖くせが、抜ぬけてないみたいねぇ」

「どこって聞かれたら、つい自分の村の住んでいた村の名前を言ってしまう。長年の習慣が……」

　がくっと床ゆかに膝ひざをつく。

　こちらの世界に来て五年間……ずっと苦労して隠し通してきたのに。

　落ち込む俺とは対照的に、リーンは喜んでいた。

「勇気くんとは、同じ匂いがすると思ったのよ。どうして早く言ってくれなかったの!?」

「異世界……『名もなき世界』の存在は、こちらの世界の人たちは知らないんだ。迂う闊かつに口にすると、白い目を向けられるだけだからな」

「ふーん、そうなの？」

「……そうなのって、実際に白い目を向けられているリーンに言ってるんだよ！」

　俺とリーンのやりとりを聞いていた高木先生が、隣で苦く笑しようしていた。

「下上くんは、どうして異世界から、こっちの世界に来たの？」

「俺は向こうの世界じゃ、特に肩かた書がきのない単なる村人でした。でも『ここは、○○村です』って、一生言い続けるだけのつまらない人生を送るのは嫌いやだったんで、新天地を求めて、一〇歳の時に思い切って村から旅立ったんです。そしたら、とつぜん目の前に『時空の歪ゆがみ的なもの』が現れて、気がつくと、この『現代世界』にいました」

「なるほどねー。まあ、先生も似たようなものかしらねぇ」

　最初は、元の世界に戻もどる方法を探したけど、『時空の歪み的なもの』とは、あれっきり遭そう遇ぐうせず……諦あきらめてこちらの世界で暮らす事に決めた。

　そして、死にものぐるいで『現代世界』の常識を身につけたんだ。

「我は、魔術の修しゆ行ぎようのために、こちらの世界にやってきたのじゃ。まだ我が読んだことのない魔術書が、この世界にはあるはずじゃ。二千年に一人の天才魔術士といえど、精しよう進じんは日々怠おこたらぬのよ。ふふん！」

　葉月は、可哀かわい想そうなくらい薄うすっぺらい胸を張る。

「わたしは、魔ま王おうを倒たおすためにこの世界にやって来たの」

　それはクラスの自己紹しよう介かいでも聞いた。

「みんなそれぞれ、理由があるのよね。でも、生まれたところと違う世界で暮らしていくのなら、ちゃんと、その世界の常識を身につけなきゃね」

「こっちの世界の常識とは？」

　高木先生の替かわりに、俺がリーンの質問に答える。

「制服の下に鎧よろいを着ないこと。腰こしに包丁を差して歩くのは、もっての外ほかだ」

　リーンは、どこで拾ってきたのか、調理用の包丁を短たん剣けん代わりに腰に差していた。

「そして〝葉月〟お前は、人に向かって魔術を使うな！　それに、その黒いローブも羽織るのは禁止だ。それじゃあ、自分は魔術士です、と言って歩いているようなものだ」

「二千五百年に一人の天才魔術士と呼ばれた我を〝葉月〟と呼び捨てにするとは、許せぬ！　我の新奥義〝究極絶対暗黒魔術〟で、塵ちりも残さぬぐらい焼き尽つくしてくれようぞ！」

「なんだか、あまり強そうに聞こえない魔術だな」

「な、なんじゃと!?」

「おー、下上くんは、さっそく葉月を手玉に取ってるわけね？　なかなかいいじゃない」

　高木先生は、なにか悪いことを企たくらんでいるような顔をしていた。

「下上くん。その調子で、リーンや葉月に、こちらの世界の常識を教えてあげたらどう？　下上くんも、こっちの世界にやって来たばかりのころは、『名もなき世界』の常識が通じなくて苦労した経験があるでしょ？　教え役としては、打って付けだと思うのよね」

「俺にはできませんよ……」

「それじゃ、リーンや葉月をこのまま放ほうっておくとでも言うの？」

　それは、あまりにも危険だ。

　こちらの世界の常識を知らないままでは、いつか大きな事件を起こす予感がする。

「下上くんも分かっていると思うけど、『名もなき世界』から、こちらの世界にやってくることはできても、帰る方法は、まだ見つかっていないのよねー」

「え？　そうなの？」

　リーンは、はじめて聞いたような顔をしている。

「知らなかったのかよ？」

「それも、きっと魔王の仕し業わざだと思うわ。魔王を倒せば、なんとかなるわよ」

　それよりも、その魔王とやらが、本当にこちらの世界にいるのかも怪あやしいもんだ。

「だからリーンと葉月は、この世界で生きて行くしかないの。だったら、なんとしてでも常識を身に付けさせなきゃダメでしょ？」

「そうですね……でも、俺にできるでしょうか？　俺だって、リーンたちと同じ、ただの高校生なのに」

「部を作って、その活動としてやればいいんじゃないの？」

「は？　部活としてやれってことですか？」

「名前はなんでもいいわ。『現代に溶とけこむための同好会』だとか、『異世界人の集つどい』とかなんでも。ともかく、リーンや葉月のような、まだこの世界の常識を知らない生徒を所属させて、下上くんがまとめて面めん倒どうをみてあげるの。いいアイディアでしょ？」

　全然良いアイディアじゃない。

「『異世界人の集い』って……みずから正体を明かしてどうするんですか？」

「でも、まったく無関係な名前だと、どういう部活かわからないでしょ？　まだ『名もなき世界』から来た生徒が、この学園にいるでしょうし。彼らがわかるような名前じゃないとねぇ」

　リーンや葉月みたいな奴やつが、まだこの学校にいるってのか？

　高木先生は、なにか知ってるっぽいけど……。

「それに、この学校の生徒は、必ずなんらかの部に所属しないといけないの。下上くんは、まだどこの部にも入ってないわよね？」

「近いうちに適当な部をみつけて、どこかに入部するつもりでした」

「リーンと葉月も、まだどこの部にも所属してないの。だからまずは、あなたたち三人で部を立ち上げたらどう？　多分、近いうちに新しい部員が増えるだろうし」

「さっきからなんの話をしているの？　……え？　わたしたち三人でパーティーを組むの？　賛成よ！　当然、パーティーのリーダーは勇者であるわたしよね？」

　リーンの頭の中では、部＝パーティーに変換されてしまうらしい。

「なにを言ってる？　パーティーのリーダーたる資格があるのは、〝超ちよう越えつ者〟と呼ばれた我以外にあり得ないのじゃ。雑魚ざこは引っ込んでおれ！」

「ざ、雑魚ってなによ!?　雑魚かどうか、わたしの剣さばきを見てから判断してよね！」

　リーンは、腰に差している包丁を抜く。

　葉月も、手に持った魔術書を開いて、応戦しようとする。

「ま、待てよ！　こんなところで、魔術を使うつもりか！　リーンも、包丁をしまえ！」

　この世界じゃ、暴力を振ふるっても、なんの解決にもならないことをまずは教えないと。

　やっぱり、俺が面倒を見るしかないのか。

「リーンと葉月の言い分はわかったわ。でも、顧こ問もんである私の独断で、部長は下上勇気くんに決めちゃいます。下上くんのこれまでの経験と、こちらの世界で、これまで身につけた〝常識〟というスキルを考こう慮りよした上での決断よ。というわけで、下上くん頼たのんだわよ」

「……わかりました。できる限りのことはやってみます」

「リーン、それに葉月、今日から下上くんが、あなたたちの『部長』だから、言うことをちゃんと聞くのよ？」

　まだリーンと葉月は、不満そうに唇くちびるを尖とがらせている。

「それはわかったけど、ミズエはなにをするの？　……コモン？　それってなに？」

　ミズエ。それって高木先生の下の名前だ。

「こらっ。学校では『高木先生』と呼びなさい、と言ったでしょう？」

「ご、ごめんなさい」

　どうしてリーンが、高木先生を下の名前で親しげに呼んでいるんだ？

「あれ～、言ってなかったかしら？　リーンは先生の家で寝ね泊とまりしているのよ。『名もなき世界』から、こっちに来たはいいものの、行く所がなさそうだったから、やむなく住まわせてあげているの」

　その辺の野草を食べているリーンが、いったいどこで寝泊まりしているのか、ずっと疑問だったけど……一つ謎なぞが解けた。

　でも、高木先生もいい加減だな。

　リーンを高校に通わせるなら、基本的なこちらの習慣なども教えてあげればいいのに。




「ユーキ！　これで晴れて同じパーティーのメンバーね。これから、よろしく！」

　正確には、〝パーティー〟ではなく〝部〟なんだが、リーンの中では、人の集まるグループは、みんな『パーティー』になるらしい。

「あ、中庭でヘビを発見！　今夜のおかずにしよーっと、えい！」

　当たり前のように包丁を抜いてヘビを一ひと刺さし。

「やったー、獲とったわ！」

　誇ほこらしげにヘビを掲かかげるリーン。

　だけど次の瞬しゆん間かん、ヘビが炎ほのおに包まれ丸まる焦こげに……。

「葉月！　なにをするのよ、これはわたしの獲え物ものよ!?」

「見つけたのは、我の方が早かった。その丸焦げのヘビは、魔術の触しよく媒ばいに利用するから、こちらに寄こすがいい。黒こげでは、口にすることもできんだろ？」

「許せないわ……。ひょっとして葉月は、魔王の使いなの？　きっとそうね。他人の獲物を横取りするなんて悪逆非道、魔王の手下以外にやらないもの！」

「さっきの続きをするつもりか？　いいだろう。へっぽこ勇者の腕うで前まえ、見み極きわめてやる！」

　またしてもリーンと葉月は、喧けん嘩かをはじめる。

　どこの女子高生が、ヘビ一いつ匹ぴきを巡めぐって、剣と魔法で争いあうんだよ……。

「お前ら喧嘩するな！　やめろ！　部長の命令だぞ！」

「む、我々の勝負に口出しするでない。ぶちょーというのは、そんなに偉えらいのか？　三千年に一人の大魔術士であり、闇やみの眷けん属ぞくを統すべる我よりも偉いと申すのか？」

　葉月の疑問に答えるとするなら、その二つは比べるものじゃないってのが答えだけど、それじゃあ納なつ得とくしないだろうな。

「部長というのはだな……わかりやすくいうと『ギルド』のリーダーみたいなものかな？」

「ギルド!?　むむむ……それは、確かに中々の位じゃのう」

　お？　ほとんど口からでまかせみたいな説明だったけど、葉月は勝手に納得してくれたみたいだ。

「それにこの世界の常識を知っている分、葉月よりも俺は偉い！　悔くやしかったら、俺のアドバイスが不要なくらい、この世界の常識を身に付けてみせろ」

「ぬぐぐ……」

　葉月は、面おも白しろくない顔をして黙だまり込む。

「とりあえず、俺が部長となって部が発足したわけだが、まずやらなければいけない大事なことがある」

「それはなに？」

「部の名前を決めることだ」

　高木先生は、なんでもいいと言ったけど、いざ部に名前を付けるとなると、すぐには決められない。

　異世界人の集まりだとバレないように……。

　かといって、まったく無関係な名前では、異世界から来た人に部の存在が気付かれない。

「わたしたちは、この『ゲンダイ』という世界を攻こう略りやくするために集まった〝選ばれしものたち〟よ。だから名前は一つしかないと思うの」

　リーンの言うとおり、俺たちはこの現代という世界を攻略するために集まった者たちだ。

　だから部の名前は、自然とこうなる。

　逢生坂高校『現代攻略部』。








第二話　現代攻略部始動！









　逢あい生おい坂ざか高校には、新校舎と旧校舎の二つの棟むねが存在している。

　俺たち生徒が普ふ段だん使用する教室は、ほぼ全すべて新校舎内にあり、旧校舎には理科室とか、古文資料室とか、家庭科調理室とか……特とく殊しゆな設備が備えられた教室が固まっている。

「本当に、ここに空くう虚きよなるスペースが、立在しているというのか？」

　葉は月づきと並んで、古びた旧校舎外がい壁へきの傍そばを歩いていく。

「高たか木ぎ先生の話だと、旧校舎裏手にある物置が空いてるから、そこを『部室』として使う許可を学校側にもらったらしいけど……」

　この辺りは、日中でもずっと日ひ陰かげになっていて、昼間でも薄うす暗ぐらい。

　その上、雑草が生おい茂しげっていて足場も悪い。

「なんだか、ジャングルの中を冒ぼう険けんしている気分ね！」

　先頭を歩くリーンは、うきうきだった。

　本人の中では、パーティーを率いる勇者のつもりなんだろう。

　そんなことよりも、俺はリーンが頭に被かぶってるステンレス鍋なべが気になった。

「おい、リーン。変な格好をするなと言っただろ？」

「え？　この兜かぶとのこと？　どう、格好いいでしょ？」

「鎧よろいを脱ぬげって言ってるのに脱がないどころか、また別の新しいファッションに挑ちよう戦せんしやがって！　なんだそれは、流行はやるのか？　頭に被ったその鍋は、これから流行るのか!?」

「わたしは、見た目を気にして、これを被っているんじゃないわ。身に付けてみて、この鍋の軽さ、そして『ベヒモス』が踏ふんでも潰つぶれなさそうな頑がん丈じようさに惚ほれて、これを装備したのよ。侮あなどってもらっては困るわ！」

「この世界では、見た目も大事だと言っただろ？　いますぐ外せ！　ステンレスの鍋を被ってる女子高生なんて、どこにいるんだよ!?」

「いや！　せっかく、防ぼう御ぎよ力の高そうな鍋を手に入れたのに、外すのはもったいない！」

　頭に被った鍋を奪うばい取ろうとする俺とリーンとで、揉もみ合いになる。

　それを、呆あきれた様子で見つめる葉月。

「愚おろかな者どもよ。地底を這はいずり回る餓が鬼きのように醜みにくく争っておるわ……」

　結局、リーンから鍋を奪い取ることはできなかった。

　諦あきらめて、人気のない旧校舎脇わきを進んでいくと、リーンが部室となる建物を発見した。

「ん？　前方におんぼろな炭焼き小屋を発見！」

「どこが炭焼き小屋だよ。ちゃんとした物置小屋だろ」




「げほっ、ごほっ！　ほこりが凄すごいわね……」

　薄うすっぺらいアルミ製のドアを、ガタガタ鳴らしながら部室のドアを開ける。

　埃ほこりまみれの床ゆかと、天てん井じようから吊つり下げられた裸はだか電でん球きゆうが一つあるだけのシンプルな部室。

「まあ、天井があるだけ恵めぐまれてると思わなくちゃな」

　快適とはいえないが、雨あめ露つゆぐらいは凌しのげるだろう。

「ちょっと君たち～。先生にばかり、重たいもの運ばせるんじゃありませんよー」

　俺たちに遅おくれて、高木先生がやってきた。

　高木先生は、両手に段ボール箱をいくつも抱かかえている。

　部室に必要となる備品を、校内から調達してきてもらったのだ。

「はあ～やれやれ。腰こしがもう限界だわ。ほら、下しも上かみくん。ご要望どおり、ＤＶＤプレイヤーと液えき晶しようモニター用意してあげたわよ？」

「ありがとうございます」

「でも、ＤＶＤプレイヤーでなにするの？　みんなでアニメでも観みるつもり？」

　正解だ。さすが高木先生。

「昨夜、じっくり考えたんです。リーンと葉月に、こちらの世界の常識を学ばせるには、どうしたらいいかって……」

「ふんふん。それで？」

　自分の鞄かばんの中から、ＤＶＤボックスを取り出す。

「俺には、こちらの世界の常識を教えてくれる親切な人はいませんでした。だから最初は知り合いもいなくて……一人で寂さびしく、テレビを観る毎日でした」

　ＤＶＤボックスには、『恋れん愛あいラブレーション　コンプリートＢＯＸ』というタイトルが付いている。

「偶ぐう然ぜんテレビで放映されていたこのアニメのお陰で、俺はこちらの学生の常識を身に付けることができました。だから、リーンたちにも、いい教材になるんじゃないかなと思うんです」

「これは……ラブコメアニメなの？　バトルもののアニメじゃないからいいかもね」

　葉月に、伝でん奇き魔ま術じゆつバトルアニメなんか観せたら、きっと影えい響きようを受けて〝中二病〟の症しよう状じようが悪化してしまう。

　実際に俺は、敵と勘かん違ちがいされて、魔術で焼き殺されそうになったし。

　でも、この『恋愛ラブレーション』というアニメは、とても健全なラブコメ作品だ。

　登場人物たちは、等身大の高校生ばかりだから、彼らの日常を通して、現代世界の学生は、どういう生活を送っているのかを学ばせることができるだろう。

「いよいよ、活動をはじめるのね？　なにをするのか、楽しみだわ」

　リーンは、妙みように乗り気だった。

「早さつ速そく部活とやらを開始するのだな？　どれ、下等生物の下上が、我になにを教えてくれるのか、拝見しようではないか」

　いつもどおり、尊大な態度の葉月。

「それじゃあ再生するぞ。このアニメを観れば、この世界の常識を身に付けることができるはずだ。ちゃんと集中して観るんだぞ？」

　俺は、ＤＶＤプレイヤーの再生ボタンを押した。




　てけてけて～れれ～♪　て～れれ～♪　て～れれ～♪

　のっけから軽けい妙みようで、奇きっ怪かいな電子音が流れる。

　このアニメが放映されていた五年前は、テクノポップがブームになってた。

　巷ちまたの流行を反映するように、この『恋愛ラブレーション』のＯＰ主題歌にも、テクノポップ調の電波ソングが採用されている。

『あたしとあなたはプリンポン♪　プリンポン♪　きっといつかは、ぷるぷるぽ～ん♪　私の気持ちわかってよプリンポン♪　だってさびしいんだもんプリンポン♪　ぷるぽんぷるぽん♪　ぷるぷるぽーん♪　恋愛ラブレーション♪　提供はこの後！』

「な、なんなのこの変な音は!?　いったいどこから流れているの!?」

　現代世界の音楽を聴きいたことがないリーンは、予想どおり目を丸くしていた。

　しかし、もっと予想外だったのは──。

「ぬぅ、のわわわっ！　この奇妙な歌を、今すぐとめるのじゃあああっ!!」

「おいおい葉月、大げさすぎるぞ。頭抱えるほどのことかよ？」

「この甘ったるい旋せん律りつと早口でまくし立てるような黄色い歌声……。あ、頭が割れそうになる！　やめろぉ！　我に『死の呪のろい』をかけるつもりかぁ!?」

　電波ソングをはじめて聴いた人は、驚おどろく人も多いけど、呪われると絶ぜつ叫きようしたのは、葉月が初めてじゃないだろうか。

「ユーキ！　どうしたらいいの、身体からだが止まらないの！」

「リーンもリーンで、どうした!?」

「この音楽……初めて聴くはずなのに、妙にノリが良くて……身体が勝手に踊おどり始めて、止まらないの！」

　そんなわけあるか！

「いや！　はっ！　ほっ！」

『あたしとあなたはプリンポン♪　プリンポン♪　手を繫つないでよ、ぷるぷるぽ～ん♪』

「プリンポン、プリンポン♪　……身体が踊りをやめないの！　これはきっと〝不思議な踊りを誘ゆう発はつする歌〟よ!?　昔、名もなき世界で聴いたことがある気がするの。ユーキ、助けて！」

　助けろって言われても……。

　こっちは、踊るのをやめろとしか言えないのだが。

『ぷるぽんぷるぽん♪　ぷるぷるぽーん♪　恋愛ラブレーション♪』

「ぷるぷるぽん、ぷるぷるぽーん♪　ま……まさか、これも魔王の仕し業わざなの!?　勇者であるわたしを、この曲で踊らせ続けて、疲つかれて死ぬのを待ってるのね!?」

「もし、それが本当だとしたら、とても根気のある魔王だな。逆に尊敬するよ」

　心配しなくても、アニメのＯＰは一分半もかからずに終わる。

「やっと終わったのね……ぜーはーぜーはー……」

　踊り疲れたリーンは、床にへたりこんだ。

「やっと我への呪じゆ詛そが終わったのか……危あやうく、呪い殺されてしまうところであったわ」

　踊り疲れた勇者と、電波ソングに危うく呪われそうになる魔術士。

　まだアニメ本編が、はじまってもいないのに、肝かん心じんの二人はへとへとだった。

「二人とも、これからが本番だぞ。ちゃんと画面を観ろよな？」

「ぜーぜー……。つ、疲れて顔を上げる気力もない……わ」

　完全にへばっているリーンたちを見て、俺は深いため息を吐ついた。




『私、カガミ君のこと。好きだったの……』

『え？　いまなんていった？　鏡かがみ餅もちが好きっていったのか？』

『んもう、カガミ君ったら、いつもそうやって誤ご魔ま化かすのね。とっくに、私の気持ちに気付いてるんでしょ？』

『え？　いまなんていった？　私のお餅もちに気付いてるだって？　お前お餅だったのか？』

『もーいいよ。カガミ君なんて、嫌きらい！　でも、本当は……好き。ううん、なんでもない』

『え？　いまなんていった？　機き雷らいでも除去してこいといったのか？』

　アニメの上映会は、問題なく進んでいく。

　恋愛ラブレーションの主人公『カガミ君』は、既き存そんのラブコメアニメよりも遥はるかに『難なん聴ちようぶり』が突つき抜ぬけており、ストーリーにいままでにない新しん鮮せん味みをもたらしてると、アニメサイトで評されていた。

「ねえ、ユーキ。この男の人は、幻げん覚かくの魔術にでもかかっているの？　目の前で人が話してるのに、まったく会話が成立していないわ」

「リーンは、はじめてアニメ観る癖くせに、なかなか鋭するどいツッコミするな」

「なんだかわからないけど、褒ほめられちゃった！」

　一方、葉月は、退たい屈くつそうに欠伸あくびしている。

「それにしても、このアニメは、いつになったら戦せん闘とうがはじまるのじゃ？」

「これはラブコメだから、戦闘シーンなんてないよ」

「画面によく映る女の子は、主人公のことが好きなんじゃろ？　だったら、魔術でもなんでも使って、主人公の気持ちを変えてしまえばいいのじゃ。我ならば、そうしておる」

「人の気持ちを変える魔術なんてあるのか？」

「我のような偉い大だいな魔術士ならば、そのようなことは造作もないわ。やろうと思えば、世界中の男を振ふり向かせることもできる。ただ、そこまでするほど価値のある男がおらんだけじゃ。うむ」

　と、高木先生から奪った煎せん餅べいをかじった。

「葉月は、男よりもまず、友達を作る方が先なんじゃないのか？」

　リーンと同じく、葉月も教室で孤こ立りつしている。

　黒いフードをいつも被かぶって、口を開けば『我は～』とか『偉大なる魔術士が～』とか言ってるようじゃ、周りのクラスメイトたちも近寄りがたいだろう。

「友達？　ふっ、そんなもの我は求めておらぬ。魔術の実験台になってくれる〝いけにえ〟は必要じゃがな……くくくっ」

「そうはいうけど、この世界で生きて行くためには、友達は絶対に必要だぞ？」

「我が孤立しているのは、我が悪いのではない。この世界が、我を拒きよ絶ぜつしているだけじゃ」

　葉月らしい台詞せりふだけど、それって単なる強がりに過ぎないような……。

『ふん、アンタのことなんて、なんとも思っていないんだからね!?　でも、恋こい人びとは無理だけど、友達にならなってあげてもいいわよ？』

　葉月は再び、煎餅をかじりながらアニメに集中する。

『じゃあ決まりね。私とアンタは、今日から友達ってことで……これは友情の証あかしよ。受け取って。ちゅっ！　ふふふっ、びっくりした？』

　そして、忘れたころに、葉月がぼそっと呟つぶやいた。

「このアニメ……。最初は退屈だと思ったが、意外と悪くないのじゃ」




「ありゃ、外はもう真っ暗か～。アニメを観みてたら、時間たつのが早いわね」

　鑑かん賞しよう会を終えて部室の外に出た時には、もう夜空に星が出ていた。

　最終回までは、さすがに観れなかったけど、途と中ちゆうの山場までは観れたわけだし……これでリーンたちも、この世界のことが、理解できたんじゃないかな？

「ふあああ、疲れた……。もうくたくたよお～」

　ＯＰであの主題歌が流れるたびに、踊る羽目になったリーンは、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

「でも、なんとなく〝ガクセー〟というものについて、わかった気がするわ」

　その言葉が本当なら、頼たのもしい限りだ。

「じゃあ、明日あしたから早速実じつ践せんしてみよう。現代攻こう略りやく部ぶ、最初の課題。『この世界の学生らしく振る舞まえ』だ。葉月もいいな？」

「くくっ、先ほどのアニメの登場人物のように振る舞えばよいのであろう？　我にとっては容易たやすいことよ……」

「学校で浮うかなくなったら、この世界は、半分以上攻略したようなものだ。頑がん張ばってくれ」

「攻略……。そうね！　きっとこの世界を攻略すれば、魔王の元へ辿たどり着けるわよね」

　魔王のことは俺にはわからないけど、その意気で普ふ通つうの高校生らしく振る舞って欲しい。

「それじゃあ、先生はリーンを連れて帰るから。明日、遅ち刻こくしちゃダメよー」

「高木先生こそ、遅おくれないで下さいよ～」

「ユーキ、〝ばいばい〟～」

　さっそく、こっちの世界の別れの挨あい拶さつを使ってるな。

　感心感心。

「さてと、俺も帰るかな。あ、そうだ。葉月は、いつもどこで寝ね泊とまりしてるんだ？　帰る家はあるのか？」

「我のことは心配いらぬ。我は、異世界を旅して回った偉大なる魔術士じゃ。わずかな領域があれば、どこででも寝れる」

「つまり、野宿ってことか……」

　心配する俺を無視して、葉月はフードを深く被り直す。

「では、さらばなのじゃ！」




　そして翌日。

　いったいリーンたちは、どれだけの『常識』を学んでくれたのだろう？

　俺は、『恋れん愛あいラブレーション』を観終わったあとは、完全にこちらの世界の学生になりきっていた。

　ただ、アニメの主人公『カガミ君』と違ちがっていたのは、俺の周りには、好意を寄せてくれる『おっぱいの大きいツンデレヒロイン』も、『大人おとなしいけど、いざとなると積極的な優等生ヒロイン』も、いなかったことなんだけど……。

「ユーキ！　おっはよー！」

　明らかに普段と違うテンションで、リーンが駆かけ寄ってくる。

「よお、朝から元気だな？　さわやかな挨拶は、現代の学生っぽくていいぞ」

「昨日、この世界のことについて、沢たく山さん勉強したからね。さっそく、それっぽく振る舞ってみようと思って」

「うんうん。いい心がけだ。ただ、鎧よろいは着たままだな……」

　それはもの凄すごく残念なところだ。

「そんなことよりも……。ユーキのために、これ作ってきたの。もらってくれる？」

　モジモジしながら、リーンはお弁当のような包みを俺に差し出す。

「ま、まさかこれは──ッ!?」

「前に、ユーキからお弁当もらったでしょ？　そのお礼だと思って受け取って欲しいの」

　リーンお手製のお弁当か!?　それはポイントが高いぞ！

「昨日みせてもらった絵巻物（アニメのこと）で、女の子がお弁当作ってくる場面があったでしょ？　あれを真似まねてみたんだけど、どうかな？」

　正解だ！　そういう積極的なチャレンジこそ、この世界に溶とけこむ一歩になるんだ。

　アニメをリーンに観せたかいがあった。

　うっ、感動のあまり思わず涙なみだが……。

「どんな弁当を作ってきたんだ？　リーンのことだから、きっとパワフルなお弁当なんだろうな」

　でも大事なのは、お弁当の中身じゃなくて、リーンのチャレンジ精神だ。

　多少、不出来なお弁当でも、リーンの心意気は買ってやりたい。

　ワクワクしながら、もらったお弁当箱の蓋ふたを開けた。

　しかし、中は一面の緑。

　これは……なんだ？　まさか、草？

「ユーキのために、『やくそう』を煮にてみたの。栄養満点で、ヒットポイントも回復するし、バッドステータスだって治ることもあるのよ。ど、どうかな？」

　弁当箱から漂ただよう、青あお臭くささ。

　鼻が、曲がりそうだ……。

　でも、単なる草を煮ただけのお弁当なわけないよな？

　箸はしを使ってお弁当の中身を探さぐってみたけれど……やっぱり、草しか入ってない！

「お、俺にはこれは食えない。気持ちだけ受け取っておくよ……」

「え～、どうして？」

「どうしてもこうしてもない！　最初の挨拶は、一〇〇点満点だったのに、その先が全然よくない！」

　訂てい正せい、お弁当の中身もやっぱり大事だ！

　その時──黒いフードをすっぽり被った葉月が、音もなく俺の傍そばに近寄ってきた。

「下上……お、おはようなのじゃ」

「おう、葉月。お前から、挨拶してくれるなんて珍めずらしいな」

　残念なことに、葉月もローブを着たままだ。

　まずそれを脱ぬがないと、普通の学生には見えないってことに気付かせないと。

「昨日言ったはずじゃ。この世界について学んだことを、今日から実践するとな……。だから、ハイ。こ……これを読んで欲しいのじゃ」

　葉月は、手紙を俺に差し出した。

　学校の玄げん関かんで手紙といえば……まさか、ラブレター!?

「確かに『恋愛ラブレーション』には、優等生ヒロインが、主人公にラブレターを渡わたすシーンがあったよな。そうか、葉月はそれを真似して……」

　さっそく、もらった手紙を開いて中を確かく認にんする。

　中には、便びん箋せんが一枚入ってるだけだった。

「なになに？　『我と友達になってやってもよい』……これだけ？」

「ば、バカ者！　声に出して読むでない！」

「いくらなんでもこれだけじゃ……」

　呆あきれていると、便箋に魔ま術じゆつ紋もん様ようのようなものが、じわじわと浮かび上がってきた。

「ユーキ！　その便箋には魔術がかけられているわ!?　すぐに捨てて！」

「なんだって!?」

「くくくっ、〝魅惑チヤーム〟の魔術じゃ。これで下上は、我の要求を飲むしかなくなる」

　俺はとっさに便箋を地面に捨てた。

　と同時にリーンが、腰こしの包丁を抜いて、魔術のかかった便箋を切り刻む。

「間かん一いつ髪ぱつだった……。こら、葉月。魔術を悪用するなよな！　そんな手段で友達を作ったって、お前のプラスにはならないぞ」

「我は魔術士じゃ、魔術を使ってなにがいけないのじゃ？」

　しれっとした顔で言いやがって。

「最初の課題は、どっちも不合格だ！　昨日観たアニメの登場人物たちは、そんな格好じゃなかっただろ？」

　と、お互たがいが着ているローブと鎧を指差す。

「なっ!?　魔術士がローブを着て、なにが悪いのじゃ!?」

「この世界でやっていくなら、まず『魔術士』って自覚は捨てようぜ。普通の学生になればいいんだ」

　一方、勇者の自覚を捨てきれないリーンは、やくそうだらけのお弁当を持って迫せまってくる。

「わたしの作ってきたお弁当、どうしてユーキは食べてくれないの？」

「俺には『やくそう』は効果がないみたいだ。匂においを嗅かぐだけで……吐はきそうになる」

　冒ぼう険けん者だったリーンは、毎日やくそうを食べて生きていたのかもしれないけど、村人だった俺は、毎日普通の食事をとっていたし……。

「そうなんだ……。作ったお弁当が、ユーキの口に合わなかったのは残念だけど、でも行動は間違ってなかったでしょ？　少なくとも葉月には、勝ってるはずよ」

　と、リーンは露ろ骨こつに対たい抗こう心を燃やす。

「リーンのどこが我よりも勝っているというのだ!?」

「全部よ！　ユーキに魔術をかけて虜とりこにしようなんて、卑ひ怯きよう過ぎるわよ！」

「では、貴様自身が我の魔術を受けてみるがいい！」

「望むところよ！」

　あー、もう……また喧けん嘩かはじめやがって。

　なにか揉もめ事が起きれば、すぐに魔術や剣けんで解決しようとするのも改めさせないとな……そうだ！

「お前ら、すぐに喧嘩をやめろ。揉め事は暴力じゃなく、この世界なりの解決方法で決着を付けるんだ」

「それはなに？」




　旧校舎の教材室。

　高木先生は、いつもここでお茶を飲んだり、マンガを読んだりして、くつろいでいるのを俺は知っている。
















「あら、みんな揃そろってどうしたの？　先生になにか用？」

「実は、リーンと葉月が、また喧嘩しちゃって……危あやうく、剣と魔法の大バトルがはじまるところでしたよ」

「ありゃ～。下上くんも大変ねぇ。で、仲裁を頼たのみに先生のところに来たってわけ？　頼たよってくれるのは嬉うれしいけど、先生面めん倒どうなことは嫌きらいなのよ」

「いえ、先生に頼ろうなんて、これっぽっちも思ってませんから」

　高木先生は、くわっと険しい表情をみせた。

「生徒から没ぼつ収しゆうしたゲーム機ありますよね？　あれをお借りしたいんですけど」

「そんなもの借りてどうするのよ～？　ゲームしたいなら、家に帰ってからやればいいじゃないの」

　という高木先生の机の上には、最新機種の『プレイホットステーションbeta』があった。

　どうやら、生徒から没収したゲーム機で遊んでいたようだ。

「ちょうど良かった。それちょっと貸して下さいよ」

　俺は、高木先生から借りたbetaのソフトを確認する。

　うん、ちょうどいい具合に落ちものパズルの定番「ぽよぽよ」が入ってる。

　このゲームならルールも説明しやすいし、ゲームをやったことがないリーンたちでも、すぐにプレイできるだろう。

「二人にこの世界で、争い事が起きた場合の決着の付け方を教えてやる。それがこれだ！」

　リーンと葉月に『プレイホットステーションbeta』を見せる。

「ふえ？　その黒い物体はなんなの？」

「これはな……」

　俺は、リーンたちに、ゲームのことを一から説明してやった。

「そのぐらい、我ははじめから知っておった」

　はいはい、噓うそ乙おつ。betaを見た瞬しゆん間かん、目が点になっていた癖くせに。

「……というわけで、この世界は『名もなき世界』よりも進歩しているから、揉め事が起きた場合は、暴力ではなく、ゲームで勝敗をつけることになっている。あれだぞ？　国の大統領だって『票取りゲーム』というゲームで決まってるんだからな？」

　ちょっと事実を歪わい曲きよくしているが、あながち間違ってもいないだろう。

「というわけで、今からこの『ぽよぽよ』を使って三人で勝負する。一位の奴やつが一番偉えらいから、今後、喧嘩や問題が起きた時は、そいつの言うことに従うってことでいいな？」

「三人？　まさか、下上も加わるのか？」

　当然のようにうなずく。

「それは不公平じゃ。下上は、このゲームを知っているのであろう？」

「知ってるか知ってないかは関係ない。さっきも言ったとおり、ゲームで強い奴が、この世界で偉いんだ。敗者は勝者に従うのみ。単純明快じゃないか」

「わたしはそれでいいわ。それがこの世界のルールならば従う。で、葉月はどうするの？　戦う前から怖おじ気けづいて……降参する？」

　いいぞリーン。上手うまい具合に葉月を挑ちよう発はつしてくれた。

　お前は、ハナから俺に勝てるわけないと思ってるもんな。

「わ、わかった！　挑戦から逃にげたとあっては、魔術士としてのメンツに関かかわる。なあに、たかが遊ゆう戯ぎじゃ。クローリーの魔術書を丸暗記するよりも簡単じゃ」

　ふふ、作戦どおり。

　俺たち三人は、落ちものパズルゲーム『ぽよぽよ』で勝負を開始した──。

　そして……結果は言うまでもない。

「というわけで……優勝したのは、下上勇ゆう気きくん！」

「ふっ、ゴミどもめ」

「く……くやしいのじゃ！」

　リーンは、〝ゲーム機のボタンを押して操作する〟という行こう為いが理解できずに、betaをつかんだまま傾かたむけたり、頭上にかざしたり、色々やってるうちにゲームオーバーに。

　葉月は、リーンの無様な姿を見て学習したみたいで、とりあえずボタンを押すことは理解したようだけど……プレイにはなにも関係ない『ホーム』ボタンを連打していた。

　ホーム画面を映したり消したりを繰くり返しているうちに、だんだんイライラしてきて、魔術を使いかけたところで、俺とリーンが止めに入って結局ゲームオーバー。

「やっぱり、ユーキには敵かなわなかった。でも、葉月には勝てたから良しとするわ」

「なっ!?」

　そう。俺が一位で、二位がリーン。そして三位が葉月という結果だった。

　リーンが、わけもわからずゲーム機をもてあましている間に、自動で落ちてきた『ぽよ』が、勝手に積み上がって、一ブロックだけ消えていた。

　お陰かげでリーンのスコアは「一〇」となり、「〇」の葉月にわずかな差で勝利した。

「こんな勝負、我は認めぬ！」

「でも、勝負は勝負だ。こっちの世界では、ゲームで勝った方が偉いって言ったよな？」

「くっ……。魔術で勝負するのじゃ！　それだったら負けぬわ！」

「葉月、見苦しいわよ。あなたは、ゲームで負けたの。たとえ僅きん差さといえども、わたしの勝ちは勝ち。大人しく、わたしとユーキの言うことに従うのよ。だって、葉月は『負・け・た』んだからね」

　リーンは、葉月を指差して、完全にドヤってやがる。

　お前は、そんなにでかい顔できる立場じゃないだろ。

「ぬぬぬ……お、覚えておれ！　いつの日か必ず、ゲームでお前たちを二人を負かせてみせる！　でかい顔できるのも、せいぜいそれまでじゃ！」

　二人の揉め事は、なんとか収まったけど、この世界の常識を身に付けるという大きな目標は、なにも達成できてない。

　俺は、『恋れん愛あいラブレーション』を観みて、この『現代世界』では、剣も魔法も使っちゃダメ。それどころか、暴力を振ふるうのもよくないってことを学んだんだけど、リーンたちには効果がなかった。

　だったら、別の手を考えるしかないな……。

　今度は、アニメじゃなくて、ラノベの方がいいかもしれない。

　よし、今度はリーンたちにあれを読ませてみるか！








第三話　僕が、妹のパンツを穿はくわけがない









　現代に来て五年。

　元、異世界人の俺なりに分ぶん析せきした、こちらの世界の〝高校生〟の日常の興味は、大体三つに絞しぼられる。

　一つ目は、動画サイト（および、動画サイトの配信者）。

　二つ目は、スマホのアプリゲーム。

　そして、三つ目は、アニメとマンガ。そしてラノベなど、主に二次元趣しゆ味みという奴だ。

　現代世界の高校生ならば、この三つの要素は、必ず押さえておかないといけないポイント。

　俺は、特に三つ目のアニメとラノベで、この世界の事を色々と学んだ。

　だからってわけでもないけど、俺は日常系の学園物の物語が好きだ。

　特にラブコメというジャンルの中には、笑えて楽しいストーリーの中に、学生の日常の真実が含ふくまれていると思ってる。

　つまり──ラブコメは、人生！　『恋愛ラブレーション』は、若者のための文学だ。

「でも今日はアニメじゃなく、ラノベを読んで、こっちの世界のことを勉強しようと思う。五年前からずっと大ヒットを飛ばしている、ラブコメラノベの金きん字じ塔とう。タイトルは『僕が、妹のパンツを穿くわけがない（通つう称しよう　はかない）』だ」

「それを読んだら、ユーキみたいに、この世界のことがわかるようになるの？」

「もちろん。簡単にストーリーを説明するとだな、義理の妹となんやかんやで、一いつ緒しよに暮らすことになった主人公が、うっかり間違って妹のパンツを穿いて学園に登校したところ、クラスメイトのツンデレ優等生にそれがバレてしまい。妹のパンツを穿いていたことをネタに強請ゆすられていくうちに、主人公とツンデレ優等生の間に愛情が育はぐくまれるという感動的なストーリーだ」

「なんだか、それだけじゃ、よくわからない……かも」

「そうだな。まずは読んでみるのがいいかもな。こうして、家から全巻持ってきたわけだし……よいしょっと」

　俺は机の上に、『僕が、妹のパンツを穿くわけがない』全二六巻を並べた。

　全部持ってくるのは重かったけど、俺はもう飽あきるぐらい読んだし、部室の本ほん棚だなに並べておけば、それっぽいインテリアにもなる。

「葉は月づきもこれを読んで、この世界のことを勉強してくれ。俺は、このラノベを現代世界の常識を身に付けるための教科書だと思ってる。そうそう。俺のお薦すすめは、主人公じゃなく、妹がうっかり兄のパンツを穿いて登校しちゃう一二巻目がお薦めだ」

　一二巻の表紙は、エロ担当の先せん輩ぱいヒロインが、セクシーな大人っぽい下着姿でベッドに寝ね転ころがっているイラストだった。

「我は、魔ま術じゆつ書以外は読まんことにしている。余計な知識を吸収すると、その分、覚えた魔術を忘れてしまうからじゃ」

　葉月は、なぜか頰ほおを赤くして顔を逸そらした。

「そう言わずに読んでみろって、幸い『日本語』は、名もなき世界の言語によく似てるから、葉月たちでも苦もなく読めるはずだぞ」

　それでも葉月は、ラノベの表紙から目を逸らしたままだ。

「ご、ごほん！　一つ訊たずねるが、この世界の本は、全すべてそのような……ひ、卑ひ猥わいな表紙なのか？」

「あ、ああ……この表紙は、葉月には刺し激げきが強すぎるか。この頃ごろ、売り上げが低迷してたらしく、テコ入れのために表紙を過か剰じようにエロくしていたんだよなー。でも、本文はいたって健全なラブコメだから気にするな」

「むむむ……そうか。ひ、卑猥な内容でないのであれば、読んでやってもいいぞ」

「そう言ってくれると思って、もう一セット持ってきた。これは、『保存用』にとっておいたものだから、丁てい寧ねいに扱あつかってくれよな？」

「そんな卑猥な表紙の本を二冊ずつ持っているのか!?」

「なに言ってる？　こっちの世界じゃ気に入った本は、二冊所持するのは当然のことだぞ？」

「そうなのか……。やはり、我にはよくわからん世界じゃ」

　リーンと葉月は、『僕が、妹のパンツを穿くわけがない』を読みはじめた。

　二人が読書に熱中しはじめたため、部室の中は一気に静かになった。




　翌日。

　俺は、学校に登校するために、通学路を歩いていた。

　ダダダダッ！

　すると、ちょっと離はなれた場所から、激しい足音が聞こえて来る。

「誰だれだよ、こんな朝っぱらから……」

　振り返ると、砂すな煙けむりをあげる勢いで、こちらに向かって走ってくるリーンが見えた。

「リーン、お、お前……なに咥くわえてるんだよ？」

　リーンは、口に生の魚を咥えている。

　そしてそのまま、俺に向かって……どーん！

「げふっ！」

　リーンの猛もう烈れつな体当たりを受けて、俺は地面に倒たおれ込んだ。

「いたたた。な……なにするんだよ!?」

「……ユーキ、おはよう！」

　身体からだを起こしながら、いつも以上に元気よく挨あい拶さつする。

「おはようじゃねぇ！　なんで魚咥えたまま、俺にぶつかってきたんだよ」

　ぴちぴちっ。

「しかも、この魚、まだ生きてるじゃないか！　いったい、なにがしたかったんだよ!?」

「昨日ユーキに読ませてもらった小説で勉強したの。この世界の女の子は、食べ物を咥えながら急いで通学して、途と中ちゆうで見かけた知り合いの男の子にぶつかる習慣だって……」

「た、食べ物って。普ふ通つうは食パンだけど……なんで生魚なんだ？」

「朝、川で獲とってきたの。食パンってものが手に入らなかったから、代わりに咥えようと思って。同じ食べ物だし、いいよね？」

「すっげー、幅はば広ひろいカテゴライズだなおい！　こういうのは、食パンだから風ふ情ぜいがあるんだろうが。生魚じゃ雰ふん囲い気きがぶちこわしだ……っていうか、これはラブコメのお約束というやつであって、この世界の『習慣』ではない！」

「えー、なにか間ま違ちがってたの？」

「全部間違ってた」

　がっくりと、肩かたを落とすリーン。

「おにいちゃん！」

　いきなり、背後からロリっぽい声をかけられた。

「むむっ!?　俺を『はかない』の妹ヒロイン、安あん乃の城じよう妹いも子このように呼ぶのは誰だ？」

「それは──わ……我、じゃくて、あたしよおにいちゃん！」

　なんと葉月だった！

　昨日読んだラノベの影えい響きようを受けて、兄でもない俺を『おにいちゃん』と呼んでいるのか。

　それは間違ってるぞ葉月。

　でも、可愛かわいいからよし！

「も、もう一回、俺のことをおにいちゃんと呼んでくれないか？　はあはあ……」

「やだおにいちゃん、鼻息荒あらい……よねっ！」

　葉月は拳こぶしを握にぎり締しめて、どんっと俺の肩を殴なぐる。

「痛い！　なにするんだよ!?」

「なにとはなんじゃ？　これは、女から男にする挨拶ではないのか？　主人公を『おにいちゃん』と呼びながら、なにかとあれば、殴る女の子が、あの小説に出てきたであろう？」

　げしっ！　……また殴られた!?

　確かに、はかないの妹ヒロインは、よく主人公を殴っていた……よくある『理り不ふ尽じん暴力系ヒロイン』という奴やつだ。

　そのうえ『はかない』の主人公は、可愛い妹に殴られても、まったく怒おこらず、いつもヘラヘラ笑っている奴だった。

「あのな葉月、『はかない』の妹は、ただ単に理不尽な暴力を振るっているんじゃなくて、兄に対する愛情の裏返しの行動として暴力を振るってるんだ。ちゃんと読み取らなきゃダメだぞ？　……いってぇ！」

「おにいちゃんが、なにを言っておるのか、よくわからないのじゃ！」

「ぐはっ！　お……俺はおにいちゃんじゃねぇ！　だから、もう殴らないでくれ！」

　なんで暴力系ヒロインなんて存在するんだよ!?

　リアルでそんな女の子がいたら、やっぱり有害極きわまりないよな。とほほ……。

「じわじわ殴って痛めつけるとは、怖おそろしいことを考える……。魔術士の我よりも、えげつないのじゃ。この世界は、案外怖ろしいところなのかもしれんな」

「二人とも、頼たのむからもっと普通のことを学んでくれ。余計なことは、学ばなくていいからさぁ！」

「普通のこととは、たとえば？」

　と、リーンが首を傾かしげる。

「おかしなことはしなくていいんだよ。この世界の学生が、どんなことを考えて、どんな風に日常を送っているのか。それを学んでくれればいいんだ」

「どんなことを考えてか……。わたしは、普ふ段だんモンスターのことと、魔王のこと考えてるけどなー」

「その二つは、この世界の学生が、最も考えないことだ。すぐに頭の中から排はい除じよしろ」

「でも、勇者が魔王を倒さなくて、誰が世界を救うのよ？」

　やっぱりこうなるか……。

　この世界に、魔王もモンスターもいないと、何度言えばわかってくれるんだ？

　こんなんじゃ、リーンたちがこの世界に違い和わ感かんなく溶とけ込むなんて、夢のまた夢だ。

　なにか別の手を考えないと。

　でも、アニメもラノベもダメとなると……うーん。








第四話　友情とプリクラの等価交こう換かん









「次の授業は、教室を移動するらしいわね。ユーキ、視し聴ちよう覚かく室ってどこにあるの？」

「ああ、一いつ緒しよに行こうぜ。俺も、行ったことないからよくわかんないけどな」

　ようやくリーンは、授業のあとに休み時間があって、六時間目の授業が終わったあとは、放課後が来るってことを理解してくれたみたいだ。

　鎧よろいを着る習慣はやめてくれないけど、少しずつ学生の基本的な生活パターンというものは、身に付いて行ってる。

　現代攻こう略りやく部ぶの活動は、まったく効果がなかったわけでもないらしい。

「あいてっ！」

　教室から出ようとしたところで、リーンは盛せい大だいに躓つまずいて転んだ。

「あいたた。膝ひざ打ったー！　おのれ、魔王の手先の仕し業わざね!?　明日あしたから、膝にも装備をつけてこなきゃ」

「はあ……」

　俺があれほど言っても、リーンは制服の下に鎧を着てくるのをやめてくれない。

　それどころか、腰こしには、短たん剣けん代わりの包丁。頭には、兜かぶと代わりのステンレス製の鍋なべ……といった具合に、初期の頃ころよりも装備が増えている。

　最初の頃よりも、こちらの世界に慣れてきたようだけど、肝かん心じんなところは、まだ間違ったままだ。

　俺は、アニメとラノベであっさりとこの世界のことを理解したんだけどなぁ。

　俺がリーンたちよりも、単純だっただけか？

　それとも、リーンたちが頑がん固こすぎるだけなのかな？




　視聴覚室で生物の授業を受けた。

　タイセイヨウダイオウイカの生態を映像で観みる授業だ。

　大西洋の深海に住んでいる巨きよ大だいイカの映像に、生徒全員が目を奪うばわれていた。

「おお～……おおお[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　リーンも、いつも以上に興奮している。

　子どものように目を輝かがやかせて、映像に釘くぎ付づけになっているリーンをみて、やっぱり顔は可愛いんだよな……と思い直していた。




「ユーキの噓うそ付き！」

　教室に戻もどる途中、リーンがとつぜん口を開く。

「なにがだよ？」

「この世界にモンスターはいないと言った癖くせに、あんな立派なモンスターがいたじゃない。わたしに隠かくしてたのね？」

「あのなぁ。巨大イカには、深海に行かないと遭そう遇ぐうできないんだ。あのイカは、俺たちの生活には、なんの関係もない場所にいるの」

「つまり、この先の冒ぼう険けん次し第だいでは、出会うかもしれないということね？」

「出会ってどうするつもりだよ？　とてつもなく、でかいイカだったぞ？」

「もちろん戦う！　そのために剣も装備しているし……」

　リーンは、制服の下に隠し持っていた愛用の短剣（包丁）を抜ぬこうとした。

「こらっ！　こんなところで武器を抜くな！　というか、身に付けてくるな！」

「でも、いつモンスターと出会うかわからないし……」

　また言ってるよ。

　そうだ!?　今日の部活は、リーンを学校の外に連れ出してみるのはどうかな？

　モンスターなんか一いつ匹ぴきも出ない平和な街の様子を見せれば、リーンもわかってくれるかもしれない。




　放課後、俺はリーンたちと一緒に『現代攻略部』の部室に向かった。

　ドアを開けて目に飛び込んできたのは……。

「え？　……誰だれ？」

　見知らぬ女子生徒が、部室にいた。

「やっほー！☆　あなたがぁ、現代攻略部の部長さんだねぇ？　よろぴくー」

　知らない女子生徒が、部室にいたのも驚おどろきだけど、なによりびっくりしたのは、彼女の身なりだった。

　染めた髪かみ。ラメ入りのギンギラに輝くデコレーションが施ほどこされたつけ爪づめ。膝上まで短くしたスカートに、じゃらじゃらしたアクセサリを山ほど付けたガラケーを握っている。

　誰がみてもギャルっぽい（それも、一昔前の）格好をした女の子。

　異世界から来て、細々と暮らす俺たちに、こんな垢あか抜ぬけた知り合いがいるわけない。

「いったい、なに者!?　我の魔ま術じゆつを怖おそれる悪の神官の使いか!?」

「それとも、魔王の手先かもしれないわ！　ユーキは下がってて！」

　葉は月づきは、魔術書を開いて……リーンは包丁を抜いて、さっそく戦せん闘とう態勢を取る。

「えー？　なになにぃ？　あたし、誰とも喧けん嘩かするつもりはないよぉ？」

　どうやらこの子は、俺たちの敵じゃないみたいだ。

「あー、ごめんごめん。伝えるの忘れてたわ～」

　ナイスなタイミングで、高たか木ぎ先生が部室に入って来た。

「ありゃ、もう喧嘩してるの？　その前に先生の話を聞いてよ、この子を紹しよう介かいするからさ」

「なんだ、ミズエの知り合いなの？」

「この子は、一年三組のソシエ・カサヴェテスさん。あなたたちと同じく、『名もなき世界』からやってきた子よ」

　なんと!?　新しい仲間だって？

　でも、こんなに垢抜けた子が、俺たちと同じ異世界人とは……にわかには信じられない。

「この世界に来て、もう三ヶ月になるかなぁ。ソシエって呼んでねぇ。よろしくぅ！」

「三ヶ月。我よりも先せん輩ぱいとは……」

「この世界には大分慣れてるみたいだけど、まだまだ分かんないことがあるようだから、下しも上かみくんが、しっかり導いてあげるのよ。そんじゃあ、あとはよろしくねー」
















　高木先生は、俺に全すべてを押しつけて部室から去っていった。

　いつもこんな調子だから、もう慣れたけどな。

「質問！　名もなき世界の住人なら、なんらかの『職業ジヨブ』に就ついていたはずよ。ソシエは、向こうの世界では、なんの職業に就いてたの？」

「うわ、いきなりその質問～。うーん、なんて答えればいいかなぁ？」

　リーンの質問に、ソシエは困ったように肩かたをすくめる。

「口で言うより、実際にスキルを披ひ露ろうした方が、わかりやすいよねぇ。このお鍋の兜をちょっと借りるね！　えい！」

「わっ、なにをするの!?」

　ソシエは、リーンの頭からステンレスの鍋を奪い取ると、両手で挟はさみ込むように持つ。

「錬れん金きん術じゆつの秘ひ儀ぎ！　等価交換だよ！」

　次の瞬しゆん間かん……ぼんっ！　と音がして、ソシエの手の中にあった鍋が消えた。

「はへ……消えた？　わたしの兜が!?　どうしてなの!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよぉ。お鍋はぁ、消えたわけじゃないのぉ。ほら、お花の髪かみ飾かざりぃ」

　髪飾りなんて、ソシエは持ってなかったと思うけど。

「さっきの鍋を、その髪飾りに変えたんじゃな？　ふむ、『等価交換』のスキルか……」

「葉月、等価交換ってなんだ？」

「一言で言うと、ある物をある物に変化させる『錬金術』の技わざじゃ。たとえば、宝石を同じ価値のある黄金に変えるとかじゃ」

「そうそう。変化させられるのはぁ、価値が対等な物だけなのぉ。なんの価値もない石を宝石に変えたりぃ、価値の違ちがう金貨と銅貨を、等価交換したりはぁできないのよぉ」

　ということは、今ソシエの手にある花の髪飾りは、さっきまでリーンが身に付けていたステンレス鍋と同じ価値のある物というわけなのか。

「凄すごい便利な技術だな。黒こげにするだけの葉月の魔術とは、大違いだ」

「それは、我に対する挑ちよう戦せん状か？　下上は、我が研究中の暗黒魔術の実験台になる覚かく悟ごができたと理解していいのだな？」

「そんな覚悟は、できていない！　というか、勘かん弁べんしてください。お願いします……」

　そんなしょうもないやりとりをしている間に、ソシエは花の髪飾りをリーンの髪に装着させていた。

「うん、こっちの方が、可愛かわいいよねぇ？」

「そうかな？」

　おっ？　なかなか似合ってるじゃないか。

「わたしは、さっきの兜の方が安心できたのに……」

「安心して、あたしの等価交換の秘儀を使えば、その髪飾りを元の鍋に戻すこともできるからぁ。でも、今はそっちの方が超ちよう可愛いーよぉ」

　俺もそう思う。ナイスだソシエ！




「ところでさあ、ここって現代に馴な染じむために活動する部らしいけどぉ。どんな活動するのか決めてるのぉ？」

「そんなの決まってるじゃない。四人でパーティーを組んで、冒険に出るのよ！」

　新しい仲間が増えたことで、これで四人パーティーが組めると、リーンはさっきから鼻息が荒あらかった。

「我は、ここで魔術書を読んでおる。勝手にするがいい」

　葉月は、相変わらずマイペースだ。

「でもぉ、こんな廃はい墟きよみたいな場所にこもってても、現代世界のことはぁ、いつまでたっても理解できないと思うな。ねぇ、せっかくだからぁ街に出て遊ばない？」

「いい提案だ。俺も、そうしようと思ってたところなんだ」

「やったぁー。さすが部長さん、話がわかるぅ！」

「ソシエは、駅前の商店街に行ったことはあるか？」

「あるよぉ！　みんなを楽しい場所に、案内してあげるよぉ」

「じゃあ、今日の活動はそれで決まりだな」

　渡わたりに船とはこのことだ。

「要するに、街へ冒険しに行くのね？　わたしは、賛成よ！　すぐに行きましょう！」

　リーンは、真っ先に賛同する。

「じゃあ、みんな出かける準備をして校門前に集合だねぇ！」

　張り切る一同。

　だけど葉月だけは、イスから腰を上げる気配がない。

「我は、行かぬ。昨夜魔術の研究で徹てつ夜やしたせいで、一〇〇年ぶりに目覚めた吸きゆう血けつ鬼きの王のように、全身を活動させる活力が枯こ渇かつしておる」

「葉月だって、この街のこと、まだそんなに詳くわしくないだろ？　ひょっとしてこの先、クラスの女子たちから、遊びに行こうって誘さそわれるかもしれないぞ？　そのための予習だよ」

「我は同どう輩はいに誘われて、出たくもない外に出かけるほど怯きよう懦だな性格ではない。気が進まぬ時は、はっきりと『否いな』と断わる」

　強ごう情じような葉月らしい答えだ。

「キャハハッ！　こんな様子じゃ、現代世界の住人になりきるなんて、まだまだ先のことだよねぇ？　部長さんも大変だねぇ!?」

「ソシエ……君は俺の苦労をわかってくれるのか？」

「うんうん、わかる。わかるよぉー。大変だよねぇ、部長さんってぇ。頭出してよ。良い子良い子、してあげるからさぁ」

　ああ、この子は天使か……。

「良い子、良い子……はいっ！」

　このソシエって子、見た目はチャラいけど、人は見た目で決め付けちゃいけないな。

　そんな俺たちを横目で見ていた葉月は、開いていた魔術書をパタンと閉じた。

「闇やみの眷けん属ぞくは、孤こ立りつを怖れぬ。だが、見聞を広めるのは、悪いことではない」




　俺たちは学校の敷しき地ちから出て、駅前に向かった。

　逢あい生おい坂ざか高校のある『平へい和わ奈な町』の平和奈駅周辺には、ゲームセンターやカラオケ店など、高校生が学校帰りに立ち寄りそうな定番のお店がいくつもあって、下校時間は学生たちで賑にぎわっている。

「放課後、みんなで遊びに出かけるなんて、いかにも高校生って感じだよねぇ？　やっぱり、青春はエンジョイしなきゃ！　キャハッ！　部長さん、まずはどこにいくぅ？」

「やっぱり、ここは高校生らしくカラオケだろう」

　実は、俺も友達とカラオケなんてほとんど行ったことないけど、みんなで遊びに行くなら定番の場所だろうな。

　リーンたちも、以前みせたアニメでカラオケボックスの存在だけは知っているだろう。

「うんうん。やっぱ、みんなで行くならカラオケだよねぇ！　それじゃあカラオケボックスに直行だねぇ！」

　元気なソシエに案内されて、俺たちは取りあえずカラオケボックスにやってきた。

「なんなの、この狭せまい空間は？　まるで壁かべが迫せまってくるような圧あつ迫ぱく感かんを受けるわ！」

　ソファーに腰こし掛かけたリーンは、周囲を見回しながら驚いている。

「カラオケボックスは、基本どの部屋も防ぼう音おん壁へきで囲まれてるからねぇ。他ほかの場所と違う感じがするのは、仕方ないのかもぉ。あと、この部屋では生声が響ひびかない分、コイツを使うんだよぉ」

　テーブルの上に置いてあったマイクを手に取った。

「な、なんじゃそれは？　鉄のメイスにしては、短すぎるのじゃ」

　と、葉月が予想どおりの『異世界ボケ』をかます。

「これは、マイクというものだ。入学式で、校長先生がこれに向かって話してただろ？」

　実際に使ってみたら分かりやすいだろう。

　俺はマイクのスイッチを入れて、葉月の口元に向けた。

『んあっ！　なにをする!!？』

　マイクを通した葉月の声が、部屋中に響き渡った。

「ぬあっうるさい！　……葉月。これはいったい、なんの魔ま術じゆつなの？」

『ち、違う!!　我は力を解放していない!!　まだ魔術は……って、うるさい！！！』

「これがマイクって奴やつだ。よくわかっただろ？」

　葉月は、警けい戒かいしたまま無言でうなずく。

　そして、マイクを向けた俺の手を力ちから一いつ杯ぱい振ふり払はらう。

「痛い！」

「我に不可解なる魔術を仕し掛かけるとは、中々度胸のある奴じゃ。今すぐ冥めい府ふの門を開き、悪あく霊りようと亡もう者じやで埋うめ尽つくされた嘆なげきの海に沈しずめてやろうか？」

『あー！　あー！　わあ、これ凄いわっ！　わたしの声が!!　大きく……なってる!!』

　俺の手から吹ふき飛んだマイクを、今度はリーンがつかんでいた。

『ユーキ！　これ凄いわね!!　大きな声を出さなくても、遠くまで声が届くわ！！！』

「そうだ。よかったなリーン。だから、もう……」

『あー！　あー！　あー！　ほら、葉月も、あー!!　って思いっきり叫さけんでみて』

　子どもかよ!?

　いや、いまどき子どもでも、こんなことではしゃがないぞ。

「そんな幼よう稚ちなこと、暗黒魔術の継けい承しよう者である我がやると思うのか？」

『いいから、一度叫んでみるといいわ。絶対に楽しいわよ。ほらほら』

　リーンに無理矢理、マイクを向けられて、葉月はしぶしぶ口を開く。

『……あーっ!!　む、本当だ。思いっきり叫ぶと、臓ぞう腑ふが空っぽになって爽そう快かいな気分だ』

『そうよね？　あー!!　ふふっ……これは、楽しいわ』

　しばらく、マイクを使ってキャッキャッとはしゃいでいるリーンと葉月。

　この二人、こういう時は仲良くなるんだな。

　知能レベルが、一いつ緒しよってことなのか？

「ねぇ、そろそろなにか歌おうよー。なに歌う？　歌える人からぁ、挙手ぅー！」

　しーん……。誰だれも手を挙げない。

　リーンや葉月は、カラオケに来るのは初めてだから、この世界の歌なんて一つも知らないだろう。

　俺も、カラオケなんて普ふ段だん行かないから、歌える曲なんて一つもない。

「ソシエが歌っていいよ。俺、精一杯盛り上げるからさ」

「え？　あたしぃー？　あたしは……うーんとぉ……えっとぉ……」

　ソシエは、歌のリストが載のっている分厚い本をパラパラと捲めくっている。

「う、うーん……？」

　そして本を睨にらんだまま、難しい顔をして唸うなりはじめた。

　頭の上に、クエスチョンマークが複数浮うかんでる表情だ。

　あれ？　ソシエは、ギャルっぽい格好してるから、こういうところに慣れてると勝手に思ってたけど……そうじゃないのか？

「あ、あたしもいいや……。このカラオケボックス、行きつけの店と違う系列だから、歌える曲が入ってないんだよねぇ」

「そうか。ソシエの歌聴ききたかったけど……じゃあ、歌わないなら出るか？　あ、そうだ。リーン、お前なにか歌えないのかよ？　向こうの世界で歌ってた『勇者の歌』とか『冒ぼう険けんの歌』とか、なんでもいいからさ」

　ここの料金は部費で落とせるけど、せっかくここまで来て一曲も歌わないのは、さすがにもったいない。

「一応、歌えるわよ？　戦いの前にパーティー全員を奮い立たせる歌でいいならね」

「うーん、いまは別に奮い立ちたい気分じゃないしな。あ、そうだ。この曲があった！」

　俺は、リストから『恋れん愛あいラブレーション』の主題歌を検けん索さくして入力する。

　ピロピロ～♪　ポロポポーン♪

「あ、あたしこの歌なら歌えちゃうー！」

　ソシエは、マイクを握にぎった。

「こ、この曲は!?」

　イントロがはじまるなり、リーンは机の上に飛び乗って、くねくねと変な踊おどりを踊りはじめる。

「んあ～！　またもや、身体からだが勝手に動き出すの～！　誰か止めてー」

『あたしとあなたはプリンポン♪　プリンポン♪　きっといつかは、ぷるぷるぽ～ん♪』

　ソシエも机の上に飛び乗って、元気よく歌い出す。

「わ、わたしの気持ちわかってよ。プリンポン……」

「ん？」

　俺の隣となりに座っている葉月が、小さく歌詞を口ずさんだのを聞き逃のがさなかった。

　黙だまって葉月にマイクを差し出す。

「思いっきり歌えば、きっと気持ちいいぞ？」

「わ、我が人前で歌うわけないじゃろ？　第一、この曲の歌詞など知らん」

「そういう人のために、カラオケってのは歌詞がモニターに表示されるんだ。さあ、葉月も歌おうぜ」

『私の気持ちわかってよプリンポン♪　だってさびしいんだもんプリンポン♪』

　ソシエが、ノリノリで歌っている。

　その隣でリーンは、テンポのいい曲調にまったくあってない、太たい極きよく拳けんのような動きのダンスを続けている。

『ぷるぽんぷるぽん♪　ぷるぷるぽーん♪　ハイ！』

　ソシエが気を利きかせて、俺と葉月にマイクを向ける。

「恋愛ラブレーション♪　ほら葉月も……」

「て……提供はこの後！」

　と叫んでから、葉月は恥はずかしそうに顔を伏ふせた。

　カラオケに慣れてない初うい々ういしい反応に、思わず俺の心はほっこりしてしまった。




　カラオケをあとにした俺たちは、続いてゲームセンターにやってきた。

　カラオケからのゲーセンって、お決まりのコースだよな。

「ん……ん？　ん？　んん？　ん？　ん？　ん？　んん……？」

　生まれてこの方、ゲームセンターなんかに入ったことのないリーンは、不思議そうに店内を見回していた。

「四角い箱の中で、色々な模様が、めまぐるしく移り変わってる……。いったいここは、なにをするところなの？」

　リーンは、ぴたっと俺の背中にしがみついている。

「なんだ、怖こわいのかよリーン？」

「ち、違ちがうわ。でも、ユ……ユーキの傍そばにいたい気分なの……」

　なんだ怖いんじゃないか。

　予想どおりの反応すぎて、俺はニヤニヤが止まらない。

「きゃあっ！　な、なんじゃ……箱の中に映った、まやかしの映像か。くくくっ、我が、この程度の子ども欺だましで、哭なき喚わめくとでも思ったか？」

「きゃあっ、だってさ。随ずい分ぶんと可愛かわいい悲鳴あげるんだな？」

　リアルなゲームの映像に慣れた俺たちには、なんでもない映像だけど、葉月たちには衝しよう撃げき的だろうな。

「下等生物が、いまなにかほざいたか？」

「いや、なにも」

「そ、それよりも下上。もう少し、その……わ、我と歩調を合わせよ」

　葉月は、遠えん慮りよがちに俺のズボンの端はしをつまんできた。

「そこ、持たれると歩きづらいんだが？」

「ならば、あまり距きよ離りを離はなすでない。未み踏とうの領域に足を踏ふみ入れてしまったいま、頼たよりになるのは、お前しかおらんのだ」

「珍めずらしいな、葉月が俺を頼るなんて」

「た、頼ってなどおらぬ！　いざという時は、貴様を盾たてにするつもりだ」

　ゲームセンターに来たぐらいで、そんなにびびらなくてもいいのに。

　こんな調子じゃ、『現代世界』に馴な染じむのは、まだまだ先のことだな……。

「ねぇねぇ！　プリクラ撮とろうよぉ！」

「なんだそれは？　我が、なにも知らぬのをいいことに、呪のろいをかけるつもりではないだろうな？」

「違うよぉ！　みんなで遊びに行った最後は、記念にプリクラを撮って終わるのが、この世界の女の子たちの習慣なんだよぉ。だから、ほらほらぁ～」

　習慣とはちょっと違うかもしれないけど、確かに女たちはプリクラを良く撮ってるよな。

「よし、じゃあ記念にプリクラ撮って、今日の部活は終わりにするか」

「ほら、部長さんもこう言ってることだしぃ。みんなで撮るよぉ！」

　ソシエに押されて、なにがなんだかわからないまま、プリクラを撮ることになったリーンと葉月。

「はい、いっくよぉー！　みんな笑ってぇー！」

「わ、笑う？　なぜ笑わないといけないの？」

「この狭せまい場所はなんだ？　石の壁かべに閉じ込められたように窮きゆう屈くつなのじゃ」

　リーンと葉月が、撮さつ影えいボックスの中で戸と惑まどっている間に終しゆう了りようした。

　そして、プリントされたプリクラが出てくる。

「はははっ、葉月もリーンも、どこ見てるんだよ？」

「キャハハ！　四人とも別々の方向みてるぅー！　これはこれで、珍しいプリクラ撮れちゃったかもぉ」

　傑けつ作さくな写真だった。

　チンパンジーでも、もう少しマシな写り方をするんじゃないだろうか。

「なんの話をしているの？」

　リーンたちは、まだ自分たちがなにをしていたのか、わかっていなかった。

「……初プリクラ、ゲットしちゃった。これであたしも『ギャル』に近付けたかなぁ？」

　撮ったばかりのプリクラをみて、ソシエが小さな声で呟つぶやいていた。

「あ、そうだ。これ、あとで切ってみんなに配るからねぇー」

　ソシエは、プリクラを大事そうにバッグの中にしまう。

　考えてみれば、俺もプリクラ初体験だった。ちょっと感激。

　よし、これで初の課外活動は終わったな。

「あれー？　ソシエじゃーん！」

　うちの学校の制服を着た女子グループが、ゲームセンターに入ってくるなり、ソシエを発見する。

「あんた、私たちの呼び出しすっぽかして、独りでゲーセン来てたの？」

　彼女たちは、ソシエのような派手なつけ爪づめと、ラメ入りのアイシャドウなどで、存分に自分たちをデコレーションをしている。

「あ、のぞみさん……。ぐ、ぐうぜーん、こんなところで会うなんて……」

　ソシエは、若じやつ干かん顔を引き攣つらせながら、ギャル軍団から逃げようとする。

「なあ、ソシエ。いつもの奴やつ、やってくれよ。頼たのむよー」

　すかさず、『のぞみ』という名の女が、ソシエの首に馴なれ馴れしく腕うでを回す。

「のぞみっち、いつもの奴ってなに～？」

「こいつソシエって言うんだけど、妙みような技わざが使えるんだよ。ソシエ、ここにさ、ＵＦＯキャッチャーで取った、可愛くもなんともないぬいぐるみがあるんだ。こいつを人気キャラの『しがにゃん』のぬいぐるみに変えてくれよ」

「で、でも……みんなの前で、等価交こう換かんはしないって約束じゃ……」

「はあ？　あんた、私に逆らっていいと思ってるの？　もう、ギャルのメイクの仕方とか、服の売ってる場所とか、教えてあげないよ？　それでもいいの？」

「うう、それは……困るけどぉ……」

　なるほどね。

　この世界に来て、まだ三ヶ月のソシエが、現代に馴染めていた理由がわかった。

　ソシエは、困ってるみたいだ。仲間として、助けてやりたいけど……。

「なに、奴らを少し、脅おどかせばよいのじゃ」

「脅す？　お、おい。まさか、魔術を使うつもりか？　それだけはやめろ！」

「ソシエを救いたいのであろう？　悪者に、遠慮はいらぬ！……闇やみ夜よに光りし炎ほのおの精せい霊れいよ。その神聖なる姿を、この世に顕けん示じせよ！」

　葉月は、右手から炎の魔術を放った。

　葉月にしてみれば、簡単な炎の魔術だけど──。

「ん、火ぃ～？　な……なになに!?　火事なのぉ!?」

　とつぜん目の前に現れた炎の柱に、ギャル軍団たちは真っ青になっている。

「あっちち！　なによこれぇ～!?　うあっちぃ！」

「のぞみっち、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ああ……。もうしょうがねえ。リーン、ソシエを救出しろ。くれぐれも、人は傷つけるなよ？」

「なんだかよくわからないけど……うん！　勇者リーン、参る！　うりゃあ！」

　そう叫さけんで、リーンは腰こしに差していた包丁を抜ぬいて、ソシエの救出に向かう。

　いやだから、救出しろって言っただろ。

　どうしてそこで、包丁を抜く必要があるんだよ？

「なにこいつ!?　超ちようアブナくない？　包丁振ふり回してるよ。超ヤバイよね？」

「ソシエ！　こいつら、あんたの友達なの!?　やめさせろよ！」

「そんなことよりも、店員こっち来そうだしさあ。警察来る前に消えよ？　明日あしたセンセーに呼び出されたら嫌いやだしぃ」

「そうだね。退散しよっか。ソシエ！　あんた、覚えてなさいよ！」

　ギャル軍団は捨て台詞ぜりふを吐はきながら、蜘蛛くもの子を散らすように逃にげていった。

「ソシエ、大丈夫か？」

「ぶ、部長さん……みんなぁ～」

　ソシエは、潤うるんだ目で俺たちを見回した。

　勝手なことして悪かったかな。

　というか、葉月もリーンもやり過ぎだ。

「ぐすっ……ひぐぅ……。う、うわあああああああん～！」

　なぜかソシエは号ごう泣きゆうする。

「どうしたんだよ？　お、俺たちが悪いのか？」

「ち、違うの～。うああああん！」




　俺たちは泣いてるソシエを部室に連れて帰った。

　そして、事情を聞き出したのだが……まあ予想どおりの事情だった。

「錬れん金きん術じゆつ士しというのはぁ、『名もなき世界』でも超マイナーな職業ジヨブでして……あたしは、ずっと孤こ独どくだったんですぅ。それで別の世界に行けば、仲間ができるかもと思ってぇ、思いきって名もなき世界を飛び出したんです」

　さっきと、まったく口調が違っているが、今喋しやべっているのはソシエだ。

　おそらくこれが、ソシエ本来の口調なんだろう。

「三ヶ月前、名もなき世界からやってきたあたしはぁ、この世界に早く馴染もうと思いまして、それで一いつ生しよう懸けん命めいこの世界のことを調べたんですぅ。そしたらぁ、この世界には『ギャル』という群れで行動する女性たちがいると知りましたぁ。マイナーな職業ジヨブの『錬金術士』から『ギャル』にクラスチェンジすればぁ、あたしも仲間ができるかなと思ってぇ……」

「それで、あんなギャル軍団──いや、不良たちと関かかわるようになったのか」

「はい。ギャルになるには、実際のギャルさんに聞くのがぁ、一番だと思ったのです。でも、付き合い始めてわかりました。あの人たちとはぁ、上手うまくやっていけないと……」

「そもそも、今どきギャルって存在も、古くさいよな……ソシエが読んだその本は、情報が古いし、間ま違ちがっていると思う」

　きっとソシエが読んだのは、一昔前の中高生向けの雑誌だろう。

　あの手の雑誌は、不必要にギャルとかを持ち上げたりしていると聞くからな。

「今思えばぁ、あたしの『現代世界』デビューはぁ、最初の一歩目で躓つまずいちゃったんだなって思います」

「落ち込むことないさ。自分の間違いに気付いたんだから、まだソシエは偉えらいよ」

　自分の間違いに、いつまでも気付かないし、気付く気もないリーンたちに比べたら、ソシエの方が全然マシだ。

「現代攻こう略りやく部ぶで、俺たちと一いつ緒しよに少しずつこの世界を『攻略』していけばいいじゃないか。安心しろよ。なにしろこの部には、ソシエ以下の落ちこぼれが二人もいるんだからさ」

「む!?　それって、どういう意味じゃ!?」

「勇者に向かって落ちこぼれって言うなんて、さすがのユーキでも許せないわ！」

　案の定、賑にぎやかに騒さわぎはじめた二人。

　現代攻略部の活動の成果は、まだリーンと葉月には見られない。

　ソシエが加入してくれることで、この二人も少しは変わってくれるといいけど……。

「部長さん、ありがとうございます。絶対に、『現代世界』の一員になってみせますので、これからよろしくお願いします。……じゃなくて、これからよろしくねぇ。キャハハッ！」




　さて、ここからは部長である俺の仕事だ。

　翌日、俺はソシエに絡からんできたギャル軍団のたまり場となっている食堂裏へと、独りでやってきた。

「のぞみっち、昨日は大丈夫だった？」

「なんとかね。でも、ほんと最悪ー。あいつら、今度見かけたら、ただじゃおかないからね」

　ソシエに絡んでいたギャル軍団のリーダーらしき子と、その仲間がいた。

「どうも。ちょっとよろしいですかね？」

　俺は腰を低くして、のぞみというギャルに近付く。

「ん？　なんだよてめぇは？」

「あー!?　こいつ、昨日ソシエと一緒にいた奴だ！」

「てめぇ、なにしに来たんだよ？」

　言葉使い悪すぎ!?　しかも、目つきも悪っ!?

「昨日は……わ、悪かった」

「は？　まさか、謝りにきたっての？　なんでアンタが謝るのぉ？　もしかして、ゲームセンターの火は、あんたが起こしたとか言うんじゃないわよね？」

　それは違ちがうんだけど、うちの部の人間がやったのだから、俺がやったようなものだろう。

　地面に両りよう膝ひざをつく。

　そして俺は、アスファルトに額を擦こすり付けた。

「このとおりだ。もうソシエには構わないでやってくれ」

「どういうつもり？　ひょっとして、ソシエに頼まれたの？」

「違う。これは、俺の独断だ」

「……ちっ。ソシエに、こんな風に身体からだ張ってくれる『男』がいたなんてね」

　そう吐き捨てると、のぞみは俺の前から立ち去ろうとする。

「ええ!?　のぞみっち、いいの？　こいつ許しちゃうの？」

「いいんだよ。ここでキレたら、あたしの方が格好悪いつーの！　あーもう、腹立つ！」

　のぞみが、なにに腹を立てていたのか、俺にはわからない。

　でもこれで、ソシエを解放してくれるのなら、俺は土下座したかいがあったってものだ。

「ふう……部室に行くか」

　立ち上がって、膝に付いたほこりを払はらう。

　振り返ると……。

「あっ──」

　物もの陰かげに隠かくれてるソシエと目が合った。

　なんだいたのか。

　じゃあ、格好悪いところ見られちゃったな……。

「どうしたソシエ？　部室、行こうぜ」

「部長さん……あ、あのね……」

　ソシエは、なにか言いたそうだった。

「あたし、『ギャル』やめた方がいいかなぁ？　部長さんの意見が聞きたいなぁ」

「どうして？　やめる必要はないんじゃないかな？」

「本当に？」

「ソシエはソシエだ。自然のままでいるのが、一番いいと思う。その方が、この世界に馴染み易やすいと思うし」

　ソシエは、付き合う相手を間違えただけだ。

　この世界に染まろうとする努力は、人一倍してきたわけだし、それを責める気はない。

「そういえば、高木先生が、古くなったパソコンがあるから部室に持っていく？　だってさ。一緒に取りに行こうぜ」

「わかった。それと……」

「うん？」

「……あ、ありがとう。部長さん、格好良かったよ」








第五話　勇者たちのデート計画プラン









　新しくソシエという仲間が増えて、現代攻略部の活動も本格的になってきた。

「てや、うぬ……！　どうじゃ〝連れん鎖さ消し〟じゃあ！」

　リーンと葉は月づきは、部室でぽよぽよ対決をしていた。

「その程度じゃこっちは、怯ひるまないわ。くらえ！　三連鎖！」

「ああっ!?　せっかく、次に落とす場所を決めていたのに！」

「ぬははっ！　勇者の〝会心の一いち撃げき〟に泡あわを食ったみたいね!?　そろそろ降参かな？」

　最初に比べると、葉月はかなり『プレイホットステーションbeta』の操作に慣れてきたけど、同じくらいリーンも『ぽよぽよ』の腕うで前まえが上達していた。

　いつか俺に勝つと宣言した葉月だったけど、俺に勝つどころか、リーンにすら一度も勝てていなかった。

「部室に来たのに、ずっとゲームしてて……なんだか引きこもりの生活みたい。ねぇ、いつもこんなだらだらしてるのぉ？　現代に慣れるための活動とかしないのぉ？」

　退たい屈くつそうにしていたソシエが、呟つぶやく。

「そうだな。そろそろ部活をはじめるか。でも、その前に……」

　betaを置いてソシエの方を向く。

「逆にソシエに訊ききたいんだけど、どうしたらリーンたちは、この世界の常識を身に付けてくれると思う？」

「難しい質問だねぇ……」

　ソシエは、腕を組んで考えはじめる。

「一つ言えるのはぁ、リーンも葉月もぉ、あの格好のままじゃ、なにをやっても、この世界には馴な染じめないってことだねぇ」

　鎧よろいと黒いローブだもんな……。

　まず身なりを普ふ通つうの学生らしくしない限り、いつまでたっても教室で浮ういたままだろう。

「でも、俺がいくら言っても、あいつらは服装を改めないんだよな……」

「女の子の服装を改めさせるには、口で言ってもダメだよぉ。あの二人は、特に頑がん固こそうだしさぁ。ちょっとだけ、スパイスを利きかせてあげれば、いいんじゃないかなぁ？」

「スパイス？　それは？」

「そんなの決まってるよぉ。女の子の心を動かすものは、たった一つだよぉ。それは……」

　唇くちびるに人差し指を当てて、儚はかない表情を作る。

「恋こいだよぉ」

「こ……恋!?」

「恋心を抱いだけば、どんなに冴さえない子だって、好きな人のために〝イケてる〟女の子になりたいと思うものだよぉ」

　俺は、ゲーム対決をやめたリーンと葉月の方を振ふり返った。

　葉月は、部室の隅すみに座ったまま、魔ま導どう書をブツブツ言いながら読んでるし、リーンは真ま面じ目めな顔で包丁を研といでいる。

　この二人に、恋心なんてわかるはずないと思うけど……。

「ん、どうしたのユーキ？　今日は、なにをするのか決めたの？」

「いや、まだ決めてないけど……」

「じゃあ今日は、我にこのアニメの続きを観みせるのじゃ」

　といって、葉月は『恋れん愛あいラブレーション』の後半のＤＶＤを持ってくる。

　そういえばこのアニメ、まだ最後まで観てなかったよな……。

「葉月は、このアニメ気に入ってくれたのか？」

「べ……別に気に入ってなどおらぬ。ただ、続きが気になっているだけじゃ」

　それを気に入ってるというんだよ。

「あれぇ～。『恋愛ラブレーション』じゃ～ん！　これってアニメになってたんだぁ～」

「お、ソシエもこの作品知ってるのか？」

「うん、マンガの方を読んだことあるよぉ。ギャルっぽい子が途と中ちゆうから出てくるから、喋しやべり方とか参考にしてたんだよねぇ！」

「ほほう。勉強熱心だなソシエは」

「あ、そうだ。このマンガで、デートするシーンがあるよねぇ!?　あれ、いいんじゃないかなぁ？」

「いい、とは？」

　いったい、なにがなににとって〝いい〟のか。

「恋を学ぶためにだよぉ。ちょっと部長さん、お耳を拝借……ごにょごにょごにょ」




『恋愛ラブレーション』の中ちゆう盤ばんの山場として、好意を寄せてくれるヒロインの女の子と、主人公のカガミがデートするシーンがある。

　いかにも高校生らしい等身大のデートシーンで、さらにデートの後でヒロインが主人公に告白するという、観てる側の心をときめかせる名シーン。

　もちろんアニメ化された際も、このシーンは中盤の山場としてちゃんと描えがかれている。




　それを真似まねするってわけじゃないけど……。

　俺たちは、またしても駅前商店街までやってきた。

「というわけで、今日はときめく☆デートタイムだ！　おー！」

　みんなに向かって拳こぶしを突つき上げたものの、リーンたちは無反応だった。

「で～と？　それは、新しい食べ物の名前？」

　リーンの相変わらずのボケ。

「違う。〝でーと〟とは、棒状の容いれ物に入っている粘ねん液えき状態のなにか……のことじゃ」

「なにそれ、怖こわそう！」

「こら葉月、いい加減なことを教えるな。お前ら、昨日『恋愛ラブレーション』を観たな？　その中で、主人公のカガミとサブヒロインのアヤコが、一いつ緒しよに街に出かけるシーンがあっただろ？　ああいう風に、男と女が一緒に遊び行く事を『デート』っていうんだよ」

「観てなかった！　最初の歌で、踊おどり疲つかれてたから……」

　オープニングの電波ソングを聴きくと、リーンの身体が勝手に踊っちゃう病は、結局何十話観ても治らなかった。

「そう言うと思った。だから、俺とソシエがまず実じつ践せんしてみせるから、お前らはそれを観て、この世界の男と女が、どうやって距きよ離りを近づけていくのかを学ぶんだ。いいな？」

「それはいいけど……それと、この世界に慣れることと、なにか関係あるの？」

　リーンの癖くせに、鋭するどいところを突いて来やがる。

「この世界に馴染むためには、男女問わず上手うまく付き合わなきゃいけない。そのための練習だよ」

　本当は、リーンたちの乙女おとめ心ごころを呼び覚まして、自分たちの身なりや仕草を省かえりみてもらうのが目的だ。

　でも、それを言っちゃったら効果がないだろうから、いまは黙だまっておくことにした。

「我は、男と仲良くなる気などない……だから参加しなくてよいな？」

「そう言わずに参加してくれよ。アニメのデートシーン、葉月も楽しそうに観てたじゃないか」

「アニメを楽しく観るのは、当然のことじゃ！　それよりも、下しも上かみはこっそり我の表情を窺うかがっておったのか！　それは許せん！」

　と、いつものように葉月に叱しかられたところで……。

「はいはーい！　じゃあいまから、あたしと部長さんでぇ、デートのお手本を見せるからぁ、よく見ておいてね？　じゃ、部長さん行こうか？」

　ソシエは、ごく自然に俺の手を握にぎる。

「手！　手！」

「どうしたのリーン？　ああ、当然手は握るよぉ。だって、デートだもんっ！」

　あくまで、これはデートのシミュレーション。

　俺とソシエは、本当に恋人同士になったわけじゃない。

　でも、女の子と手を繫つなぐのって……なんだか、甘あま酸ずっぱくていいよね。




　ソシエの希望で、俺達は商店街でショッピングすることにした。

「あ!?　あれ、かわいい～。あそこのお店にも入りたーい！」

「こらこら、ソシエ。あんまり引っ張るなって」

　次々に興味が移るソシエに、俺は翻ほん弄ろうされっぱなし。

　恋人というよりも、遊園地ではしゃぐ子どもに手を引っ張られる父親になった気分だ。

　リーンと葉月は、ちゃんと俺たちの後を付いてきている。

「ねぇ、あの服屋さんにも寄ってみようよぉ。あ、こっちにはケーキ屋さんがある！　入ってみたいなぁ」

「喫きつ茶さ店てんが併へい設せつされているみたいだから、あのケーキ屋で休きゆう憩けいしていくか」

「やったぁ！　あたし、いちごのショートケーキ食べるぅ！」

　ソシエと一緒にケーキ屋に入って、食べたいケーキと飲み物を選んで、喫茶コーナーに移動した。

　リーンと葉月たちは、店の外から俺たちのテーブルを覗のぞいている。

「はい、部長さん。飲み物だよぉ」

「あれ？　アイスティー、一つしか頼たのまなかったっけ？」

「一つで十分だよぉ。だって、デートではこうするんでしょぉ？」

　と、ソシエはストローを二本取り出して、二本とも同じグラスの中に突き刺さした。

「部長さんは、そっちのストローね。それで、あたしはこっち」

「なっ！　ソシエ……それは、ちょっと恥はずかしいぞ。周りのお客も見てるし……」

「えー、でもこれがデートの定番でしょ？　アニメでも、やってたじゃん」

「ううっ、そうだけど……」

　ソシエは、グラスに差した片方のストローを咥くわえて、もう片方を俺に差し出す。

　そしてくりっとした瞳ひとみを開いて、俺を見つめてくる。

「じいいいぃ……っ」

　これは、俺がストロー咥えないと、終わらないパターンだよなぁ。

　恥ずかしいけど、これはシミュレーションなんだと割り切ろう。

　俺は、もう片方のストローを咥えた。

　ソシエの顔が、すぐ目の前にある。

　店の外で様子を窺っていたリーンと葉月が、大おお騒さわぎしているのが視界の隅に映った。

「あ……ありがとう部長さん……」

　とつぜんソシエが、ぽろぽろと涙なみだをこぼしはじめた。

「なっ！　どうして泣いてるんだよ？」

　なぜこのタイミングで泣く!?

「ごめんなさい……なんだか、急に『名もなき世界』のこと思い出しちゃって。向こうの世界じゃ、部長さんみたいに、あたしの我がままに付き合ってくれる人、いなかったから……。すごく感謝してるよぉ……」

「そうか……。でも、泣くことないだろ？　涙拭ふけよ。周りの客も見ていることだしさ」

　さっきまでは、仲の良い高校生カップルをお互たがい演じていたのに、とたんに破局寸前のカップルのようになってしまった。

　こうして、ソシエとのデートシミュレーションは、意外な形で終わった。




　いまのソシエと俺のデートを手本にして、リーンたちにもデートをシミュレーションさせることにした。

　ソシエと俺がいちゃいちゃしているのを見て、二人はかなり闘とう志しを滾たぎらせていたようだから、少しは期待していいかもしれない。

「というわけで、今度はリーンと俺のデートだ。リーンは、もし好きな異性がいたら、一緒にどこに行きたい？」

「わ……わたしが、全すべて決めていいの？」

「リーンもアニメ観ただろ？　あれみたいに、俺と素す晴ばらしい思い出を作ろうぜ」

「思い出……。うん、わかった。やってみる！　ついてきて！」

　リーンは、緊きん張ちようした足取りで、商店街とは逆の方角へ歩き出した。

　人の多いところは、あえて避さけるのか？　まあ、それもいいかもな。

「俺を置いて、あまり先に行くなよな」

「ごめん……」

「それと、リーンは手を繫がなくていいのか？」

「手は、繫がない。繫いだままだと、モンスターと遭そう遇ぐうした時、戦い辛づらいから」

　相変わらずリーンは、〝勇者脳〟だな。

「あ、ユーキ。ここって、酒場じゃないの？」

　リーンが指差したのは、全国にある有名チェーン店の居酒屋『わっしょい』だった。

　酒場と言えば酒場だが……リーンが想像しているものとは、ちょっと違ちがう。

「パーティーメンバーが、わたしとユーキだけじゃ心こころ許もとないわ。酒場で新しいメンバーを補ほ充じゆうしてから冒ぼう険けんに出かけましょう。お店の名前は、『わっしょい』か……意味はわからないけど、なんだか強そうね」

　居酒屋に入っていこうとするリーン。

「お、おい待てよ」

　俺は慌あわてて後を追った。

　店の中は、まだ開店前の準備段階。

　忙いそがしそうに働いている店員たちが、いきなり入って来たリーンをみて首を傾かしげる。

「う～ん？　なんだか、弱そうな奴やつしかいないわね？」

　店員たちを見回して、リーンは呆あきれた顔をしている。

「こら、リーン！　すいません、失礼しました……」

　リーンの首根っこをつかんで、店の外まで連れ出した。

「なにをするのよ!?」

「こっちの世界じゃ、酒場で冒険者を紹しよう介かいしてくれないからな！　それに、そこは酒場じゃなくて居酒屋だ！　未成年の俺たちが入れる場所じゃない！　そしてもう一つ、いまから俺たちは『デート』をするんだ！　冒険に出かけるんじゃないんだぞ!?」

　つっこむところが多すぎて、いったいどこからつっこめばいいのやら……。

「そうだった。わたしとユーキは〝でーと〟をするんだったわね？」

「頼むぜ？」

「でも、〝でーと〟をするには、パーティーを組む必要があるんじゃないの？　やっぱり、さっきの酒場に……」

「デートは、二人でするもんだ。いいから、行くぞ！」

「わかった」

　気を取り直して俺たちは歩き出す。

　最初は並んで歩いてたのに、いつの間にかリーンが俺を先導する形になった。

　リーンは、商店街から離はなれ、どんどん人気の少ない住宅地へ向かって行く。

　どこに向かっているのかわからないけど、リーンは俺の先を歩きたがる。

　ひょっとして勇者の習性で、常に先頭を歩いてないと不安なんだろうか？

「あっ……」

　住宅街のなにもない場所で、リーンは立ち止まった。

　すると、とつぜん道の端はしに設置されていたゴミ箱を漁あさりはじめた。

「こらこら！　なにしてるんだよ？　それは、ゴミ箱だぞ？」

「なにか、アイテムがあるかなと思って……」

「ゴミ箱は、ゴミ箱だ。アイテムなんて、あるわけないって！　もしかして、いつもそんなことをしてるのか？」

「い、いつもじゃないわ！　勇者の勘かんが働いて『あそこにアイテムがありそうだな』って、感じた時だけ探さぐってるの」

「とにかく、ゴミ箱を漁るのはもうやめるんだ。いいな？」

「うん……」

　不服そうにうなずいてから、リーンは再び歩き出した。

　しばらく歩いたところで、空き地を発見したリーンは、また立ち止まる。

「今度はどうした？」

「ちょっと待ってて……」

　伸のび放題になっている雑草をかき分けて、リーンは空き地に無断で足を踏ふみ入れる。

　しばらくして、雑草やキノコやらを沢たく山さん採って戻もどって来た。

「たいしたものは、なかったわ。先を進みましょう」

　と言いながら、手につかんでいる収しゆう穫かく物を鞄かばんの中にしまいこんだ。

「おい、ちょっと待て。いま、鞄にしまったものはなんだ？」

「『やくそう』とか、キノコとかだけど？」

「デートの最中に、やくそうを採集する奴がいるか！」

「でも、やくそうを切らすと不安よ。いつ、戦せん闘とうでダメージを負うか、わからないし」

　リーンとデートを続ける意思が、ぽきりと音を立てて折れそうになる。

　でも、俺はこの程度じゃへこたれないぞ。

「先を進みましょう。日が暮れる前に、町に辿たどり着かなくちゃ危険だわ。夜になると、凶きよう悪あくなモンスターが徘はい徊かいするものね」

　いやいや、ここは既すでに町の中だっての。

「あ、ユーキ！　あの下にあるのは……」

「どうした？　なにかみつけたのか？」

　リーンは、道ばたに駐ちゆう車しやしてあったワンボックスの車に近寄った。

　そして、車をうしろから押しはじめる。

「この車さえどかせれば、お宝が手に入りそうなの……」

「お宝って……どうせまた変なものだろ？」

「違うの！　今度は……ううううんしょっ！　この鉄の塊かたまり、重いわね」

「鉄の塊じゃなくて、それは車だ。サイドブレーキがかかっているはずだから、後輪を浮うかさないと移動させられないはずだぞ」

「後輪？　ここを浮かせればいいの？　よしっと……うううううううんっ！」

　リーンは、顔を真っ赤にして車を力ちから一いつ杯ぱい押している。

　リーンがこんなに一いつ生しよう懸けん命めいになってるのだから、男の俺もただ見ているだけってわけにはいかないよな。

「しょうがない。手伝ってやるよ」

「うん、ありがとう！　よいしょっ！」

　二人で力を合わせて、駐車してあるワンボックスカーを移動させることに成功する。

「やった、お宝をみつけたわ！」

「いったい、なにをみつけたって言うんだ？」

　先ほどまで車のあった場所に、一万円札が落ちてた。

「万札だ！　本当にお宝があったなんて……凄すごいじゃないかリーン！」

「なーんだ。単なる紙切れか、ゴールドの匂においがしたんだけどなぁ」

　一万円札を拾ったリーンは、くしゃくしゃに丸めて投げ捨てようとする。

　慌てて俺はそれをキャッチ！

「だからこの日本円が、この国のお金なんだよ！　名もなき世界の『ゴールド』は、この世界にないんだ！」

　拾ったお金は、もちろんちゃんと警察に届けるつもりだ。

　それよりも、車をどかすのに体力を使ってしまってヘトヘトだった。

「さ、ユーキ！　冒険の続きをするわよ！　次こそ、いいアイテムを見つけましょう！」

　リーンの頭の中では、いつの間にかデートが冒険に入れ替かわっている。

　これじゃあ、これ以上続けても無意味だな。

　俺は、デートの打ち切りを宣言した。

　俺は、リーンとデートがしたかったのであって、お宝を拾うツアーに出たかったわけじゃない。




　残るは、葉月だ。

　魔ま術じゆつ士しである葉月とのデートは、どんなことになるんだろう？

　正直、不安しかない。

「最後は、葉月だ。お前の行きたい場所を指定してくれよ？」

「我が決めていいのか？」

「地じ獄ごくとか、冥めい界かいとか……この世にない場所は、無理だからな？　普ふ通つうに歩いて行ける場所にしてくれよな？」

「そんな場所には、行きたくない。我が行きたいのは──」




　葉月と俺は、平へい和わ奈な町の図書館にやってきた。

「そっか。葉月は、この世界にある魔術書をみつけるために『現代世界』にやってきたんだったな」

「そうなのじゃ。暇ひまがあれば、ここに来て我の求める魔術書がないか探しておる」

「図書館には、魔術書は置いてないと思うけどな……でも、図書館でデートだなんて、葉月が三人の中で、一番まともなデートコースを選んできたな。意外だった」

　葉月は、既に俺の話を聞いていない。

　真しん剣けんな顔で、目的の魔術書はないか本ほん棚だなを探し回っている。

「ん、む？　と……届かぬ。くっ……」

　本棚の一番上にある本を取ろうとして、一生懸命手を伸ばしている。

「あの本を取りたいのか？　俺が手伝ってやるよ。よいしょっと！」

「のわあああっ!?」

　葉月の身体からだに手を回して身体を高々と掲かかげる。

　華きや奢しやな葉月は、予想していたよりも軽く、非力な俺でも簡単に持ち上げることができた。

「な、なにをする!?　誰だれが、我を持ち上げて良いと言った!?」

「暴れてないで早く本を取れって！」

「離せ……手を離すのじゃ！　こらあっ！」

「ちょっ、待って。そんなに暴れたら……うわあっ！」

　葉月を抱だき上げたままバランスを崩くずした俺は、そのままうしろに倒たおれて──別の本棚に激しく頭をぶつけた。




「本当にすいませんでした……」

　散らばった本を片付けて、俺達は閲えつ覧らん室の席に戻った。

「葉月のせいで、危あやうく出入り禁止になるところだったじゃないか」

「すまんが、本を読んでいるのじゃ。静かにしてくれるか？」

「はいはい、わかったよ」

　葉月は、書しよ架かから取ってきた本を真剣に読み始める。

　俺も、適当にマンガコーナーから『三国志』を借りてきて読んでいた。

　静かな時間が流れる。

　うんうん、こういうのでいいんだよ。

　学生同士で、お金のかからない理想的なデートとはこういうものだ。

「むむむっ!?」

　いきなり葉月が、難しい顔をしてうなりはじめた。

「どうした？　読めない字でもあったか？」

「文字は読めるのじゃが、こちらの世界でしか使われておらん言葉がいくつもある。さすがの我でも、それはわからん」

「どの言葉がわからないんだ？　俺が教えてやるよ」

「下上に教えを請こうのは悔くやしいが、背に腹は代えられん。まずはこの言葉──〝ふじゅんいせいこうゆう〟とは、どういう意味なのじゃ？」

「ふじゅん……ああ、不純異性交遊のことか。それはたぶん、男と女がいかがわしいことをすることだな」

「いかがわしいこと？　……たとえば、男と女の魔術士が、長年封ふう印いんされていた『古代魔術』を復活させる儀ぎ式しきを行うことか？」

「違ちがうぞ」

　不純異性交遊とは、具体的にはどういう行こう為いを禁止する言葉なのか……正確に答えられる人は、少ないと思う。

　少なくとも魔術の儀式は、不純異性交遊の中には含ふくまれないだろう。

「次、〝ねずみーらんど〟とは、どういう意味じゃ？」

「ネズミーランド？　そこはテーマパーク……って言っても葉月にはわかんないか。つまり、とっても楽しい場所だよ。部室に帰ったらパソコンで、写真を見せてあげられるんだけど……」

「楽しい場所？　つまり、拷ごう問もん部屋のようなところか？」

「違う！　……というか拷問部屋は、楽しい場所じゃないだろ？」

「我は、拷問するのが好きじゃ。魔術でじわじわといたぶるのが特にな……。だから、拷問部屋に入るとわくわくする。そうじゃ、今度、下上を拷問させてくれぬか？」

「断わる！」

　そりゃあ、拷問する方は楽しいかもしれないけど、される方からすれば地獄でしかない。

「ふむう……」

「まだ、意味のわからない言葉があるのかよ？」

「この本にある……〝でぃーぷきっす〟とはどういう意味じゃ？」

「え!?　ディープキッス!?　それって男女が、いや男と女に限らないけど……唇くちびると唇をしっかりとくっつけ合わせること……だったような」

「唇と唇を重ね合わせる……」

　恥はずかしがり屋な葉月には、ショックが大きい言葉だったか。

「それはつまり、死者を蘇よみがえらせるネクロマンサーの秘術のことを言っておるのじゃな？」

「それも違う！　つーか、葉月はさっきから、なんの本を読んでるんだよ？」

　葉月が手に持って開いてる本の表紙を覗のぞき込む。

「なになに……『これであなたも失敗しないマル秘デート術』だって？　なんだ、てっきり魔術に関する本を読んでるのかと思ったけど違うのか」

「我が、図書館でどういう本を読もうと、我の勝手なのじゃ」

　ぷいっと顔を背そむける。

「意外だったけど、葉月なりに『デート』のことを調べようとしてくれたんだな？」

「う、うるさい！　我は、我が得たい知識の本を読むだけじゃ。それよりも、まだ分からない言葉がある。〝こんどーむ〟とは、どういう意味なのじゃ？」

「いますぐ、その本読むのをやめろ!!」




　デートを終えて、俺たちは現代攻こう略りやく部ぶの部室に戻もどってきた。

「ふう、なんとか終わったな。結果は散々だったけどな」

「案外、悪くなかったと思うのじゃが……」

「まあ、葉月とは図書館で本読んでただけだしなぁ。点数を付けるとするなら、ちょうど五〇点ぐらいかな」

　良くもなく、悪くもなかったということだ。

「葉月が、五〇点ならあたしとのデートはぁ？　部長さんも、楽しんでくれたよねぇ？」

「まあな、ソシエとのデートが一番デートらしかったかなぁ？　点数を付けるなら、六〇点ぐらいだ」

「え～。低いよぉ。残りの四〇点は、なにが足りなかったのぉ？」

「途と中ちゆうで、ソシエが泣き出さなかったらな……」

「も、もう！　それは言わないでよ。あのときは、思わず感極きわまっちゃってぇ……。ん、もう恥ずかしいよぉ」

　ソシエと葉月はまだいい。

　一番問題なのは……。

「ユーキ！　わたしとのデートは、何点なの？　葉月が五〇点。ソシエが六〇点と来てるから……」

　期待した目でこちらを見てくる。

「二〇点」

「に……二〇？　どうして、他ほかの二人より低いの!?」

「リーンは、まだデートというものを根本的に理解していない。これじゃあ、なんのためにアニメで勉強したのか、わかんないだろ？」

「うう～。わたしなりに理解してたつもりだけどな」

　がくっと肩かたを落として落ち込む。

　いやいや、絶対理解してなかっただろ。

「もう一度機会が欲しいわ！　今度は必ず、上手うまくやってみせるから」

「次の機会？　あったらな……」








第六話　聖せい騎き士しキララ登場！









「噓うそだ。俺は絶対に信じないぞ！」

　現代攻略部の部室で、俺はガラにもなく大声で叫さけんでしまった。

「我は、かの者の驚きよう愕がくすべき姿を、この眼でしかと捉とらえたのじゃ。……下しも上かみは、それを信じないのか？　冥めい府ふの判官にでもなったつもりか？」

「葉は月づきの言ってることは、噓じゃないわ。わたしも見たわよ」

　と、リーンまで葉月に同調している。

　二人が声を揃そろえるのは、滅めつ多たにないことだ。

　でも、俺にはどうしても信じられなかった。

　背中に、身長ほどの長さのある大たい剣けんを差して、堂々と学校の廊ろう下かを歩く女子生徒がいるだなんて……。

「仮にそんな生徒が本当にいたら。先生に注意されているか、クラスメイトに避さけられて、ぼっちになっているかのどちらかだ」

　だけど葉月は、首を振ふって否定する。

「普ふ通つうはそうなのじゃ。ところがその者は、孤こ立りつしておらんかった。我も、最初見た時、古代魔ま術じゆつの禁書を、アストラル遺い跡せきで発はつ掘くつした時のように驚おどろく他なかった」

「あたし、その人知ってるよぉ～」

　部室の机の上に腰こし掛かけていたソシエが、棒付きキャンディーを口に含んだ。

「なんだか一部の生徒たちからはぁ『キララ様』って呼ばれてて、一目置かれてるみたいだねぇ。どうみても、異世界から来た人っぽいのにぃ」

「キララ様か……」

　名前も派手だが、それ以上に『様』付けで呼ばれている理由が気になった。

「剣を背中に差して歩いてるのに、みんなに避けられていないのは凄すごい……。羨うらやましいわ」

　入学当初のトラウマを未いまだに引きずっているリーンからすると、堂々と剣を差して歩いているのに、孤立していないというのが信じられないらしい。

「俺は、まだそのキララ様って人を見たことがない。どんな人なのか、見てみたいな」

「じゃあ、見に行こうよぉ。ここで話しているよりぃ、実際に見た方が早いよぉ～」




　キララの本名は『キララ・ナガレ』というらしい。

　名前からしてきらびやかな印象を受ける。

「あ、あの人だよぉ！」

「どれどれ？　……んなっ!?」

　まず目に付いたのは、彼女の身の丈たけと同じ長さの大剣だった。

　鞘さやに収められた大剣の柄つかが、キララの肩かた口ぐちから、にょきっと伸のびている。

「キララ様！　おはようございます！」

「おはよう」

　そして次に目に付いたのは、流れる黄金の砂のような金きん髪ぱつと完かん璧ぺきなプロポーション。

　スカートから伸びた二本の脚あしもすらっと伸びてて、ずっと見ていたくなるけど、なにより凄いのは、制服に包まれた大きな胸。

　俺は、思わずうしろを振り返ってリーンとソシエの胸と見比べてしまった。

「どうして、我の方だけ振り返らないのじゃ!?」

　そんなの理由は、一つしかないだろ。比べるまでもないからだ！

「なんじゃと!?　下上の癖くせにその態度は、あまりにも無礼じゃぞ！　前から言いたかったのじゃが、下上は時々我の胸をみて、露ろ骨こつにためいきを吐つくことがあった。その態度には前から腹が立っておったのじゃ！」

　人目を気にせず声を荒あらげる葉月。

　その騒さわぎを聞き付けたキララが、長い脚を優ゆう雅がな動作で左右に繰くり出して、こちらに近付いてくる。

「わっ!?　キララ様がこっちにくるよぉ！」

　俺たちの前に立ったキララは、信じられないほど綺き麗れいな顔を俺たちに向けたまま、穏おだやかに口を開いた。

「みなさん、ご機き嫌げん麗うるわしく。風紀委員のキララ・ナガレです」

「し、しってますぅ。うわぁ～キララ様と、こんな近くでお話しできるなんて、感激ですぅ。あたしはソシエと言って──」

　ジャキン！

　冷たい金属音と共に、キララは背中の大剣を引き抜ぬいた。

「ひっ!?」

　剣先を向けられて、俺と葉月は思わず喉のどの奥で悲鳴をあげてしまった。

「見たところ、お二人は喧けん嘩かをなさっていたようですが、間ま違ちがいありませんね？」

「キ……キララ様。いまのは……別に喧嘩というわけじゃ……」

「校内の治安を乱す者は、この私が許しません」

「なんじゃお主は？　この四千年に一人の逸いつ材ざい、天才魔術士である我に剣を向けるとは、どこの身の程ほど知らずじゃ？」

「なにか仰おつしやいましたか──？」

　キララは、大剣を翻ひるがえして、今度は葉月の首元に刃やいばを当てる。

「ぐっ──!?」

「四千年さんか、五千年さんか知りませんが、どなたであろうと、校内での揉もめ事は『聖騎士キララ』が許しませんわ。廊下では、静かに。いいですわね？」

「わかりました……」

　俺が頭を下げると、キララはようやく大剣を収めてくれた。

「世界の平和を維い持じするために『聖騎士』は存在します。平和を乱す者は、もれなく敵とみなしますわ。くれぐれも、お忘れなきように」

　大剣を背負った鞘に収めると、キララは金色の髪かみを翻して去っていく。

　なんだか、色々な意味で迫はく力りよくのある人だった……。

「聖騎士か……。噂うわさには聞いていたけど、まさかこの世界に来ていたなんてね」

「リーン、聖騎士を知ってるのか？」

「あまり詳くわしくは知らないけど、王国に仕える騎士の中で、特に選ばれた者だけがなれる特とく殊しゆな騎士だと聞いているわ。でも、冒ぼう険けん者のわたしには関係ないから、実際に目にしたのは初めてなの」

　俺も名もなき世界にいた頃ころに、そういう凄い騎士がいると噂だけ聞いたことがある。

　だけど、なぜ聖騎士がこの世界にいるんだろう？

「おい、それは俺の焼きそばパンだぞ！」

「いや、これは俺の焼きそばパンだ！」

　学食の方から、男子生徒同士が大きな声を張り上げているのが聞こえた。

　どうやら、購こう買ばいのパンの奪うばい合いが、言い争いに発展したみたいだが……。

「あら喧嘩ですか？　いけませんわねぇ」

　すぐさまキララが接近して、またしても背中の大剣を引き抜いた。

　そして、喧嘩している男子生徒の間を断つように、なにもない空間に刃を振り下ろした。

「校内の治安を乱す者は、聖騎士キララが許しません。文句があるのなら、私が相手になりますわ！」

「いえ……喧嘩しているつもりはなかったんです。ごめんなさい……」

「ならば良し。もう、喧嘩はしないことですわね」
















「さすがキララ様だ！」

　揉め事を一いつ瞬しゆんにして収めたことで、周りの生徒たちから一ひと際きわ大きな歓かん声せいがあがった。

「きゃー！　キララ様。こっち向いてー」

「みなさん、こんにちは。いいお天気ですわね」

　黄色い声せい援えんを送る生徒たちに向かって、キララは晴れやかな表情で手を振る。

　それだけで、大きな歓声があがっていた。

「凄い人気だな」

「みんなも、キララの存在にようやく気付いたのね？」

「うお、高たか木ぎ先生？　いつの間に俺のうしろに？」

　この先生は、いつも俺に気配を感じさせずに唐とう突とつに現れる。

　もしかして、異世界にいた頃の職業ジヨブは、忍にん者じややシーフだったのかもしれない。

　いつか高木先生に訊きいてみよう。

「高木先生は、キララのこと知ってたんですね？　どういう人なんですか？」

「この学校には、校内の風紀を取り締しまる風紀委員は、存在しなかったのよ。でもキララが、頼たのんでもいないのに、率先して校内の治安を取り締まってくれるから、いまじゃキララは『一人風紀委員』の異名で呼ばれてるらしいわ」

　そこまでして校内の治安を取り締まるのは、やっぱりキララには、『聖騎士』の自覚が強くあるからなんだろう。

　リーンが、無意識のうちに勇者らしい行動を取ってしまうように、キララも自然と聖騎士らしい行動をとってしまう。

　だけど、それが結果的に校内の風紀と治安の向上に繫つながり、キララは校内で浮うくどころか、むしろ人気者になっていたというわけか。

「最初は、すぐに剣を振り回す危ない人だと思われていたみたいだけど、キララは理り不ふ尽じんな暴力を振るうような人じゃない……それが周囲に理解されてから、どんどん人気があがっていったみたいね」

「その話、誰だれかさんに聞かせてやりたいですね」

「下上、なぜ我を見るのじゃ!?」

「ユーキ！　わたしは、無む闇やみに剣を抜いたりしないわ」

　でも、高木先生がこのタイミングでやってきたってことは……。

「キララを現代攻こう略りやく部ぶに入部させるつもりですか？」

「あら、そんなことは言ってないわ。入るか入らないかは、本人が決めればいいことだしねぇ。キララが入りたいって言うなら、入れてあげればいいんじゃない？」




　俺たちは部室に戻もどった。

　リーンと一いつ緒しよに高木先生から譲ゆずり受けたパソコンを部室に設置する。

「ユーキ、これは魔ま法ほうの石版ね？　森に住むエルフたちが、こんな大きさの石版に、文字を書いてるのを見たことがあるわ」

「いや、それはキーボードっていうんだ。そっち持ってくれ」

　俺たちがパソコンを設置している間に、葉月は『はかない』を読んでいた。

　一巻から読み始めて、もう一〇巻まで読み進めている。

　ソシエはソシエで、持参した女性用のファッション雑誌を読んでいる。

　いつもどおり、のんびりした部室の風景。

　その時、部室のドアが強めにノックされた。

『どなたかいらっしゃいますか？』

「部長さん、お客さんみたいだよぉ？」

「はーい。今出ます」

　と、部室のドアを開けた俺の目に飛び込んできたのは──。

「キ……キララ!?」

　まず目に入ったのは、背中から伸びた大たい剣けんの柄。

　しかし、それ以上に周囲を威い圧あつするようなオーラを放って立っているキララが眩まぶしすぎて……直視できない。

「えぇー!?　どうして、キララ様がここにぃ!?」

「少し、お邪じや魔まさせてもらってもよろしいでしょうか？」

　なんとあの『キララ様』が、こんなみすぼらしい部室に足を踏ふみ入れたいと仰っている。

「もちろんでごぜえます。むさ苦しいところですが、どうぞお上がりになってくだせえ」

　キララのあまりの眩しさに、ついつい村人だった頃の癖が出てしまう。

「きゃあああっ！　キララ様だぁ！　どうしてキララ様が、こんなちんけな部室にぃ？」

　ソシエ……ちんけなのは事実だが、それを自分から打ち明けてどうするんだよ？

「ここが、新しくできた『現代攻略部』の部室ですわね？　高木先生から聞いておりますわ。なんでも、怪あやしげな活動を行っているらしいですわね？」

「なっ！　怪しい活動とは心外じゃ!?」

　葉月が、キララの聞き逃のがせない発言に食ってかかろうとした。

　すぐさまキララは、ぎらりと銀色に光る大剣を引き抜く。

「私がこの部室に来た目的は、怪しげな部を取り締まるためですわ」

「と、取り締まる？　俺たちは、なにも悪いことしてないですよ？　良いことも、してないですけど……」

「先日。ある生徒から、我らが風紀委員に訴うつたえがあったのですわ」

　キララ様は、長いお御み足あしを肩かた幅はばに開いて、抜いた大剣を高々と掲かかげた。

「我が校の生徒の中に、〝げーむせんたー〟に立ち寄った生徒がいるらしいと……。しかも、その生徒たちは、他ほかの生徒たちと喧嘩に及およんだと聞きましたわ」

　まさか、あのギャル軍団との諍いさかいのことを言ってるのか？

「ちょ、ちょっと待ってよぉ。あれは──」

　慌あわててソシエが弁解しようとしたところで、キララは大剣の切っ先をソシエの鼻先に向けた。

「ひえぇぇぇっ……」

「その生徒たちのうち一人は、手品のように炎ほのおを出現させて床ゆかを燃やし、もう一人は、包丁を振ふり回して周囲を威い嚇かくしたと聞き及びましたわ。間違いありませんか？」

　そこまで詳しよう細さいに報告が行ってるのか。

　きっとギャル軍団の誰かが、キララに訴えたんだろうな。

「バカにするでない！　あれは、手品なんかじゃなくて、高度な暗黒魔術じゃ！」

「わたしも、無闇に剣を振り回していたんじゃないわ！」

　あ、バカ。みずから罪を認める奴やつがいるか!?

「なるほど。訴えにあった素行不良の生徒たちとは、お二人のことで間ま違ちがいないのですわね？　素す直なおに白状してくれて助かりますわ」

「し、しまった……」

「反省するなら、よし──もし、反省していないと仰るのでしたら、私が悪い不良たちに罰ばつを下しますわよ！」

　キララは握にぎった大剣を振り回す。

　剣圧で生じた風が、俺たちを存分に威嚇する。

　というか、この人は一々剣を振り回さないと喋しやべれない人なのか？

「わたしたちとやるというの？　わたしは勇者だから、人間とは戦わない主義よ。だけど、身を守るためには、やむを得ず剣を抜ぬくわ！」

「我も加勢する！　我の暗黒魔術が、手品かどうか、その身をもって思い知るがいい！」

　ったく、この血の気の多い二人は、すぐに力で物事を解決しようとする。

「まってよぉ、三人とも！　ゲームセンターでのことは、あたしが原因なんだからぁ！」

「ゲーセンで騒そう動どうを起こしたのは、確かによくないけど、俺たちにも事情があったんだ。不良ギャルたちの話だけを鵜う吞のみにするんじゃなく、こちらの側の話も聞いてもらえないかな？」

「いいですわ。盗人ぬすつとにも、三分の理という言葉もあることですし。話してごらんなさい」

　部の活動で街に出たところ、ゲームセンターでギャル軍団に遭そう遇ぐうして、ソシエがカツアゲのような要求をされたため、助けるためにやむなく行動を起こしたことを話した。

「なるほど……。事情はよくわかりましたわ」

「全すべての原因はあたしにあるんだからぁ、罰を与あたえるなら、あたしにしてよぉ！」

「友達だと思っていた人たちに、錬れん金きん術じゆつ士しのスキルを利用されていたというのは、本当ですの？」

「うん。この世界のことや、ギャルのこととか教えて欲しかったからぁ交こう換かん条件でやむなくぅ……」

　ソシエは、純じゆん粋すいにこの世界に馴な染じみたかっただけだ。

　それにつけこんで、『等価交換』の力を利用したギャルたちが悪い。

「貴方あなたも苦労していたのですわね？　わかりました、今回の一件は不問にいたします」

「わぁ！　ありがとうございます！」

「私も、この世界に来たばかりの時は、色々と苦労しましたわ……」

　キララは、寂さびしそうに目を伏ふせる。

「あまり、そんな風には見えないけど……」

「そもそも、聖せい騎き士しである貴方がどうして、この世界に？」

　リーンの質問に、キララは優やさしく笑ってみせた。

「こっちに来て、誰にも打ち明けたことはないのですが、同じ『名もなき世界』から来た貴方たちには、打ち明けてもいいでしょう……」

　ゆっくりと、この世界にやってきた経けい緯いを話し始める。




「……というわけで、私は名もなき世界で、王国を守る『聖騎士』を務めていたのですわ。ですが、王宮での政争に巻き込まれてしまい、敵の王宮魔術士に陥おとしいれられ……空間を歪ゆがめる魔術で、この世界に飛ばされてしまったのです」

「つまり、キララは自分の意思で『現代世界』に来たんじゃないんだな？」

「戻れるものなら、すぐにでも戻りたいですわ。私には本来、王と国を守る義務があるのですから……でも、元の世界に帰る方法は、まだ見つかりません」

　一〇年以上この世界にいる高木先生も、名もなき世界に戻る方法を知らないという。

　果たして、名もなき世界に戻る方法があるのかどうかも疑わしい。

「よかったら、あたしたちと一緒に、元の世界に戻る方法を探しませんかぁ？」

　ソシエのせっかくの誘さそいだったが、キララは首を振って断わる。

「私には『聖騎士』という肩かた書がきがあるのです。残念ですが、聖騎士は聖騎士以外の者と特定の『パーティー』を組むことは、できない掟おきてがあるのですわ」

「そうなんだ……残念」

　キララは、大剣を鞘さやに収めて立ち上がる。

「貴方たちのこと、誤解していたことを謝ります。そして、慣れないこの世界で、同じ世界から来た同どう胞ほうと会えたこと、頼たのもしく思ってますわ……」

　部室の中をじっくりと見回した。

「私は、貴方たちの仲間になることはできませんが……。もしよろしければ、時々遊びに来ていいでしょうか？」

「うちの部に？　もちろん、大だい歓かん迎げいだ」

「ありがとう。それでは、また近いうちにお会いしましょう」

　キララが部室の外に出ようとしたところで──。

　旧校舎の方から、生徒同士の言い争う声が聞こえてきた。

『「ラブヘイブ」のメンバーの中で、一番ブスなのは〝へこにー〟だと!?　てめぇ、言っていいことと悪いことがあるぞ。表に出ろや！』

『おいおい、喧けん嘩かはやめろよな。じゃないと、また〝一人風紀委員〟がやってくるぞ』

　諍いの種を聞き付けたキララは、部室から飛び出していく。

『争いはおやめなさい！　さもなくば、私の剣の錆さびにいたしますわよ！』

『うわあ！　キ……キララ様だぁ！　ごめんなさい！』

『争いを起こすものは、天に代わって私が成敗いたしますわ！　覚かく悟ごのあるものは、前に出なさい！』








第七話　もう一人の自分を作ろう！









「みなさま、今日もお邪魔しますわ」

　キララが、部室にやってきた。

　俺たちの仲間には、なれないと言ったわりには、放課後になると律りち儀ぎに部室にやってくる。

「きらっちぃ！　こんにちは～。今日はねぇ、美味おいしいお菓か子しがあるんだよぉ。すぐにお茶淹いれるねぇ」

　ソシエは、ついこの間まで『キララ様』と呼んでいたはずなのに、早くも呼び方が『きらっち』に変わっている。

　これが、ギャル特有のコミュニケーション能力の高さという奴か。

「ずずずっ……あー、美味しい紅茶ですわ。ここに来ると、妙みように落ち着くのはなぜでしょう？」

「この部室には『名もなき世界』の住人だった者しか、いないからじゃないかな？」

「そのとおりですわね。この部室の中でなら、自分を隠かくす必要もありませんし」

　この部室にいない時でも、キララは自分を隠していないと思うけど……。

「ところでユーキ、今日はなにをするの？」

「そうそう。今日は、現代世界の高校生……いや、同世代の若者たちが、日ひ頃ごろなにをして遊んでるかを、みんなに教えようと思ってさ」

　俺はパソコンを指差した。

　ちなみに今、高校生から同世代の若者と言い直したのは、リアル高校生は、パソコンじゃなくてスマホを使ってる奴が多いだろうと思ったからだ。

　ま、パソコンもスマホも概がい念ねん的には、似たようなものだからいいだろう（大おお雑ざつ把ぱ）。

「キララは違ちがうけど、他のみんなは、元は『名もなき世界』の〝冒ぼう険けん者〟だよな？」

　そして俺は、その冒険者たちに「ここはイナカ村です」と教えるだけの村人だった。

「この世界には、リーンたちのようにモンスターを倒たおして、世界を救うような冒険者は一人もいない」

「いない、とは限らないわ」

　リーンの言葉を無視して話を進める。

「けど、気落ちすることはないぞ。この世界の若者たちにも、冒険に出たい。モンスターを倒して、世界を救いたいという純粋な思いはある」

「本当!?」

「その願望を叶かなえてくれるのが、こいつ……ＭＭＯ（大規模多人数型オンライン）『エオルレア』だ！」

　事前にインストールしておいたゲームを起動した。

　画面一いつ杯ぱいに、『エオルレア』のオープニングムービーが再生される。

「これは!!」

　真っ青な空。広大なフィールドを歩くゲームのキャラクターたち。

　やがて彼らは、巨きよ大だいな敵と遭遇して死し闘とうが始まる……という感じのありがちな構成のムービーだった。

「……ぬおおおお！」

　ゲームの映像そのものを見み慣なれていないリーンは、ダイナミックかつリアリティーのある映像に大興奮だった。

「凄すごい！　凄い！　モンスターも一杯だし、怪あやしいダンジョンまである！　ユーキ！　ここにはどうやっていけるの!?　すぐに、行こう！　今すぐっ！」

「はははっ、そんなにはしゃぐなって。いまから連れて行ってやるから」

　子どものように喜ぶリーンを見ると、こっちまで嬉うれしくなってくる。

「俺たちが今から向かうのは、画面の中にある仮想空間だ。と言ってもわかんないよな。つまり、この画面を通して『エオルレア』という、まったく別の世界に向かうってわけだ。そこで、いまからこの世界で活動する自分の『分身』を作ろうと思う」

「いまの姿のまま、この世界に入れるわけじゃないの？」

「まあな。そこは残念かもしれないが、その代わり、今から作る分身は、容姿も性別も職業も、自由に選べるぞ」

「我は性別を変えたいとは思わぬ。偉い大だいなる魔ま術じゆつ士である我は、来世に転生したとしても、天がこの姿を変えることは許さぬだろう」

　予想どおりの葉は月づきの答え。

「あたしもぉ～。できれば、今のままの可愛かわいい自分を分身にしたいなぁ」

「そういえば、このゲームには『錬金術士』の職業があるぞ」

「え～。あたしは、錬金術士をやめて、ギャルにクラスチェンジしたいのよぉ。今いま更さら、錬金術士に戻もどりたくないぃ～。他に可愛い職業とかないのぉ？」

「可愛い職業か……。白魔術士は、ソシエには似合わなそうだしな。あ、そうだ。『踊おどり子』のジョブとか、いいんじゃないか？」

「なんかそれ可愛いっぽい！　あたし、その職業にするぅ！」

「よし、じゃあソシエのキャラクターから作っていくか」

　キャラクターメイク画面に移動する。

　キャラクターは、何体も作ってスロットに保存しておくことができる上に、あとで別のアカウントに容姿のデータを移転させることもできる。

「えーと、ソシエの顔は……こんな感じかな？」

　画面の中の容姿変へん更こうパラメーターを操作し、モデリングを変化させて、ソシエに似たキャラクターを作り出す。

　俺なりに、ソシエの特長と可愛さをゲームのキャラに反映させてみたつもりだけど……。

「なにそれ？　全然可愛くない……」

　いつものギャル喋しやべりじゃない、素すの声でソシエが呟つぶやく。

　冷静過ぎるソシエの反応が怖こわい。

「ご、ごめん。そんなに違うかな？　髪かみ型がたは、あってると思うんだけ……」

「なにそれぇ、全然違う。部長さんの目には、そんな風に見えてたのぉ？　なんかショックぅ～」

「一〇〇％再現できてるとは思ってないよ。どこを変えたい？　なんでも言ってくれ」

　こうなったら、ソシエの意見をとことん聞いて、好みの外見に設定してやろう。

「うーんとねぇ。まずは、鼻はもっと高くだよぉ。あたしの鼻は、そんなにぺちゃんとしてないしぃ」

「こ、こうか？」

　鼻を大きくするパラメーターを弄いじる。

「もっともっとぉ～。うん、そのぐらい。そしてぇ、唇くちびるはもっと分厚くていい。頰ほお骨ぼねはもう少し低くして……あと全体にもっとスリムに。眉まゆ毛げは、もうちょっと太くかなぁ」

　ソシエに言われるがまま、キャラクターメイクを続けていく。

　だけど……やればやるほど、ソシエの外見からかけ離はなれていく気がするんだけど、いいのかこれ？

「うん。いい感じぃ！　すっごくゴージャスでぇ、格好良い見た目にぃなったんじゃないかなぁ？」

「どれどれ？　ちょっ、なんじゃこれは？」

　画面の中のソシエの分身を目にした葉月が、思わず吹ふき出す。

「まったく似ておらぬ！　これではまるで、コカトリスのようではないか」

「えー、似てないことないよぉ～。それにコカトリスってなによ!?　そんな変な顔じゃないよぉ！」

「だがこの顔は、どう見ても変じゃ。自分を客観視できぬとは、未熟な証しよう拠こじゃな？」

　葉月の言うとおりだ。俺もまったく同じことを感じていた。

「ぶー！　そんなことないのにぃ！」

「まあまあ葉月。ゲームの中は、自由な空間だ。ソシエのなりたい自分にならせてやろうぜ」

「んもう、部長さんまでそんなこと言うのぉ？　ひっどぉい！」

　とりあえずソシエの分身は、踊り子を職業に選んでキャラメイクを終しゆう了りようさせる。

　あまり一人に時間をかけていられないので、次にいこう。

「さーて、お次はどうする？　葉月の分身を作るか？　それともリーンを先にするか？」

「わたしは、絶対に勇者のジョブを選ぶわ！」

　と、意い気き揚よう々ようと前に進み出たリーン。

「リーン、残念ながら『勇者』という職業は、このゲームにはないんだ」

「それはおかしいわ。冒険者のパーティーに、勇者が一人もいないのは変よ！」

　そもそも、勇者って『職業』なのかという基本的な疑問はあるが……。

「こうとも考えられないか？　困難なダンジョンに挑いどんだり、誰だれも挑ちよう戦せんしない冒険に旅立つ者……それらは全すべて、心が『勇者』なんじゃないのかな？」

　こんな子ども欺だましの詭き弁べんで、リーンを納なつ得とくさせられるわけないかもしれないけど。

「心が勇者……。なるほど、ユーキの言うとおりね！」

　ええ!?　納得しちゃったよ!?

「そ、そうか。じゃあ、リーンのキャラは、適当に戦士の職業でも選んでおくか」

「そんなことより、早く冒険に出たいわ。このゲームの中だったら、モンスターがいるのよね？」

「もちろん、うんざりするぐらいモンスターと戦えるぞ」

　長時間プレイしていると、本当に……うんざりするぐらいモンスターの面つらを拝むことになる。

「それは楽しみ！　あー、早くドラゴンやトロールとかと戦いたいなっ」

「ま、そんなありきたりなモンスターはいないけど、似たような敵ならいるかな？」

　リーンの分身キャラを作るのは簡単だった。

　取りあえず髪の色を赤くしておけば、リーンっぽく見える。

　手を抜ぬいて作っても、リーンは自分の外見には無む頓とん着ちやくなタイプだから、抗こう議ぎの声は上がらなかった。

「さて、次は葉月のキャラか」

「我は、当然『魔術士』の職業を選ぶ。我ほど魔術に精通し、魔術の才能に恵めぐまれ、魔術に愛されている者はおらぬからな」

「魔術士のジョブは、当然あるぞ。この黒魔術士というのがそれだな」

「ふむむ？　黒魔術専門の魔術士ってことか？　我にふさわしい職業だ」

「外見はどうする？　葉月も、ソシエ並みに五月蠅うるさそうだから、最初から指定してくれよ」

「いや、まず下しも上かみが好きに作ってみせよ。そなたが、我を普ふ段だんどんな風に見ているのか、知りたいものじゃ」

「俺が思う葉月か……たとえば、こうかな？」

　キャラメイク画面で、葉月らしい容姿の魔法少女を作ってみせた。

　本人とあまりかけ離れてるのは、逆に葉月に怒おこられる気がしたから、できるだけ似せたつもりだが……葉月はどう思うのか。

「これが我か？」

「そのつもりだけど……。やっぱり、気に入らないかな？」

「……う、うん。そんなことはない。ほほう、下上の目には、我はこんな風に映っていたのか。中々、興味深い事実じゃ」

　そう言う葉月の顔が、若じやつ干かん赤くなっているような気がするのは気のせいか？

「でも眉毛の形が気に入らないのじゃ。それと、身体からだの造形も悪い……」

「はいはい。いったいどうすればよろしいでしょうかね？」

　葉月の指示どおりにキャラクターを弄っていく。

「うむ。大魔術士らしい、威い厳げんと風格に満ちた姿になったのじゃ」

　尊大な物言いとは裏腹に、できあがったキャラは、それほど本物の葉月とかけ離れたものにはならなかった。

「ただ惜おしいかな、画が竜りよう点てん睛せいを欠いている部分が一つだけある……」

　と、いきなり葉月は身体を屈かがめて声を潜ひそめる。

「このキャラ、む……胸が、なさすぎではないか？　もっと人並みにするべきじゃ」

「え……大きくしたいのか？　俺はリアリティーを重視したつもり──いてぇ！」

「いくらリアリティーを重視したといっても、これはない。悪意の塊かたまりじゃ。これでは、洗せん濯たく板いたではないか」

　どうみても、現実の葉月の胸は、洗濯板よりも酷ひどいが……とは言えなかった。

「じゃ、じゃあこのぐらいか？」

　キャラクターのおっぱいを大きくするメモリを、一メモリ分「大」に近づける。

「下上は、遠えん慮りよがちな男じゃのう。我の前だからといって、遠慮することはない。もっと……こう！　このぐらい大きくせよ！」

　なんと葉月は、一気に五メモリも「大」に近づけた。

「え!?　それはいくらなんでもなぁ──ぶべっ！　な、殴なぐることないだろうが！」

「そ、そのニヤけた顔をやめよ。我の魔術の餌え食じきになりたいのか？」

　俺におっぱいを大きくするように強制しておきながら、顔を赤くして照れている葉月には、思わず同情してしまいそうになる。

「なんじゃ、その『うんうんわかるよわかるよ』みたいな目は!?　これ以上、我を憤ふん慨がいさせるでない！　真っ黒こげにするぞ!?」

「わかった、悪かったよ」

　そのあと、キララのキャラも作って……全員のキャラクターが完成した。

「あれ、部長さんのキャラはぁ？」

「俺か？　俺はすでに自分のキャラクターはあるけど、みんなと一いつ緒しよにやるなら、新しく作り直した方がいいな。パーティーにいない白魔導士とかを選んで、サポート役に徹てつするかな……」

「下上など、村人で十分じゃ。我が作ってやろう」

　葉月が、慣れない手つきでマウスを操作する。

「バカだなあ。『村人』なんて職業、あるわけないじゃないか」

「なにを言う？　ちゃんとあるのじゃ」

「あるのかよ!?　いったい、どんな職業なんだよ!?」

「なんだか弱くて、役に立たなさそうじゃな。でも、そういうところが下上らしい」

『村人』は、全パラメーターが最低レベルで、特別なスキルもなく、まったく使い物にならない。

　パーティーのお荷物候補ナンバー１の職業だった。

「下上のキャラは、これでよい。えい！」

　パソコンの操作もよくわからない葉月が、勝手に『決定』をクリックしてしまった。

「のわー！　職業が村人になった……それどころか、外見も適当だ！　くっそー、葉月め。覚えてろよ!?」

「ん？　なにか言ったか？　『村人レベル１』よ。くくくっ……」

「おおい！　名前まで適当につけるなよ!?　全部最初からやり直せ！」

「いや、これで良い。さあ皆みなの者、冒ぼう険けんに出かけるぞ。下上、我の足を引っ張るでないぞ」

　こうして、エオルレアの世界に『村人レベル１』という貧弱なキャラが一人、誕生したのであった。








第八話　冒険者たちは、「いいね！」と叫ぶ









「下しも上かみ……これから、我についてきて欲しい」

　俺たち以外誰もいない教室。

　夕ゆう陽ひが差し込む窓まど際ぎわの席に座りながら、葉は月づきは言った。

「ついに俺を、魔ま術じゆつの実験台にする事に決めたのか？　勘かん弁べんしてくれ……」

「そうではない！　じ、実は、欲ほしいものがあるの……」

　葉月は、少し顔を赤らめる。

「欲しいもの？　葉月が、こっちの世界にあるものを欲しがるなんて珍めずらしいな」

「ちゃ、茶化さないで。私は真しん剣けんなんだから。耳を貸してよ」




　次の土曜日の放課後。

　超ちよう有名ファーストフードの店内で、葉月は言った。

「ふう、ようやく一息つけたわね。目的の物も買えたし……何見てるのよ？」

　俺は、黙だまって首を横に振ふった。

　目の前には、安いハンバーガーとコーラがある。

「それ今日、付き合ってくれたお礼。ごちそうするから……」

　俺は黙ってハンバーガーにかぶりついた。

　今まで何百回と食べてきた定番の味だ。

「だから、さっきから、なに笑ってるの？」

「いつもと口調が違ちがうと思ってさ。二人っきりになると、葉月はそんな喋しやべり方になるんだな？」

　今いま更さら確かく認にんするまでもないが、あの中二病丸出しの〝痛い〟喋り方は、自分を演出するパフォーマンスだったんだな。

「いいじゃないのよ。我……いや、私だって、たまには魔術士の仮面を脱ぬいで、普ふ通つうの女の子でいたい時ぐらいあるわ」

　照れながら、ハンバーガーを口一いつ杯ぱいにほおばる。

　一いつ生しよう懸けん命めい、中二口調が出ないように苦労している葉月は、いつもより数割増しで可愛かわいかった。

「じゃあ、いまは葉月の素すの顔ってことか？　そいつは貴重だな。写真に収めておこう」

「なっ!?　しゃしん……？」

「はい、笑って……」

　と、俺はスマホを構える。

「そ、そんなことよりも、こいつの使い方をさっさと教えなさいよ！」

　葉月の隣となりの席には、『docodemo』の紙かみ袋ぶくろが置いてあった。

「明日あしたからじっくり教えてやるよ。でも、どうして急にスマホを手に入れようと思ったんだ？」

「この世界の魔術レベルが、どの程度のものなのか、知っておきたいからに決まってるわ」

「いっておくが葉月、スマホは〝魔術〟で動いてるんじゃないぞ？　確かに『名もなき世界』には『魔力の源マナ』で動く機械があったけど、こっちの世界はそうじゃない」

「……下上の言うことは、にわかには信じられない。やっぱりこの目で確かめてみないとね」




「はい。それでは、今日の授業はここまでね」

「起立！」

　今日も退たい屈くつな授業が終わって放課後になった。

　ようやく、解放される。

「ユーキ！　今日の部活はなにするの？」

「そうだな。今日は……」

　ブーン。ブーン──。

「むむっ、なに？　この音は……。まさか虫のモンスターが近くにいるのかしら？」

　残念。俺のスマホが震しん動どうしている音だった。

「悪い。リーン、先に部室へ行っててくれ」

　慌あわててポケットからスマホを取り出す。

　震動した理由は、ＳＮＳアプリ「Iine」のトークメッセージを受信したからだった。

　友達の少ない俺のスマホに、Iineのトークメッセージを送ってくる奴やつなんて、今のところ一人しかいない。

『電話番号の登録の仕方を忘れちゃったの助けてー（涙なみだ目め）』

　涙を流している顔文字と共に、俺のIineに届いたメッセージ。

　送り主は、葉月だ。

　普ふ段だんの口調とは明らかに違う、女の子らしい会話文に戸と惑まどいを隠かくせない。

『あと、朝から頻ひん繁ぱんにアップリケートをしてくださいっていう通知が来るんだけど、これはなんなの？（はてな）』

『きゃあ！（びっくり）　変な画像をタッチしちゃったらウィルスなんとかの、お試ためし版が、どうのって出たんだけど、これってどうしたらいいの？』

『ごめーん（てへぺろ）。下上から来た返事、読む前に間違って消しちゃったみたいなの～。もう一回送って』

「はあ……」

　深いため息を吐つく。

　携けい帯たいゲーム機も満足に扱あつかえない葉月に、スマホのなんたるかを理解できるはずがない。

　結局、しわ寄せは、全部俺に来る。

　葉月は、わからないことがあるたびにIineのトークメッセージで、俺に泣き付いてきた。

　お陰かげで葉月は、俺宛あてへメッセージを送ることだけは上手うまくなったみたいだけど、それ以外のことに関しては、まったく無知のままだった。

「あとで教えてやるから、とにかく今は、なにもせずに放置しておけ……と」

　葉月がスマホを手にしてから、俺のスマホも休まる暇ひまがなかった。

「ユーキ、まだ用事は済まないの？」

　リーンが教室から顔を覗のぞかせる。

「ああ……そろそろ──」

　とかいってる間に、またもブーンッとスマホが震動する。

　早くも葉月からの返信が来たみたいだ。

「悪いリーン、もうちょっと待ってくれ」

「さっきから、ユーキはなにを細かく操作しているの？」

「これか？　スマホっていうんだけど、リーンにはわからないよな？」

「うん、わからない。それは、そんなに大事なものなの？　部活に行くよりも？」

　リーンが、ちょっと悲しそうな表情をしている。

　さすがに待たせすぎたか。

「あ、そうだ。葉月とは、部室で話せばいいんだよ。どうしてそれに気付かなかったんだ。俺のバカ」




「……で、そこを押して新規追加を選んで番号を入力するんだ。あと、ダウンロードしちゃった体験版は、すぐにアンインストールしろ。それと本体のアップデートは、ちゃんとしとかないとダメだからな？」

「ちょっと待って、一気に言うでない！　えーっとまず新規追加と……」

　葉月は、左手でスマホを固定し、右手で一つひとつの操作を確かめるような手つきで画面をタップしている。

「むむむっ。これは、本当に厄やつ介かいな代しろ物ものじゃ。こちらの世界の住人になるためには、こんな複雑な機械を使いこなさねばならんとは……甘く見ておったわ」

「ねえ、ユーキ。葉月が持ってる小さな機械は、この世界の誰だれもが持ってるものなの？　そして、持っていないといけないものなの？」

　リーンの質問は、なかなか答えが難しい。

「みんな持ってるわけじゃないが、高校生全体の七割程度が所持してるらしい」

　けれども、満足に使いこなせてる奴は、そのうちの何割ぐらいだろう？

　俺だって、ほとんどネットとゲームをやることにしか使ってない。

「それと、持ってないといけないのか、という質問に対しては、持ってなくてもこの世界では生きて行ける。だけど、持っていた方が便利なこともある……って答えるしかないな」

「要するに、生活を便利にするための道具という解かい釈しやくでいいのね？」

「その通り。葉月みたいに、使えもしないのに興味本位で持ちたがる奴もいるしな」

　しまった言い過ぎたか？

　だけど葉月は、スマホに夢中になってて、俺の言葉など耳に入っていなかった。

「なあ、下上。これってなんなのじゃ？　いきなり画面に表示されたんじゃが……」

「どれどれ？」

　と、覗き込んだ葉月のスマホの画面越ごしに──。

「むー……」

　ふくれっ面つらのリーンが目に入った。

　あ……やべ。

　一いつ緒しよに（ネットの世界に）冒ぼう険けんに行くって約束したのに、ずっとほったらかしだった。

「今日は、もう帰る。山菜を摘つみにいかなきゃならないから」

「わ、悪いリーン。待たせちゃって……。もうちょっと待っててくれるか？　あとで一緒にエオルレアで冒険しようぜ？」

「ううん、いいの。わたしは、わたしでやることがあるから……それじゃ」

　リーンが拗すねるのはいつものことだけど、今回は特に機き嫌げんが悪いみたいだ。

　慌てて部室の外までリーンを追いかける。

「リーン、悪かった……」

　でも、スマホの操作を訊きいてくる葉月を無視するわけにもいかない。

　どうしたら……。

　そうだ！

　リーンも、スマホを持てばいいんだ。

　そうすれば、リーンは仲間はずれになることもない。

　なぜ、こんな簡単なことに気づかなかったんだろう。

「リーン。今から俺と出かけようぜ」

「どこに行くの？」

「オンラインの世界じゃない、リアルな冒険に出発するんだ。この冒険をクリアすれば、リーンの新しい装備が手に入るぞ」

「冒険……新しい装備……」

　瞬またたく間まに、リーンの表情に明るさが戻もどっていく。

「い……行きたい！　でも、どこに冒険に行くの？」

「行き先は俺に任せろ。でもその前に、もう一人仲間を増やそう」

　今回のクエスト達成には、必ひつ須すのメンバー。

　それは……。




「思い切ったわね～。リーンにスマホを持たせようだなんて」

　俺たちは、高たか木ぎ先生を仲間に入れて、三人編制のパーティーで郊こう外がいにある大型家電店「ジョー○ン」という名のダンジョンへ向かっていた。

「下手をすれば、宝の持ち腐ぐされになる可能性があるわよ。そこんとこ、わかってる？」

「大だい丈じよう夫ぶです。使い方は、全すべて俺が教えます。それに現代に溶とけこむためには、スマホは必須アイテムでしょ？」

「うん、まあ……そうねぇ。あんたたち高校生にスマホなんて、と思わなくもないけど、これもリーンの経験になると思えばねぇ……」

　契けい約やく料や月々の通信費は、高木先生に出してもらうことになった。

「リーンには、ご飯作ったりとか、保護者らしいことをしてあげられてないから、このぐらいはやらせて欲しいのよ」

　……というのが理由らしい。

　高木先生って、保護者の自覚あったんだ……これが俺の率直な感想だった。

「冒険、冒険楽しいな～♪」

　先頭を歩くリーンは、いまから自分がなにをしに行くのか、今一つわかっていない。

　だから、鍋なべの兜かぶとにフライパン盾たて。そして腰こしには包丁とフル装備だった。

「ユーキ。ちゃんと付いてきてる？」

「もちろん。先導は任せたぞ」

「任せて！　勇者たるもの一度通った道は、そう簡単に忘れないわ！」

　言うだけあって、リーンは学校から駅前への道を迷わず進んでいた。

　これは、リーンの特技といってもいいだろう。




　そして俺たちは、大型家電店「ジョー○ン」に到とう着ちやくした。

「ほえ～」

　巨きよ大だいな店構え。

　田舎いなからしく、駐ちゆう車しや場じようも広々としている。

　建物の外面はガラス張りで、中の様子がはっきり見える上に、店内は煌こう々こうと明かりがついている。

「どうだリーン。ここが、現代世界のダンジョンだ。攻こう略りやくしてみたいと思うだろ？」

「ごくっ……。なんだか、今まで挑いどんだことのないタイプのダンジョンだわ。正直、どこから入ればいいのかすら、わからない……」

「安心しろ。俺は、このダンジョンに何回も来てる。ここから先は、俺が道案内してやる」

「お願いね。ユーキのこと、頼たよりにしているから！」




「よし、到着だ。リーン、ストップ！」

　俺たちは、『docodemo』のロゴマークがあるスマホ売り場で立ち止まった。

「ここには……葉月やユーキが持っているものと、同じ物が置いてあるのね？」

　ディスプレイされている無数の見本を目にして、リーンが宝物を目の前にした冒険者のように表情を引き締しめる。

「そうだ。これはスマホっていうんだ。リーン、お前が今日手にする新しい装備とは、こいつのことだ！」

「これが、わたしの新しい装備……」

　リーンの目には、最新機種のスマホは、どういう風に映っているんだろう？

　小さい石版だな、としか思っていないかもしれない。

「機種はそれでいいの？　こっちにも色々あるわよ。へー、こういうのも出たんだ」

「ど、どれがいいの？　一いつ杯ぱいあってわからないわ……」

　高木先生の一言で、狼狽うろたえてしまうリーン。

「まあ、最初だから、俺や葉月が持ってるのと同じ機種でいいだろ。その方が、俺も使い方を教えやすいしな。色はどれにする？」

「色も……ユーキと同じでいい」

　じゃあ、購こう入にゆうするスマホは決まったな。

「いらっしゃいませ。お客様、新規でご契約ですか？」

　店員さんが近寄ってくる。

「リーン、この目の前にいる人が、このダンジョンのボスだ」

　当然、店員さんには聞こえないような声で囁ささやいている。

「だけど、どうみても普ふ通つうの人に見えるわ」

「このボスの倒たおし方は、少々特別でな。決まった手順を踏ふまないと、永久に倒せないんだ」

「うん、そういうボスっているよね。わたしは、少し苦手かも……」

「俺に任せろ！　俺は、攻略方法をばっちり知っている！」

「ユーキ！　頼たのもしい……」

　きらきらした目をこちらに向けてくる。

　初心者が、上級プレイヤーを見る時の〝憧あこがれの眼まな差ざし〟という奴やつだ。

「それでは、こちらへどうぞ。ご契約の手続きを致いたします」

　店員さんはさすがにプロだ。

　リーンの変な格好を目にしても、一いつ切さい表情に出さない。

「はい……」

　先頭に立つリーンは、不安そうな表情で、店員さんと向かい合った。

　俺は、リーンにこっそり耳打ちする。

「いよいよ戦せん闘とう開始だ。俺と高木先生が、背後からサポートするから、リーンはまず様子を見ることに徹てつしろ。いいな？」

「わかったわ。ユーキに任せる！」

「では、まずお客様ご本人だと確かく認にんできる身分証などを拝見できますでしょうか？」

　てんいん　のせんせいこうげき！

「な……なに？　身分証？　なにそれ……？」

　リーン　はうろたえている！

「事前に高木先生から借りていたコイツが役に立つ！」

　おれ　はリーン　の『ほけんしょう』と『がくせいしょう』をつかった！

　てんいん　はそれをうけとった！

「ご確認させていただきます。コピーを取らせて頂いてもよろしいでしょうか？」

　てんいん　のはんげき！

「え？　あの……その……」

　リーン　はこんらんしている！

「はい。大丈夫です」

「それと、契約者様が未成年の場合、保護者の方の同意書が必要になりますが……」

「……どういしょ？　えーと……えっと……」

　リーン　はあわてふためいている！

「ここにあります。事前に記入して、捺なつ印いん済みです」

　たかぎ　はどういしょをつかった！

　てんいん　はそれをうけとった！

「それと保護者の方の身分証は、ございますか？」

「…………」

　リーン　はみをまもっている！

「運うん転てん免めん許きよ証しようでいいかしら？」

　たかぎ　はうんてんめんきょしょうをつかった。

　てんいん　はそれをうけとってかくにんした。

「念のため、こちらもコピーさせて頂いてよろしいでしょうか？」

「どうぞ」

　てんいん　はせきをはずした。

「……あ、あのユーキ。これでいいのか？」

「ああ。今のところ俺たちが、優位に戦いを進めている。リーンは、そのまま（なにもしなくていい）」

「わかったわ！」

　リーン　のＨＰがかいふくした！

「お待たせいたしました。こちら、免許証と保険証をお返しいたします。それでは、ご利用プランをご選せん択たく頂きたいのですが、いかがいたしましょう？　このように、通話プランにはＡプラン、Ｆプラン、Ｍプランとあります。それプラス、オプションプランとして、特割。深夜通話無料。家族割引きなどがございます。どれをご選択いたしますか？」

「…………」

　リーン　はいしになっている！

「リーン、ここは俺に任せろ！」

　おれ　は『りょうきんプラン』のじゅもんをとなえた！

「まず、あまり通話はしないので、基本料金だけのＡプランで。でもネットは使うので、データ定額５ＧのＶプランで。あとＬＴＥＮＥＴの接続サービスは必ひつ須すとして、『docodemo』の学生割引きを使用します！　あとはテザリングオプションと電話基本パック。故障した時のための月々保証に加入。その他の余計なオプションには加入しません。以上！」

「…………」

　リーン　はぽかんとして　ユーキ　をみている！

「お支し払はらい方法は、いかがいたしましょう？」

「クレジットカードで」

　たかぎ　はクレジットカードをつかった！

「……かしこまりました。ただいま加入手続きに入りますので、少々お待ちください」

　てんいん　はてったいした！




　よし、何事もなく無事に終わった。

「（スマホを）買ったぞリーン」

「（戦闘に）勝ったの……？」

「終しゆう盤ばんの店員の猛もう攻こうはえげつなかったな。さすがの俺も、冷ひや汗あせが出るほどの死し闘とうだったけど……リーン、よく頑がん張ばったな？」

「わたしは、なにもしてないわ。全部ユーキとミズエのお陰かげよ……。でも、ありがとう。この世界にきて、勇者として初勝利だわ」

　よっぽど嬉うれしかったのだろうか、リーンは目に涙なみだまで浮うかべている。

　現代世界にやってきて、勇者らしいことは一つもできてなかった。

　それが今日初めて、それらしいことができたんだ。

　リーンが感激するのは、もっともに思えた。




「ありがとうございましたー」

　ジョー○ンを出た俺たちは、無事目的を果たせた喜びに浸ひたっていた。

「あああ、[image: あ゛][image: あ゛]～、気持ちいい[image: あ゛][image: わ゛]ー」

「高木先生、なにしてるんですか？」

「ちょうど電動マッサージ機が欲しかったから、ついでに買ってきたんだけど……[image: あ゛][image: あ゛]こりゃあ効くわ。[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]」

　リーンとは、違ちがう意味で人目を気にしない人がここにも……。

「ミズエ……なんだか、魔ま法ほうのステッキを当てられて、痺しびれている人みたいね」

「なんとも微び妙みようなたとえだな」

「それにしても……これが、わたしの新しい装備なのね？」

　リーンは、手に入れたばかりの新品のスマホを、大事そうに手に乗せている。

「使い方は明日あした俺が教えてやるから、今日は電源を切って大事にしまっておけ」

「う、うん」

「あ、でもその前に」

　俺は、自分のスマホを取り出した。リーンが持っている物とまったく同じ色と形。

「こいつで……と」

　リーンのスマホと、俺のスマホを重ね合わせて、俺の電話番号をリーンのスマホに送り込む。

「これで、俺の番号は入力できた。この続きは明日な？」

「なんだかよくわからないけど……わかった！」

　リーンは、大事そうにスマホを抱だきしめる。

「くれぐれも、スマホを武器として扱あつかったり、変なことして壊こわしたりするなよ？」

　リーンはこれまで精密機械というものを所持したことがないだろうから、色々と不安だ。

「心配しないで。これは大事に扱う……」

　そういって、我が子を抱だくようにスマホを優やさしく抱きしめた。

「わたしが、この世界に来てユーキたちと一いつ緒しよに勝ち取った初めてのアイテムだから、絶対に大切に扱う。一生、手放さないから……」

「──ッ!?」

　リーンが見せた女らしい表情に、思わず俺は言葉を詰つまらせてしまった。

　そんなに嬉しかったのかよ……。

「オンラインゲームの世界で冒ぼう険けんするのもいいけど。リアルな冒険も、たまにはいいな」

「うん！　また一緒に冒険しようね！」




「寝ねるなぁ～！　寝たら死ぬぞぉ!!」

　深夜。俺は、珍めずらしく勉強しようと机に座っていた。

　勉強しようと決意した訳は、中間テストが近いから、いまのうちに準備しておくんだよと、高木先生から発はつ破ぱをかけられたからなのだが……。

　いざ机に座っても、まったく気分が乗らない。

　ブーンッ。

　ん？　また葉月からIineのトークメッセージか。

『下上、いまなにしてたの？（たばこスパーの絵文字）』

　いまなにしてた、とは唐とう突とつな質問だな。

『勉強しようとしてたんだ!?　へえ～、偉えらいわね。そういえば中間テストも近いって言われたものねー。さすがの下上も、成績を気にしてるんだ？（ゲス笑いの絵文字）』

「そうだよ。それのどこが悪い……と」

　すぐに葉月から返事がくる。

　この前スマホを手に入れたばかりなのに、早くも文字の打ち方に慣れてやがる。

『ちなみに下上の得意な教科ってなに？　私の予想だと、数学と英語は苦手でしょ？　どう当たってる？（ドヤ顔の絵文字）』

「正解……と」

『やっぱりね！（歓かん喜きの絵文字）　ちなみに国語は得意？　私は国語は苦手ね。この国の言葉って、名もなき世界の言葉に似てるから覚えやすいけど、テストとなると話は別だよね（うるうるした目の絵文字）』

　葉月とのトークメッセージのやりとりを行うのは、ここ毎晩のことだ。

　どうやら葉月は、暇ひまな夜の話し相手を欲ほしがってるみたいだけど、まさかこの俺に白羽の矢が立つとはなあ。でも、勉強しなきゃいけないのに……。

『リーンをトークに招待しました』

　こういう時、俺はリーンをトークに招待することにしている。

　まだスマホの操作に慣れていないリーンを会話に混ぜることで、葉月から会話を続ける気力を奪うばい去ろうという魂こん胆たんだ。

『ゆーき　　こんばんは　　　どした　？』

『よお、リーン。なにしてたんだ？』

『いま　　みずえ　と　　　おふろ　　はいってた　　』

　なんと。一緒に住んでる高木先生と、お風ふ呂ろに入っていただと？

　それは是ぜ非ひ、拝ませて欲しい光景だったな。

『ちょっと！　なんでリーンが、トークに混ざってくるの……じゃ!?』

　葉月は、慌あわてて中二口調に戻もどした。

　Iineのトークメッセージでも、律りち儀ぎに普ふ段だんのキャラを守ろうとする葉月の努力は、涙ぐましいものがある。

『なんで　　　といわれても　　こまる　　　ゆーき　　　しょうたいしてくれた』

『いま下上と大事な話をしてたのじゃ。少しは、遠えん慮りよせい!?』

　大事な話って……なんでもない普ふ通つうの会話だったけどな。

『なら　　わたしもまぜてほしい　　ゆーきばかりに　　ふたんしいるの　かわいそ』

　まだスマホで文字を打つのに慣れていないから、リーンの打った文字は、全部平ひら仮が名なになってしまう。その上、字の間に無意味な空白が入る。

　今いま頃ごろ、スマホの画面を食い入るようにみつめて、一いつ生しよう懸けん命めい文字を打っているんだろう。

『下上は、現代攻こう略りやく部ぶの部長であるから、部員の話を聞くのも役目の一つなのじゃ』

『こんなじかんに　　まで　　つきあわせるのは　　　ひじょうしき』

『リーンには関係ないのじゃ!?　我と下上の会話に口出ししてくるでない！』

『かんけいなくない　　　わたしも　　　げんだい　　こうりゃくぶ　　だから』

『んぐぐぐっ！　リーン、貴様、いい加減に文章の打ち方ぐらい慣れるのじゃ！　貴様とやりとりしてると、イライラしてくる！』

『　　　ごめん　　　』

『もういい。今日はもうおしまいじゃ。また明日学校でな』

　どうせ明日の教室で顔を合わせるんだし、わざわざこんな夜遅おそくに話さなくてもいいんだよなぁ。

　葉月がトークグループから去ったあと、俺とリーンは二人っきりになった。

『ゆーき　　じつは　　さっきみずえが　　おふろでおもしろい　　　ことになってたの』

『高木先生が？　へー、どう面おも白しろかったんだ。教えてくれよ』

　そのあと、リーンとしばらくトークメッセージをやりとりしてから床とこに就ついた。

　リーンとの会話が、予想外に盛り上がってしまったため、勉強は結局やらなかったけど……それはまあ、明日でいいか。








第九話　海へ行こう！　そして、勇者たちに試練が待ち受ける









　現代攻略部の部室では、『恋れん愛あいラブレーション』の鑑かん賞しよう会が、定期的に開かれている。

　全五二話だから、最後まで観み終おえるのは、なかなか骨が折れる。

　でも、『恋愛ラブレーション』の鑑賞会（と『はかない』の読書会）は、この部が成立した当初から行ってきたメインの活動だ。

　このアニメを通して、リーンたちに現代世界の常識を学んで欲しい、という俺の願いは、いつか叶かなう日が来ると信じている。




『カガミくん、せっかく海に来たんだから、沢たく山さん思い出作ろうね？』

『だーめ、カガミくんはあたしに泳ぎを教えてくれるって約束したんだから。ねぇ、カガミくんの泳ぎのテクニックをあたしに見せてよぉ』

『カ……カガミは、私の身体からだに日焼け止めのクリームを塗ぬるのだ。早くしろ……っ！』

『恋愛ラブレーション』の登場人物たちが、海に行った第四三話は、屈くつ指しの名エピソードと呼ばれていて、ファンの間でも人気が高い。

　いままで数多くのヒロインとの修しゆ羅ら場ばを、類たぐい希まれなる『運』の良さと、『難なん聴ちよう』の才能で乗り越こえてきた主人公のカガミが、とうとう追い詰められる日が来たという展開は、ここまで、やきもきさせられてきたファンの心を滾たぎらせた。

『えー、カガミくんは、私と約束してたのに。どういうことなの？　私のこと、好きって言ってくれたよね？』

『ちょっと待て。カガミくんは、あたしにも好きって言ってくれたよぉ？』

『私もだ。カガミ、いったいどういうことなんだ？』

　カガミくんに好意を寄せる三人のヒロインのアタックは凄すさまじく、さすがのカガミくんも、ついに万事休す。

　とうとう、一人の女を選ぶ日が来るのか……。

　最終回に向けて、いよいよ物語が動き出す！




「海か～。行ってみたいよねぇ！　海に行って若者らしく遊ぶのがぁ、この世界で生きていくために必要なことだと思うの！」

『恋愛ラブレーション』の海へ行く回を観て、ソシエは海に行きたいと言い出した。

　ソシエ一人が主張しているだけなら、軽く受け流すこともできたけど……。

「海!?　わたしも行きたいわ！　海に行けば、きっとモンスターに遭そう遇ぐうするわよね!?　あのおっきなダイオウイカにも、会えるかもしれないし！」

　ダイオウイカは、深海にしか存在しない生き物だと説明したはずなのに、リーンの頭からは、都合の悪いことなどすっ飛んでいるみたいだ。

「なるほど海ですか……。浜はま辺べでならば、周囲の目を気にすることなく、存分に剣けんの鍛たん錬れんができますわ」

　部室に遊びに来ていたキララも、ソシエの賛同者になった。

「たまには、人の目を気にせず、この大剣を存分に振ふり回したいですわ。平へい穏おんな世界に甘えて、剣の腕うでを鈍にぶらせてしまっては、元の世界に戻った時に困りますからね」

　学校では、他ほかの生徒たちの目があるから、思いっきり大剣を振り回せなくて、フラストレーションが溜たまっていたようだ。

　でも、キララはなにかというと、剣を抜ぬいて、人目も気にせず振り回していた気がするけどな……。

「我は行かぬ。我が、この季節に海へ向かうと、必ず災わざわいが起こると何百年も前から予言されておるのよ……くくくっ」

　唯ゆい一いつの反対派は、葉は月づきだけだった。

「泳ぎに行くんじゃないの！　海には、ラブロマンスが落っこちているのよぉ！　葉月知らないのぉ？」

「ラブロマンス……？　なんじゃそれは？」

「男と女が距きよ離りを近づける場所といったら、夏は海。冬はスキー場って決まってるのよぉ」

　カップルが仲良くなる場所なんて、他にも沢山あるだろ。

　ソシエの奴やつ、またなにか変な雑誌でも読んで、適当な知識を仕入れてきたな？

「というわけで、今度の休みの日にみんなで海に行くよぉ！　もう、決まりだからねぇ！」

「異論ないわ！　とっても楽しみ！」

　ハナから、俺の意見は聞いてくれない。

　ふっ、わかっていたさ。

「というわけで部長さん。当日はぁ、ちゃんと海まで案内してよねぇ？　お・ね・が・い」

　そんな風に可愛かわいく腕に抱だきつかれたら──俺は、うんって言うしかないじゃないか。

「まかせろ！　当日までにちゃんと調べとくからな！」




　そんなわけで、電車とバスを乗り継ついで、ようやく辿たどり着いた太平洋。

　ゴミだらけの浜辺に、まだ波の荒あらい海が、視界一面に広がっている。

「うわぁ！　これが、こっちの世界の海なのねー！」

「生あい憎にくの空模様だけどな……」

　せめて天気さえよければ、まだ気持ちよかったんだろうけど……今日に限って微び妙みような曇くもり空。

「うう、寒いよぉ～」

　当たり前だ。海開きはまだ当分先だぞ。

　俺たち以外に、海水浴客なんて当然いるわけもなく……。

「……しょうがない。〝キャンプ〟の準備をするか」

　とはいっても、本格的なサバイバルテントを張るわけじゃない。

「キララ、そっち押さえててくれ」

　みんなで協力してビニールシートを広げて、パラソルを立てただけの簡単な拠きよ点てん（キャンプ）が完成した。

「みなさ～ん！　海での活動は、全すべてこの拠点を中心に行うことですわ！　この拠点が視界から外れるような場所には行かないこと！　いいですわねぇ？」

　キララが、引率の先生みたいにみんなを仕切ってる。

　さて、海に来て、拠点も完成した。

　実は、俺も友達と海に来るのは初めてだ。

　普通は、このタイミングで水着に着き替がえるんだよな？

　女の子の水着姿を間近で見るのは生まれて初めて。期待で胸がはち切れそうだ。

「葉月ぃ～。そんなむすっとした顔してないで、さっさと水着になろうよぉ」

　積極的に水着に着替えようとしているのは、ソシエだけだった。

「なぜ、こんな寒いのに水着になる必要があるのじゃ？　海に入るわけでもあるまいに」

「のんのん。違ちがうよぉ。海に来たら、淑しゆく女じよは水着になるものなの。それが、もてる女の嗜たしなみってやつなのよぉ、ね？」

　と、なぜかソシエは、こちらに視線を送ってくる。

　俺は、ソシエの言葉なんて耳に入ってませんよ、という顔をしながら、外国文学の金きん字じ塔とう『赤と黒』に表紙をカモフラージュしたエロライトノベル『おっぱいぷるん』先生の新著である『爆ばく乳にゆう☆イマジネーション』を熟読していた。

「ここは部長さんに任せてぇ、向こうで水着に着替えてこようよぉ。リーンも、一いつ緒しよに更こう衣い室に行こ？」

「我は、絶対に水着になどならぬ。この黒いローブを纏まとっていないと、海から来る謎なぞの電波に撃うち抜かれて死ぬからだ」

　中二病の葉月にしては、雑な言い訳だな。

「わたしは、とっくに制服の下に着用済みよ！　もし、ダイオウイカに水中に引き込まれてしまっても、慌あわてずに戦えるように、あらかじめ家で着てきたの」

　リーンが自じ慢まんげに胸を反らす。

「さすがリーンだねぇ。葉月もリーンにならって、水着着ようよぉ？　葉月の水着も用意してきたからさぁ。部長さんに水着姿を見られるのが嫌いやならぁ、上にローブ羽織っててもいいよぉ」

「ち、違う……！　あんな奴に水着を見られたからって、なんとも思わぬ！」

「じゃあ、水着になるのは、全然オッケーだよねぇ？　さ、向こうで着替えよう？」

「くっ、着替えるだけなら構わぬが……」

　ソシエに強引に押し出されて、葉月も渋しぶ々しぶ更衣室に向かった。

『爆乳☆イマジネーション』は、ちょうど中ちゆう盤ばんの山場（エッチなシーン）に差し掛かかっていた。

　おっぱいぷるん先生のおっぱいに対する愛情が、文章の端はし々ばしに表われていて、共感することばかりだ。さっきからページを捲めくる手が止まらない。

「おまたせぇ～」

　俺の頭上に四人分の影かげが覆おおい被かぶさる。

「ん……？　おおっ!?」

「えへへ……。どう部長さん？　ソシエたちのぉ水着姿はさぁ？」

　女の子らしい花はな柄がらの水着に身を包んだソシエが、上体を反らしてセクシーなポーズを取っている。

　俺は、持っていた『爆乳☆イマジネーション』を投げ捨てた。

　ソシエたちの素す晴ばらしい姿に、俺の興奮はいきなりピークに達した。

「部長さん、なにか言ってよぉ？　それとも、あまりの素晴らしさに言葉も出ないのぉ？」

　細身なソシエは、脚あしもお尻しりも、子どもみたい華きや奢しやだ。脇わき腹ばらには肋ろつ骨こつまで浮うき出てるが、おっぱいだけは、顔に似合わず結構量があった。

　うーむ。これはなかなか……。

　大盛りとは言わなくても、中盛り程度のボリュームは確実にあるよな……。

　俺は『爆乳☆イマジネーション』の主人公である『おっぱいマエストロ東とう郷ごう俊しゆん太た郎ろう』になった気分で、ソシエの水着の下に隠かくされた二つの乳ち房ぶさを識別する。

　ソシエは身体からだのパーツが全体的に細いので、おっぱいの膨ふくらみが、普ふ通つうの女性よりも際きわ立だってみえる。いわゆる、巨きよ乳にゆうに見える体形という奴だ。

　よし、ソシエのおっぱいは七五点！

「やだ、部長さんの目がちょっと怖こわい。男の目になってるぅ……。おっぱいばかりじゃなくて、もっとソシエの全体を見てよぉ」

　とか言ってる癖くせに、ソシエは花柄の水着に包まれたおっぱいを、左右から寄せるようなポーズを取って、真ん中の谷間を強調してくる。

　なかなか、やることがあざといけど……いいぞもっとやれ。プラス五点！

「ソシエ、変なことしてユーキを困らせないでよ」

　口を挟はさんできたリーンは、学校指定の水着を着ている。

　正直色気はない。だけど身体にぴったりと張り付いた水着は、リーンの腰こしのくびれや、お尻の張りをありのまま見せてくれる。

「どうしたのユーキ？　さっきから顔が赤いけど？」

　制服の上からでも気付いていたが、リーンはキララほど背せ丈たけがあるわけでもないのに、モデルのようにスタイルがいい。

　胸の大きさもソシエに負けてない。

　その上、お腹の辺りには、無む駄だな脂し肪ぼうがついてないから、出るところはちゃんと出てるのに、引っ込むところは、ちゃんと引っ込んでるという理想的な体形をしてる。

「あれぇ？　部長さん、もしかしてリーンの水着姿みて照れてるのぉ？　あたしには反応してくれなかったのにぃ～？　ひっどーい。傷ついちゃうよぉ！」

「な、なんの話だ？　俺は別にリーンの腰なんて見てないぞ！」

「なにそれぇ？　あたしの腰は見てくれないのぉ？　酷ひどいよ部長さん、うえーん……」

　ソシエはバレバレの噓うそ泣きをはじめた。

「あれ？　キララと葉月も、水着に着替えたんだろ？」

　俺は慌てて、葉月たちに話を向けた。

　葉月は、スカート付きの可愛い水着を着ているようだが、上に黒いローブを羽織っている。

「言ったはずだ。このローブを脱ぬぐと、白昼の見えない月から放たれる熱線に打たれて、皮ひ膚ふが爛ただれてしまうのだと……」

　さっきと言い訳が変わってるけど……要するに小さい胸を、人に見られたくないんだな。

　しかし、おっぱいマエストロの心眼を以もつてすれば、ローブの下のおっぱいの形など、容易に想像できる。

「むむ、これは。なんて貧弱なおっぱいだ。こんなに可哀かわい想そうなおっぱいは見たことがない。本来なら二五点だが、同情してプラス一〇点！」

「誰だれが同情して欲しいと言った!?　というか、貴様とんでもないことを口走ったな!?」

「しまった！　熱中のあまり、東郷俊太郎になりきりすぎてしまった！」

　だけど、葉月以上に肌はだを露ろ出しゆつしてない人がいる。

　一番端はしにいるキララは、体育の授業で着るスウェットを、上下とも着用していた。

　おっぱいどころか、生足すら晒さらそうとしていない。

　むしろ、制服時より露出が減っている。

　おっぱいぷるん先生の本を読んで高まった俺のおっぱい熱を満たしてくれるのは、キララのおっぱいしかない、と勝手に期待していただけに裏切られた気分だ。

「そんな残念そうな顔をされても困りますわ。たとえ勇ゆう気きさんでも、安易に素す肌はだを異性の前で晒さないのが、聖せい騎き士しの嗜みなのです」

「聖騎士の嗜みだなんて噓に決まってるじゃん！　きらっちは、恥はずかしいだけなのよ」

　ソシエが、キララに抱だきついてスウェットを強引に剝はぎ取ろうとする。

「こ……こら、ソシエなにをするのですか!?　やめるのですわ！　きゃあ！」

　いいぞソシエ！　頑がん張ばれ！

　心の中で、猛もう烈れつにソシエを応おう援えんした。

「ちょっと、やめないと……怒おこりますわよ！　いや……ふふっ……！」

「きらっちの弱点はっけーん。脇腹をくすぐられると、弱いみたいだねぇ？」

「ふふふっ。やめるのですわ……やめてぇ！　そこは……本当に……うふふふふふっ！」

　ソシエがくすぐるたびに、キララの身体から、みるみる力が抜ぬけていく。

　さらにソシエは、とどめとばかりにスウェットの上着に手を突つっ込んで、直接脇腹をくすぐった。

「うふふふふっ。やめて～！　そこは、本当に……弱いの……。ん、もうダメですわ！　あははは、あははははははは！」

　キララが、こんなに笑っているのは初めて見た。

　滅めつ多たに見れない貴重な光景だ。せっかくだから、動画に収めておこう。

「リーン！　今だよ！　きらっちのスウェットを奪うばいとって！」

「装備を剝ぎ取るんだな？　任せろー！」

　リーンもソシエと一緒になって、キララのスウェットを脱がせていく。

　なんと！　トレーナーの下には、真っ白なビキニを着けているだけだ。

「ぐはっ！　な、なんだその刺し激げき的な水着は……!?」

　しかも、キララが身に付けているのは、布の面積が極きよく端たんに少ないマイクロビキニという奴やつだ。

　陶とう器きのように透すき通った肌。

　そしてなにより、おっぱいぷるん先生の小説に出てくるヒロイン以上に、巨大なおっぱいが、ひときわ目立っている。

「これはもう一〇〇点だ！」

「あははは……やめてください、ソシエ……もうこれ以上は……あはははははっ！」

　キララは、まだくすぐられていると思って、砂すな浜はまの上を転がりながら笑っている。

　自分が、スウェットを剝ぎ取られたことにも気付いていないようだ。

「むむむ。これは。キララの着ているこの水着は──!?」

「どうしたのリーン？　この水着は、あたしがきらっちのためにぃ選んだ水着だよぉ」

「いったいどこで買ったの？　これは、伝説の装備『危なすぎる水着』よ！」

「なにそれ？　そんなの聞いたことないよぉ……それよりも部長さん、さっき『一〇〇点だ！』って叫さけんだよねぇ？　それってどういう意味なの？　きらっちが一〇〇点なら、ソシエは何点なのぉ」

　まさかの時間差ツッコミ!?

「リーンの腰とかぁ。きらっちのおっぱいとかぁ……部長さんは、色々目移りしてたみたいだけどぉ……」

　ソシエは俺の隣となりに来て、ビニールシートに腰を落とした。

「ソシエのことはぁ、どう思ってるのぉ？　あたしはぁ、ちょっと身体が小さいかもしれないけどぉ。二人には負けてないところ、沢たく山さんあるつもりだよぉ？」

「ちょっ、ソシエ。顔がち……近い」

「それに部長さんならぁ、直接タッチも……ありなんだけどなぁ」

　ソシエが俺の手をつかんだ。

　そして、その手を花柄の水着の胸の辺りに持っていく……。

「待てソシエ。おっぱいマエストロは、直に触ふれずに乳の審しん美びを見み極きわめるのが、ポリシーなんだ。直接タッチしてしまうと、マエストロの資格を協会から剝はく奪だつされてしまう！」

「このような辱はずかしめを受けるとは……屈くつ辱じよくですわ！　いっそのこと、くっ……殺しなさい！」

　ソシエに散々くすぐられて、水着姿にさせられたキララは、砂浜の上で倒たおれ込んだまま、涙なみだぐんでいた。
















「キ、キララをこのままにしておくのは可哀想だ。とりあえず服を着せてやろうぜ」

　とか理由をつけながら、俺はソシエの傍そばから離はなれた。

「あー、部長さん逃にげたぁ～。ん、もう！」

　ふう、危ないところだったぜ。

　今日もなんとかギリギリで、おっぱいマエストロの矜きよう持じを保てた。

「危なすぎる水着……今度は、私が着てみたい！　いつか絶対にあれを着る！」

　一方リーンは、一人でよく分からない闘とう志しを燃やしていた。




　最初は寒かったけど、お昼も過ぎて日が高くなってきたお陰かげで、徐じよ々じよに心地ここちいい気温になってきた。

　外に出て太陽の下での読書もたまにはいいな。

　でも、俺たちはのんびり日光浴しにきたわけじゃない。

　現代攻こう略りやく部ぶの部活として来てるのだから、ちゃんと現代世界のことをみんなに学ばせないと。

　昨日の夜、俺は思案した。

　海という場所は、解放的になれる場所だけど、その分危険も多い。

　リーンなんかは、モンスターに対する警けい戒かい心は人一倍強いけど、現代世界の本当の怖さは、まだ体験したことないはずだ。

　だから俺は、みんなに現代世界の『驚きよう異い』を体験させようと考えていた。

　俺は鞄かばんの中から、金きん髪ぱつのカツラとサングラス、そして派手なアロハシャツを取り出す。

「よし……こいつで〝チャラいナンパ男〟に変身だ」

　俺が別人に変装して、リーンたちをナンパする。

　それによって、現代の海には、楽しいだけじゃなく〝ナンパ男〟という『驚異』もあることを、みんなに教えるんだ。

『恋れん愛あいラブレーション』の海の回にも、ヒロインがナンパされるシーンがあった。

　あのシーンをちゃんと観みてたなら、ナンパしてくる男には、どう対処したらいいか、わかるはずだ。

　いわばこれは、抜き打ちテストのようなもの。

　いざ、『ナンパ☆ドッキリ作戦』──開始。




「……よしよし、上手うまく変装できたぞ」

　男子便所にて変装完かん了りよう。

　鏡に映った俺は、まるっきり別人だった。

　これなら、俺と気付かれることはないだろう。

　さてと、誰から引っかけてやろうかな？

「お、ちょうどリーンが、一人で行動しているじゃないか……なにやってんだ？」

「ダイオウイカは、どこにいるのだ？　勇者リーンが相手になるぞ！」

　海に向かって、大きな声で叫んでいる。

　だから、ダイオウイカは深海にしか存在しないって言っただろうが……。

　人の言うことを聞かないリーンには、可哀想だが『ナンパ男に欺だまされる』というお仕置きが必要だな。

『きゃっ、素す敵てきな人！』

『ふふふっ、欺されたなリーン！　実はこの俺だったんだー』

『そんな!?　素敵な人だと思ったのに、正体はユーキだったのね？　欺されたわ！』

　よし、リーンをナンパしにいくぞ。

「ヘイ、彼女！　なにしてるのさ～」

　声で気付かれないように、できるだけ声こわ色いろを変えて話しかける。

「だ……誰？　なんだか怪あやしい奴ね!?　まさか、魔ま王おうの手先!?」

　こらこら、初対面の人に向かって『魔王の手先』とか言うな。

「そんなんじゃないよ。僕は、君の味方さ～」

「み……味方？　本当なの？」

「もちろん。君のこと遠くから見かけて、素敵な女性だなと思って声をかけたのさー」

「あなた、もしかして……」

　む？　はやくもバレたか？

「とっても良い人ね！　この世界に、ユーキの他ほかにも良い人がいたとは、驚おどろきだわ！」

　俺の迫はく真しんの演技に、リーンはころっと欺されてる。

　こちらの狙ねらいどおりだけど、あまりにも上手く行きすぎて逆に不安になる。

「ああ、そうだよ。僕はとっても良い人さー。どう、これから僕と一いつ緒しよに遊びにいかない？　どこでも連れて行ってあげるよ～」

　あとは、どこで正体を明かすかだ。

　リーンの悔くやしがる顔が、目に浮うかぶ。

「一緒に……って、もしかして、わたしとパーティーを組んでくれるの？」

「え？」

「わたし、海の中に入ってダイオウイカと戦いたいの。ひょっとして、あなたも狙いは一緒だったのね？　職業ジヨブはなに？　武器は剣けん？　それとも魔術？」

「いや、俺はなにも使えないよ……というか、パーティーの誘さそいじゃなくて……」

「向こうに、わたしの仲間がいるわ！　新しいパーティーメンバーが増えたって、伝えてこなくちゃ！」

　まずい、ソシエたちを呼ばれると、この先の計画が全すべて水の泡あわだ。

「あ、そうだ。急に用事思い出しちゃったさ～。今日はもう帰る。またね～」




　リーンへのナンパは、成功したと言っていいんだろうか？

　本人は、パーティーの誘いだと勘かん違ちがいしていたようだし……とてもじゃないが、成功とはいえないな。

「おや？　あそこにいるのは、葉月じゃないか」

　いつものように、頭まですっぽりフードを被かぶっているから、すぐにわかった。

　てっきり魔術書でも読んでるのかと思ったけど、葉月は浜はま辺べにしゃがみ込んで、一人で遊んでいた。

「ヒトデだわ。面おも白しろい形してるわね……突つついてみようかしら？　えい！　えい！　あ、あそこにいるのは……蟹かに!?　まてー。蟹ー!?」

　蟹をみつけて、嬉うれしそうに駆かけ寄っていく葉月は、どう見ても普ふ通つうの子どもだ。

　とてもじゃないが、何千年に一人の偉い大だいなる魔術士にはみえない。

　でも、一人で行動しているのは、ありがたい。ナンパ作戦開始だ。

「ヘイ、彼女！　一人で遊んでいるの？」

「え……？」

　葉月は、変装した俺を見て、不安そうに顔を曇くもらせた。

「遠くから見てたけど、君ってすっごくかわうぃ～ね～。僕と一緒にドライブいかない？」

「…………」

「ん？　どうしたの？　僕は、怪しいものじゃないよ？」

「怪しい男め……我に、気安く声をかけるでない。我は、五千年に一人の偉大なる〝暗黒魔術士〟であるぞ」

　フードの下で、葉月の両目がぎろっと光った。

　殺気のある視線に、背筋が思わず冷たくなる。

「我の前から消えるがよい──死ね！」

　冷たい空気が、葉月の周囲に集まっていく。

　まさか、これは氷系の魔術？

　変装したまま凍こおらされたりしたら、一生の恥はじだ。

「ご、ごめん！　お兄さん、急用思い出したから、またねー！」

「こら、逃げるでない！」




　なんとか逃げ切れたか。

　危あやうく、間ま抜ぬけなナンパ男の氷漬けのオブジェになってしまうところだった。

「うーん、最初は楽勝だと思っていた『ナンパ☆ドッキリ作戦』だけど、一回も成功しないなあ」

　でも、次のターゲットはソシエだ。

　ソシエは、普通の女の子に近い感覚を持ってるから、きっとナンパされて嬉しいはずだ。

　せっかく変装道具まで持ってきたんだから、一回ぐらい成功させないと、俺が可哀かわい想そうすぎる……。

「ヘイ、彼女～。一人～？」

「え？　誰だれあんた？」

　よしよし、ソシエにも俺の変装はバレてないぞ。

「君のこと、ずっと遠くから見てたんだ。君、すっごく可愛かわいいね～」

「か……可愛いぃ？　ソシエのこと言ってるの？　うれしぃ～！」

「これから、僕とどこかに遊びに行かない？　ちょうど、向こうに車を停とめてあるんだよね～」

「えーほんとに？　車に乗せてくれるのぉ？」

　ソシエを物もの陰かげに連れてって『ざんねん俺でした！』と正体をバラす予定だ。

　いったいソシエは、どんな顔をするだろうか？

　くくくっ、楽しみだ。

「じゃあ、僕についてきてよー。僕のカマロで、君の行きたいところ、どこにでも連れてってあげるよー」

「きゃっ、やったー。でも……みんなと一緒に来てるから、一人で別行動するわけには、いかないんだぁ……」

「友達のことなら気にすることないさー。あとで、連れん絡らくしておけばいいし。なんなら、置き手紙でも残していけばいいさ」

　せっかく釣つり上げそうになっている魚を、ここで逃がしてたまるか！

「さ、行こうよ。車は、すぐ近くに停めてあるからさー」

　俺は、ソシエの肩かたに手を触ふれた。

「なにするのぉ？　知らない人なのに……あたしの身体からだに、勝手に触さわらないでよぉ！」

「え……？」

「もしかして、と思ったけどぉ。あなた、悪い人だねぇ？　なんとなく匂においでぇ、わかったよぉ～。悪い人には……えい、こうだよ！」

　ソシエは、俺の海水パンツを両手で触った。

「ん？　なにをしたんだ？」

　そのとき俺の穿はいていた海水パンツが、とつぜん形状を変化させて、キララが身に付けていたような『きわどい水着』に変形した。

「んなななななな、な、なんだこりゃあ!?」

「あたしの特技、『等価交こう換かん』だよぉ」

「も、戻もどしてくれよ！　これじゃあ、ただの変態だ！」

「ん、べぇええ～。悪い人は、間抜けな姿のまま、反省することねぇ！」

「ち、畜ちく生しよう！」

　人目につかないうちに、元の服に着き替がえないと……。

　着替えの入った鞄かばんが置いてあるキャンプへ急いで戻る。

「あっ……」

　キララと目があった。

　まだ変装は解いていないから、俺だとはわからないだろうけど……。

「な……なんですの、その格好は……」

　キララの視線は、俺が身に付けている女物のきわどい水着へと注がれている。

「浜辺に現れた変態ですわね？　汚けがらわしい格好をして……目め障ざわりですわ。私が、成敗してあげましょう！」

「ちょっ、ちょっと待ってくれ。これには訳が……」

「変態が……言い訳など無用ですわ！　覚かく悟ごしなさい！」

　大剣の刃やいばが鈍にぶく光った。

「か、勘かん弁べんしてくれー！」

　俺はただ、みんなに、この世界の恐ろしさを知って欲しかっただけなのに……。

　こうして、楽しいはずの海の思い出は、ぐだぐだな結末で幕を閉じたのであった。




「へっくしょん！」

　葉月が、大きくクシャミをした。

「最終のバスが、一五時ってありえないだろ……」

　いまの時刻は夕方の一七時。

　駅に向かうための唯ゆい一いつのバスは、二時間も前に発たっていた。

　辺りは既すでに薄うす暗ぐらい。

　ど田舎いなかなので、最終のバスを逃のがしたら、今日はもう歩いて帰るしかない。

　辺りには、民家もなにもなかった。

　車はごくたまに通るが、人通りはまったくないと言っていい。

「くしょん！　風邪かぜの呪いにやれたかもしれぬ。こんな時期に海なんか来るからじゃ」

「えー？　でも、楽しかったじゃん。ねぇ部長さん？」

　俺は最悪の結末だったけどな！

　でも、変装していたことは、みんなにバレてないから、このまま黙だまっておくしかない。

「私は、思う存分訓練ができたから満足ですわ」

「わたしも、楽しかった。大きなモンスターには会えなかったけどね……」

　リーンも、そこそこ満足しているみたいだ。

「……それよりも、いつになったら町に辿たどり着くのじゃ？」

「それは、俺が知りたいよ」

「こういう時のためにスマホがあるんじゃないの？　あれって、地図も使えたはずじゃ」

　といって葉月は、スマホを取り出すが、

「バッテリー切れだと……なぜだ？」

「俺のも、とっくにバッテリー切れだ。スマホってのは、大事な時にバッテリーが上手うまく切れるように設計されているんだ。勉強になったな？」

「そんなこと言ってる場合か？　歩くのはいいが、道は分かっておるのか？」

「見知らぬ土地。町がどの方角にあるのかもわからない。つまり、これは冒ぼう険けんなのね!?」

　案の定、リーンだけが目を輝かがやかせている。

「俺も、この辺のことはなにもわからないから……本当に冒険になるな」

「愚ぐ痴ちっていてもはじまらないですわ。とっとと歩きましょう。方角はここであっているのでしょうか？」

　キララの言うとおりだ。

　いまはとにかく、歩くしかない。

「楽しい、楽しい冒険だ～♪　スライム、ナメクジ、半魚人、全部まとめてどんとこい～♪　勇者が全部蹴け散ちらすぞ～♪」

　なんだその変な歌は……。




　暗い夜道を進む『現代攻こう略りやく部ぶ』のパーティー。

　意い気き揚よう々ようと先頭を歩くのは、勇者リーン。

「やっぱり冒険はいいよね。血が滾たぎるっていうか……わくわくしてこない？」

「キャアア！　む、虫ぃ！」

　とつぜん、葉月が叫さけんだ。

「どうしたの？　む、これはハチね!?　でやぁ！」

　有う無むも言わさず、リーンは包丁を抜ぬいて、空中を飛び回る蜂はちを一刀両断した。

「助かった。昔から、虫は少々苦手でな……。危うく我の超ちよう弩ど級きゆうの極ごく炎えん魔ま術じゆつで、辺り一帯を焼け野原にするところだったぞ」

　リーンナイスだ！　葉月に物ぶつ騒そうな名前の魔術を使わせずに済んだぞ。

「お見事ですわ！」

　いまの一ひと太刀たちは、キララをも唸うならせる素す晴ばらしい太刀さばきだったようだ。

「勇者リーンは、ハチを倒たおした。経験値とゴールドを手に入れた！」

「なに馬ば鹿かなことやってんだか」

「そんなごっこ遊びに付き合ってる余よ裕ゆうはないですわ。先に進みましょう」

　キララと共に、さらに先に進む。

「ん？　みんな気をつけて、前方に怪かい鳥ちようの大軍を発見したわ！」

　怪鳥の大軍？　そんなのどこにいるんだ？

　カー、カー！

　ああ、怪鳥の大軍って……電線にとまってるカラスの群れのことか。

「なんだと、怪鳥の大軍ですって？　むむむっ、それは大変ですわ！　敵はきっと動きが素早い。みなさん、頭上からの攻こう撃げきに気をつけましょう！」

　と、キララが大げさに〝台詞せりふ〟のような言葉を口にする。

　ちょっと待て。

　さっき、ごっこ遊びに付き合ってる余裕はないとか、なんとか言ってなかったか？

「ダメージを受けたらあたしに言ってよねぇ。『等価交換』の技術で、薬草を作るからぁ」

　ソシエもリーンに付きあわなくっていいって。

「勇者リーン！　背後は、我に任せるのじゃ！」

　って、葉月もこの茶番に参加するのかよ!?

「頼たのんだわよ、みんな！　それじゃあ、戦せん闘とう開始よ！」

「あのさ……盛り上がってるところ悪いんだけど」

　俺は、やむを得ず口を挟はさむ。

「お、俺はなにをすればいいのかな？　みんなには、それぞれの役割があるけど、俺だけなにもないんだけど……」

　ソシエは、ため息をついて腰こしに手を当てた。

「ちょっとぉ、せっかく盛り上がってたところだったのにぃ、水差さないでよねぇ」

「悪い……」

「部長さんはぁなにができるのぉ？　それによって、役割が変わってくるよねぇ？」

「俺か……俺は、なにができるんだろう？」

　スマホを自由に扱あつかえる──でも、今はバッテリーが切れてる。

　現代のことに詳くわしい──知識を披ひ露ろうする場面ではない。

　よく考えてみたら、俺だけ『冒険者ごっこ』で担当できる役割が一つもない。

「勇気さんは、スカウトとして敵の情報を探さぐる役目でよろしいのではないでしょうか？」

「斥せつ候こうだなんて、下げ賤せんな者にはお似合いの職業じゃのう」

　情報収集役ってなにをすればいいのか、今一つわからないけど、一人だけ仲間はずれなのも嫌いやだから引き受けるとするか。

「それじゃあ、気を取り直して進みましょう！」

　リーンの号令に合わせて、みんな「おー！」と叫ぶ。

　歩き疲つかれて、お腹も空すいてて、おまけに眠ねむい。

　人は極限状態に置かれると、逆にハイテンションになるというのは、本当だったんだな。

「みんなストップ！　前方を見て……」

　リーンが指差した先には、路上に佇たたずむ黒くろ猫ねこが一いつ匹ぴき。

　黄色い目を闇やみの中で光らせて、こちらをじっと凝ぎよう視ししている。

「う……うわわわ！　あれはぁ、悪い魔術士の使い魔『黒くろ豹ひよう』だよぉ！」

　わざとらしくソシエが驚おどろいてみせる。

　いや、ただの黒猫だけどな。

「使い魔か……やっかいな相手じゃ。ひょっとして魔術抵てい抗こう力が強いタイプかもしれん」

「こういう時こそ、スカウトの出番ですわ」

　と、キララが俺の肩を叩たたく。

「ユーキ、敵のステータスを解かい析せきしてくれる？　ユーキが持ち帰った情報次し第だいで、戦い方を変えるかもしれないから」

「お、おお……いいぜ」

　今の俺は、パーティーのスカウト役。

　でも相手は、どうみてもただの黒猫……。

　いや、余計なことは考えるな！　スカウト役に徹てつしろ！　今必要なのは、冷静なツッコミなどでは断じてない！　大事なのは冒険者ごっこにノリ遅おくれないことだ！

「それじゃあ、行ってくる！」

　と、俺が黒猫に向かって一歩踏ふみ出したところで──。

　たたたっ……。

　黒猫は、逃にげていった。

「ど、どうやら敵は逃げ出したようだな……はははっ」

「そ……そうですわね。次に行きましょうか」

　勇者リーンのパーティーは、再び町に向かって歩きはじめる。

　果たして次は、どんな生き物……いや、モンスターが出てくるのだろう？

　今度こそ、俺はスカウトの役目を果たせるのだろうか？

　……ん？

　俺ちょっと、楽しくなってないか？

　まさか、高校生にもなって、勇者ごっこでドキドキすることがあるなんて……。

　その時、近くにある茂しげみが、がさっと揺ゆれた。

「なにぃ？　なにかいるのぉ？」

「もしかして、さっきの黒猫でしょうか？」

「いや、ひょっとして、このフィールドだけに存在するレアモンスターかもしれないぞ」

　みんな口々に、茂みの奥にいるであろう生き物を想像する。

「ユーキ！　ここは、スカウトの出番よ」

「え？　俺かよ……。なんだか嫌な予感がするんだよな」

「安心するのじゃ。もし、危ない生き物が出てきても、我がこしらえた極大魔ま陣じんで傷一つ付かぬように守護してやるのじゃ」

「まあ、その辺は信用してる……かな」

　剣けんで武装しているキララもいるし。

　そんなに心配することはないよな。

「じゃあ、様子を見てくる……」

　俺は、茂みに向かって踏み出した。

　すると──。

　闇の向こうで、黒いなにかが、のそっと動いたのがわかった。

　結構、大きい。人と同じぐらいのサイズだ。まさかクマか？

　とか考えていると茂みの奥にいる影かげが、こちらに迫ってきた。

「……ぜはー！　……ぜーはー！」

　まだはっきりと姿は捉とらえられないけど、凄すごく荒あらい息をあげてる！

　俺一人じゃ危険かもしれない。

　みんなのところに引き返そう！

「し～も～か～み～くーん！」

　身を引きかけたその時、どこかで聞いたことのある声が……。

「その声、も……もしかして高たか木ぎ先生ですか!?」

　服も破れて、髪かみもぼさぼさ。

　こんなボロボロの格好で、なにをしているんだこの人は？

「みんなで、海に行くのに、どうして先生だけ連れてってくれないのよ!?」

「ええ!?　高木先生も一いつ緒しよに来たかったんですか？」

「もちろんよ！　一応先生は、みんなの顧こ問もんなんだからー。海行きたかったのよ～」

　高木先生の話によると、置いてけぼりにされたのが腹立たしかったようで、リーンから聞き出していた海水浴場の名前を頼たよりに、俺たちと合流するべく家を出た。

　でも、途と中ちゆうで道に迷ってしまい、海に辿たどり着くことなく、ずっとこの辺りを彷徨さまよっていたらしい。

「スマホのバッテリーはなくなっちゃうし、車も通らないし……もう最悪！　先生を置いてけぼりにした下しも上かみくんが悪いんだからね！」

「それはすいませんでした。まさか、先生が向かってるとは知らなかったんで……」

　というか、一言連れん絡らくしてくれれば、一緒に海へ行ったのに。

「どうしたのユーキ！」

　俺の戻もどりが遅おそいので、心配したリーンが駆かけつけて来た。

「あっ!?」

　そして、ボロボロになった高木先生を目もく撃げきする。

「でたな！　海の精せい霊れいセイレーンめ！　ユーキを海の底に引きずり込みに来たのね!?」

「あなたの保護者に向かってセイレーンってなによ!?　よく見なさいよ！」

「なんだミズエか……。こんなところでなにしてるの？」

「なにしてるのって……がくっ！　もう疲れた……限界だわ」




　結局、俺たちは、へろへろの高木先生を連れて山を降り、ようやく近きん隣りんの民家を発見した。

　そこで電話を借りてタクシーを呼んでもらい、無事にそれぞれの家に帰ることができた。

　帰りのタクシーの中、リーンは終始上じよう機き嫌げんだった。

「すっごく楽しかった！　またみんなで、出かけたいわね。ねえユーキ、今度はどこを冒ぼう険けんする？」

　こういう時、いつもよりも元気になれるリーンが羨うらやましい。

　俺の感想は、高木先生とまったく同じ。

　ただ一言……疲れた。








第一〇話　勇者リーンの挑戦









　久しぶりに、『名もなき世界』にいた頃ころの夢を見た。

　村の近くの山へ、薪まきにするための木を切りに行った時に……怪け我がをして動けなくなっている女の子を助けたことがあった。

　彼女は、俺と変わらない年ねん齢れいなのに、『名もなき世界』を一人で旅していると言った。

　なんでも、彼女には成し遂とげなきゃいけない使命があるらしい。

　けど、旅の途中でモンスターと遭そう遇ぐうしてしまい、怪我を負ってしまった。

　確か俺は、その子を助けたんだ……。

　でも、そのあとの記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　いまとなっては、その子の名前も、顔もはっきり思い出せない。




「下しも上かみ。例のアニメじゃが、いつになったら最終回が観みれるのじゃ？」

　葉は月づきは、すっかり『恋れん愛あいラブレーション』に嵌はまっちゃったらしい。

「べ、別にどうしても観たい、というわけではないが、これまで長い時間を使って、物語を追いかけてきたのじゃ。結末を見届けないことには、すっきりせん」

　口では、興味ないようなこと言っておきながら、葉月は機会があるたびに『恋愛ラブレーション』の鑑かん賞しよう会を要求してきた。

「カガミという煮にえ切らない男が、ようやく一人の恋こい人びとと添そい遂げることを決めたのじゃ。ここまで来たら、カガミと『エミコ』がどうなるのか、見届けねば気が済まぬ」

　そんな訳で、今日の部活は『恋愛ラブレーション』の最終回を観ることにした。

「ぜーはー。ぜーはー！」

　ＯＰの電波ソングを聴きくと身体からだが勝手に踊おどり出してしまうリーンの変な癖くせは、結局最終話になっても治らなかった。

「ほら、リーン。今から本編だぞ。ちゃんとイスに座って観ようぜ」

「あだだ……ぶれぶら。ぜーはー。ぜーはー」

　やばい。リーンが、なにを言ったのか、さっぱり聞き取れなかった。

　多分「ありがとう」と言ってくれたんだと思うが……難なん儀ぎな体質してやがる。




『実は、俺……全部聞こえてたんだ。エミコが言ってくれた「好き」って言葉……。でも、全部聞こえないふりしてた。どうしてだと思う』

『……どうして？』

『エミコが言ってくれる「好き」って言葉を沢たく山さん聞きたかったからだよ！　言わせんな恥はずかしい！』

『もうバカ！　言ってくれれば、好きって言葉ぐらい何回でも言ってあげたのに！　好き！　カガミ、だーい好き！』

『俺も好きだ！』




　最終回で、主人公のカガミが、いままで極度の『難なん聴ちよう』だった理由をヒロインに打ち明けた。

　カガミの難聴は、実は最初から全すべて〝演技〟で、ヒロインたちの愛を確かめるために、あえて聞こえない（＆聞き違ちがえる）ふりをしていたという結末だった。

　いわゆる『叙じよ述じゆつトリック』って奴やつだ。

　ラブコメのお約束事の一つでもある『主人公が難聴』という常識を上手うまく利用して、観ている者の心理の裏をかいた見事なシナリオテクニック。

「ぬ、おお～！」

「な、なるほど、そうだったのか！」

　ソシエと葉月は、イスから立ち上がって素す直なおに驚おどろいている。

　ここまで反応してくれたら、原作者も満足だろう。

　だけど、実は俺は、この種明かしに不満だった。

　いかにもとってつけた感じがして、最初観た時は、ここで一気に覚めてしまった。

　それでも、『恋愛ラブレーション』という作品全体の魅み力りよくまで損そこなわれたわけじゃない。

　エンディング主題歌が終わったあとのＣパート。

　見事に結ばれた主人子のカガミと、ヒロインのエミコが、さわやかなデートをするシーンで、この作品は幕を閉じる。

　高校生にしては、ちょっと背せ伸のびしたおしゃれな町で肩かたを並べてデート。

　ここまで観てくれたファンへのご褒ほう美びのような甘いシーンの連続に、観ているこっちの目め尻じりは垂れ下がりっぱなしだ。

「あーん、もう終わっちゃったー。でも、最後のデートシーンはよかったわねぇ～」

　鑑賞会が終わったあと、ソシエはほうっと羨せん望ぼうのため息を吐ついた。

「うむ。期待したとおり、素晴らしい最終回じゃった。だが、これでおしまいなのはもったいないのう。もっと観ていたかった……」

「実は、この作品の続編というべきＯＶＡが出てるんだよなー」

「なに？　おーぶいえーとはなんじゃ？　よく分からぬが、続編ということは、続きがあるということか？　え、ええい！　すぐに観せるのじゃ！」

「あしたもみたーい！　続編は、原作にないオリジナルの展開なんだよねぇ？」

　ソシエと葉月が、飢うえた子こ猫ねこみたいに俺を取り囲む。

「ははっ。そう焦あせるな。一気に全部消化しちゃったら、楽しみがなくなっちゃうだろ」

「もったいぶるでない！　我はいま続きに飢えているのじゃ！」

　こんなに嵌ってもらえたのなら、アニメをみせた俺も本望だ。

　でも、部室の中に一人だけ静かな奴がいる。

　リーンは、イスに座ったまま、暗くなったモニターの画面をじっと見続けていた。




　帰り道、リーンは静かに口を開いた。

「ねぇ、ユーキ。以前わたしたちに〝デート〟の試練を与あたえたわよね？」

「あれは試練っていうか……リーンたちが、どれだけ『現代世界』のことを理解しているのか試ためしただけだ」

　結果は、見事な惨ざん敗ぱい。

　あの時点で、リーンたちに『デート』をさせるなど無茶な話だったんだ。

「あの試練では、わたしだけ最低の点数だったわよね？　だから、もう一度、挑戦させてくれないかな？」

「え？」

「あの頃よりは、この世界のことを色々学んだし、前よりも上手くできると思うの」

　その自信は、いったいどこからくるんだよ？

「言っとくが、デートするには、それらしい格好が必要だからな？　さっき観た『恋愛ラブレーション』の最終回みたいに、普ふ段だんとは違う、よそ行きの格好をするんだ。リーンにそれができるか？」

「で……できる！　鎧よろいは、着てこない。剣けんも持たないし、兜かぶとも……脱ぬいでいく」

「ほう……言ったな？　その言葉、信じてもいいんだな？」

「う、うん！　任せて！」

　なぜ急にリーンが、俺とデートしたいなんて言い出したのかはわからない。

『恋愛ラブレーション』を観た直後、リーンはとても静かだったけど、実は自分もあんなデートをしてみたいと思ってたんだろうか？

　それは、デートをしてみればわかるか……。

　俺たちは、次の休みの日にデートをする約束をして別れた。




　そしてやってきた日曜日。

「……あのユーキ？」

　商店街のゲート前で待っていた俺は、見知らぬ女の子に声をかけられて戸と惑まどっていた。

「まさかお前……リーンか!?」

　リーンは、白地に花はな柄がらのワンピースを控ひかえ目に翻ひるがえす。

「どう？　ミズエに服を借りたの。に、似合ってるかな？」

　下に鎧を着るでも、鍋なべの兜を被かぶるわけでもなく……リーンは、ワンピースだけを身に付けている。

　普通だ。どう見ても、いまのリーンは普通の女の子だ。

「い……いいじゃないか！　どこからどう見ても、この世界の普通の女の子だぞ!?」

「ほんとに!?　実は、短剣ぐらい隠かくし持ってくるべきかなって思ってたけど、持ってこなくてよかったー」

　リーンは、確実に成長している。

　いままでの俺の努力は、無む駄だじゃなかったんだ。

「じゃあ、ユーキ。デートはじめましょう」

「おう！」

　リーンは、俺と向き合ったまま、恐おそる恐る右手を差し出してきた。

「ユーキ？　デートの時は、手を繫つなぐんじゃないの？」

「お、おう……そうだったな」

　以前デートした時、リーンは俺を置いてさっさと歩いていったのに……。

　それが、今回は俺と手を繫いで肩を並べて歩きたいという。

「今日だけは、〝勇者〟のわたしは封ふう印いんするから、ユーキもそのつもりでいてね」

　かなりのやる気をリーンから感じる。

　嬉うれしいやら、リーンのとつぜんの変化に戸惑うやら、色々な感情が湧わきあがってきた。




「なんだか、ユーキと手を繫いで歩くのは、変な感じね……」

　普通にしているリーンは、凄すごく可愛かわいい。

　こんな子と肩を並べて商店街を歩けるなんて……。

　夢なら覚めないで下さい。

「……あっ」
















　リーンは、商店街の隅すみに置いてあるゴミ箱の前で足を止めた。

　そう言えば、以前デートした時、リーンは急にゴミ箱を漁あさりはじめたんだった。

　いまも、リーンはゴミ箱の中を探さぐりたいって顔をしている。

　だけど、周りの目と俺の存在に気付いて、ゴミ箱を漁るのをぐっとこらえた。

「アイテムの匂においがしたんだけどな……」

　ぼそっと小さな声でつぶやいたのを、俺は聞き逃のがさなかった。

　そしてまた。

「あ……」

　リーンは、またなにか感じたらしく、いきなり立ち止まった。

　勇者のままのリーンなら、周りの目など気にせず、アイテムやゴールドを探す行動に出ていただろう。

「い……行きましょう！　考えちゃうからいけないのよ」

　ぶんぶんと頭を振って歩き出す。

　いまのリーンは普通の女の子。

　普通の女の子は、いきなりゴミ箱を漁らないし、ゴールドが落ちてないか足元を見て歩かないし、『やくそう』を摘つんできたりしない。

　頑がん張ばれ……。

　この試練を乗り越こえないと、リーンはこの世界の女の子にはなれない。

　俺は、心の中で、密ひそかに声せい援えんを送っていた。




　リーンの要望で、俺たちは水族館にやってきた。

「おお～、綺き麗れいね……」

　水すい槽そうの中の熱帯魚を見て、リーンがため息を吐く。

「この世界の海には、こういう小さくて、宝石みたいに彩いろどり鮮あざやかな魚も住んでいるのね。勉強になったわ」

「リーンとしては、ダイオウイカに会いたかったんじゃないか？」

　水族館をデートコースに選んできたのは、きっとそれが目的だったはず。

「ダイオウイカも、見てみたかったけど……色んな魚を見ることができたから満足よ」

　水槽の中を眺ながめるリーンの横顔は、水槽の中の魚に負けないぐらい綺麗だった。

　鎧を着たり、包丁を振ふり回していなければ、リーンは誰だれにも文句を付けられないぐらいの美少女だと、ずっと前から思ってきたけど、今日ようやくそれが証明された。

「あ……っ」

　その時、俺の頭の中で、過去の記き憶おくが一いつ瞬しゆんだけフラッシュバックする。

　あれ……？　どうして、こんな時に、『名もなき世界』での記憶が蘇よみがえってくるんだよ？

「どうしたのユーキ？」

「え？　あ、なんでもない……」

「ねえ、それより、あそこにいるのはマンボウだって。変な名前の魚ね。見に行きましょうよ」

　俺たちは、マンボウのいる水槽の前にやってきた。

「あはは、こんな変な形の魚がいるんだー」

　水槽越ごしにマンボウを眺めたリーンは、急に笑い出した。

「正面から見ると、こーんな細い顔してるんだ。ほらほら、こーんな……」

　両手で、顔を左右から挟はさんで、顔を細めてみせる。

「あははっ、いまのリーンの方が、マンボウよりもよっぽど変な顔してるぞ？」

「え～、ほんとうに？」

　近くにいる子どもが、リーンの顔をみて笑っている。

「こ、子どもに笑われちゃった……」

「おい、今いま更さら恥はずかしがるなよ」

　反省しているのかと思ったら、すぐさまリーンは、別の魚に興味を向ける。

「こっちにいるのは、ヒラメだって！　凄い！　凄い！　マンボウとは、正反対の魚ね！　ぺったんこで、ほらほらこーんな顔してる」

　今度は、両手で自分の顔を左右に広げてみせる。

「お前は魚を見るたびに、一々顔真似まねしなきゃ気が済まないのか！」

「だって、面おも白しろい顔してるんだもん。それに初めて見る生き物の特徴を捉とらえるのは、モンスターと対たい峙じした時にも役立つしね」

　ここで、うかつにも勇者的な発想をしてしまうのが、リーンらしいところだよなぁ。

「あ、ねえねえ。向こうは、海底に沈しずむ〝珊さん瑚ご礁しよう〟のコーナーだって、珊瑚で作られた剣を名もなき世界で見たことがあるわ。行ってみましょう」

「はいはい、わかったよ」

　にこっと笑って、リーンは俺の手を引く。

　触ふれた手から、リーンの体温を感じて、心臓が少しだけドキドキした。




「ユーキ、今日は付き合ってくれてありがとう」

　水族館の休きゆう憩けいコーナーにあるテーブルに座って、俺とリーンは夕ゆう陽ひを眺めていた。

　テーブルの上のアイスティーに口を付けながら、リーンは俺の目を覗のぞき込む。

「うん、やっぱりユーキは似てるわ」

「……誰と？」

「わたしの目標としている人に、とてもよく似てる」

「そんな人がいたのか？　その人も、勇者なのか？」

「多分、違ちがうと思う。……でも、怪け我がをしていたわたしを勇ゆう敢かんにモンスターから助けてくれた人なの。命の恩人ね。いまでも、時々その人のことを思い出すの」

　それって……。

「会えるのなら、一度会ってお礼を言いたいんだけど……『名もなき世界』に戻もどらない限り、それは無理ね」

「そのうち、戻る方法も見つかるんじゃないか？」

「わたし……この世界のこと、最初はよくわからなかった。だけど、ユーキのお陰かげで、少しずつこの世界のことがわかってきて、段々好きになってきたかも！」

　そう言ってくれるなら、俺もここまで頑張ってきたかいがあった。

「……で、ユーキ。今日のわたしは、どうだった？　部長として客観的に評価してよ」

「そうだなぁ……点数でいうと、一〇〇点満点中の四〇点かな。ギリギリ赤点じゃないってところか」

「えー、たったの四〇点なの？　葉月よりも低いじゃないの！　理由を聞かせてよ！」

「歩いている途と中ちゆうに、ゴミ箱とか、積まれてる段ボール箱とか見過ぎだ。どうせアイテムが入ってるんじゃないかとか、考えてるんだろ？」

「ううっ、鋭するどい……」

「それと、水槽にいた大きな蟹かにとか、巨きよ大だいな貝とか長い時間見てたよな？　ひょっとして、甲こう羅らとか貝かい殻がらとかを鎧よろいの素材にできそうだ、と考えていたんじゃないのか？」

「どうしてわかったの？　ユーキは、わたしの心が読めるの!?」

「お前の考えてることぐらい、手に取るようにわかるっての」

　というわけで、リーンの二度目のデートは四〇点だ。

　この採点は妥だ当とうだと思ってる……だけど、次にまたデートした時は、点数は変わっているかもしれない。

「この世界に馴な染じむのは、まだまだ先のことだな。心配するな、また明日あしたから俺がビシビシ鍛きたえてやる」

「うー、ユーキは厳しいよぉ。悪いところばかりじゃなくて、よかったところも言って欲しいな……」

　よかったところか……。

　普通の服を着てきたこととか、勇者らしい行動をしないように我が慢まんしてたところとか、あげれば沢たく山さんあるけど、褒ほめたらリーンは調子に乗りそうだからいまは褒めてやらない。

「いいところも沢山あった。でも、悪いところの方が目立つ。それが俺の答えだ」

「ぶー、沢山あるなら、一つぐらい言ってくれてもいいのにな……」

「ところで……。さっき話してくれた命の恩人のことだけど、顔は覚えてるのか？」

「うう……、あまり覚えてないかなぁ。その時は、わたしもかなり切せつ羽ぱ詰つまってたし、月日もたってるから、その人ももう子どもじゃなくなっているだろうし……。あ、でも。わたしを助けてくれた時に、額に傷を負ってたわ。まだ、その傷きず跡あとは残ってるかも」

「ふーん、いつかお礼を言えるといいな？」

「うん！」

　俺たちは、平へい和わ奈な町の向こうに沈もうとしている夕陽をみつめた。

　そして俺は、なにげなく前まえ髪がみの生え際ぎわに手をやる。

　前髪に隠かくれてて、普ふ段だんは見えないけど、俺の額にはうっすらと傷があった。

　この傷、いつどこでついた傷なのか、覚えていないけど……きっと偶ぐう然ぜんだろう。

　俺が、名もなき世界にいた時に偶然助けた少女が、いま目の前にいるリーンだって？

　そんなラブコメみたいな話、現実にあるわけない。








第一一話　わたしたちに明日はある









　現代攻こう略りやく部ぶの部室。

　今日も部員たち（＋聖せい騎き士し）が集まって、だらだらと放課後の時間を浪ろう費ひしている。

「おい、リーン。一人であまり、先走るなって言っただろ？　白しろ魔ま導どう士しが回復してくれるから、それを待てって」

「ユーキたちの動きが遅おそいのよ！　わたしは、早く次のモンスターと戦いたいのに」

「なに言ってんだ。さっきから、お前は死んでばっかりじゃないか。パーティー組んでもらってる人たちに、迷めい惑わくばかりかけてさあ……。そのうち『勇者』じゃなくて『地じ雷らい』って言われるぞ？　いや、もう言われてるか」

　エオルレアでのリーンは、とてもじゃないが、世界を救う『勇者』と呼ばれるには値あたいしない、ヘボい冒ぼう険けん者だった。

　それでも、仮想空間ながらもフィールドを自由に移動して、モンスターと戦えるのがリーンの冒険者魂だましいを刺し激げきしたみたいだ。

　放課後になると、毎日エオルレアの世界にログインしようと誘さそわれる。

　この調子だと、そのうちリーンは、『現代世界』じゃなくて、『エオルレア世界』の住人になっちまいそうだ。

「地雷と言われてるのは、ユーキの方だと思うな。『村人』って全然戦いに役に立ってないじゃないの」

「それを言うなよ。この『村人』ってジョブ、本当に弱すぎるんだよ」

　攻こう撃げき力はヘボいし、魔法も使えない。

　なにか役立つスキルがあるわけじゃないし……なんのために存在しているのか、さっぱりわからないジョブだ。

「いまのダンジョンにもう一回挑ちよう戦せんするわ！　ハイ！」

　リーンは、手元にあるキーボードを俺に差し出す。

「なにが、ハイ！　だよ。いい加減に『よろしくお願いします』ぐらい、キーボードで打てるようになれよな？」

「あと『勇者リーンの後に続け！』とも打って欲しい」

「また一人で暴走して、先に死ぬんじゃないだろうな？　勘かん弁べんしてくれよ……」

　俺とリーンが、ネトゲに夢中になっている間、他ほかの部員たちは、それぞれの方法で時間を潰つぶしている。

「ふーむぅ～。今一番熱い若者の街〝シブヤ〟かぁ……ギャルの聖地なんだってぇ。どんなところなんだろうなぁ」

　ソシエは、卵を英語読みにしたような名前の雑誌を持ったまま、夢みる乙女おとめのような顔をしていた。

「ふん！　はっ、たあ！」

「これ、キララ！　狭せまい部室で、素す振ぶりするのはやめるのじゃ！」

「あら、ごめんなさい。少し、身体からだを動かしたくなって……。ところで、葉は月づきはなにをしているのですか？」

　葉月が持っているのは、携けい帯たいゲーム機『プレイホットステーションbeta』。

　葉月にとって因いん縁ねん深いゲーム機だが、以前に比べてなかなか上手うまく使いこなしている。

「いま、いいところなんだから、素振りなら向こうでやるのじゃ。気が散る！」

「さっきからなんのゲームをしているのですか？　画面に全然動きがありませんけど……？」

「テキストアドベンチャーっていうゲームじゃ。本みたいに文章を読んで進めるゲームだから、リーンたちがやってるゲームに比べて動きが少ないのは、当然なの」

「それで、葉月さんが気に入っているのは、その魔法使つかいの女の子なのですね？」

「そうなのじゃ。この子は魔術も使えるし、格好いいし。なにより、頼たのもしいサーバントもいて……って、どうして、我がこの子を気に入ってるとわかったのじゃ!?」

「先ほどから、ゲームの中のその子が、笑ったり怒おこったりするたびに、葉月さんも同じように表情を変えていましたから」

「そうなのか!?　全然、気付かなかったのじゃ……。は、恥はずかしいぃ……」

　ゲーム機を抱かかえたまま、へなへなと床ゆかに崩くずれ落ちる。

　さすがキララというべきか、周囲をよく観察しているな。

「ユーキ！　お願い……」

　リーンは、しょぼんと肩かたを落として俺にキーボードを渡わたしてくる。

「パーティーのみんなにこう打って……『死んでごめんなさい』って」

　だから言っただろうが、一人で突つっ走るなって。

「みんな、おつかれー」

　部室のドアが開いて、顧こ問もんの高たか木ぎ先生が入って来た。

「高木先生？　どうしたんですか？　部活中に顔を出すなんて珍めずらしいですね？」

「あら、下しも上かみくん。リーンから聞いたわよぉ？　日曜日、水族館に行ったんですって？」

「え!?」

　すかさず葉月たちが、高木先生の言葉に反応する。

「なんじゃそれは？　我は知らぬぞ？」

「ミ、ミズエ！　それは、みんなに内ない緒しよにするって約束だったでしょ？　もう！」

　葉月の隣となりでは、リーンが真っ赤になっている。

「リーンばっかりずるいよぉ。部長さん、今度はあたしと一いつ緒しよに行こうよぉ」

　予想どおりソシエたちが騒さわぎ出す。

　こうなると思ってたから、みんなには内緒にしてたのに……。

「そうそう。言い忘れてたんだけど、今週の金曜日に各部活の発表会があるの」

「は、発表会？　そんなの聞いてないですよ」

「だから、言い忘れてたって言ったでしょ～？」

　先生の癖くせに、そんな大事なこと言い忘れるなよ……。

「金曜日まで日がないけど、これまでの部活動の成果を、みんなに知ってもらういい機会だと思うの。よかったら参加してみない？」

　参加するっていってもなぁ。

「ごらんのとおり、うちの部には発表できる成果なんてありませんよ」

「そうなの？　ま、辞退するのもありだけどねぇ。でも、それだと来期からの部費がかなりシビアな金額になると思うわ。それは覚かく悟ごしておいてね」

　それだけ言うと、高木先生はさっさと部室から立ち去った。

　残された俺は、もう一度部室の中を見み渡わたす。

　ネトゲが映し出されているパソコンに、ラノベにアニメのＤＶＤボックス。

　その他にあるものといえば、リーンの鎧やキララの大たい剣けんぐらいなもの。

「ほんとこの部ができてから、俺たちなにしてたんだろうな？　この部室で、適当にダラダラ遊んでいただけな気がするよ」

　残念ながら、発表会は辞退するしかないな。

　部費は惜おしいけど、噓うその成果を発表するわけにもいかないしな……。

「なにを言ってるのユーキ？　わたしは、この部で信じられないくらい色んなものを学んだわ」

　リーンの言葉に、俺以外の全員がうなずいて賛同していた。

「みんなで海に行きましたわ」

「その後、夜の世界を冒険したりしたしぃ……」

「変な男に声をかけられたりしたよねぇ」

　確かに、海に行ったのは、いい思い出だよな。俺は、複雑だけど……。

「私は、この部に遊びに来るようになってから、目にする物、全すべてが新しん鮮せんに見えましたわ。これまでは、聖騎士の役目を果たすことだけを考えてきましたが……この世界には、他にも大事なものが、いくつもあると学ばせてもらいましたわ」

　異世界でも『聖騎士』という特別な職に就ついていたキララにとって、この世界にあるものは、新鮮なものばかりだっただろう。

「あたしはぁ、やっぱり、みんなとカラオケとかぁ、ゲーセンに行ったことがぁ、一番の成果だったなぁ」

　そのカラオケも、ろくに歌わずにグダグダで終わったけどな。

「我はなにも変わらぬ。まあ、強しいて言うなら、『スマホ』の使い方を取得したぐらいじゃな。しかし、あのようなもの、六千年に一人の天才魔術士である我の手にかかれば、容易たやすいものよ」

　いまだに一日一〇通ぐらい、葉月からスマホに関しての質問メールが来るのに、よくもまあ、そんな大きな口が叩たたけるもんだ。

「初めは、右も左もわからずに、どうしたらいいのか戸と惑まどうばかりだったけど、ユーキと出会えて、わたしの視界が一気に拓ひらけたように思うの。見るもの、やること、全て新鮮で……。初めてこの世界に来た時は、怖こわくて仕方なかったのに、今はもっとこの世界のことを知りたいと思っている」

「リーン……」

「まさか、わたしがスマホなんていう機械を持つとは思わなかったし、こんな便利な機械の存在を知れただけでも驚おどろきなの」

　この世界を既すでに知っている俺たちにとっては、なんでもないことでも『名もなき世界』しか知らないリーンたちにとっては、ほんの些さ細さいなことでも大きな発見なんだな。

「だから、ユーキ。これからもよろしくね？」

「まあ……よろしくなのは、いいけどさ。発表会は、どうするんだよ？　ゲーセンに行ったとか、海に行ったとか、小学生の絵日記じゃないんだぞ。そんなの発表できるかよ」

「じゃあ、エオルレアで冒険した事も付け足せばいいのよ」

「放課後部室でネトゲやってました……って、それこそ言えるわけねぇよ！」

　そんなこんなで……。

　今日も『現代攻略部』の部室は、夜遅おそくまで賑にぎわっていたのだった。








あとがき









　はじめましての方も、それ以外の方もこんにちは。門かど倉くら敬けい介すけです。

　とつぜんですが、生まれてはじめてプレイしたテレビゲームって覚えてますか？

　僕が、はじめて触さわったテレビゲーム機は、もちろんファミコンでした。

　親しん戚せきのおじさんの家にあったものをソフトごと譲ゆずって貰もらったのが、ゲーム人生のはじまりだったと思います。それ以来、サルのようにゲームをやってきました。

　もし、あの時、ファミコンが家に来なかったら……僕は、もっと別の人生を歩んでいたことでしょう。




　それはともかく、僕がはじめてプレイしたファミコンソフトは、『コンボイの謎なぞ』というゲームでした。このゲーム、知っている方も多いと思いますが、超ちよう鬼き畜ちくゲーとして名高いゲームでして、操作性の悪さと、敵の放つ弾たまの見えづらさが、ゲームの難易度を格段に跳はね上げているんです。

　冗じよう談だん抜ぬきで、はじまって一秒でドカン！　と自機がやられてしまいます。

　敵の弾が、単なるドットの一ひと欠片かけらにしか見えず、弾が飛んできたことすら理解できずに、ただただやられ続けていた思い出があります。




　コンボイの謎は、アクションゲームですが、生まれてはじめてプレイした『ＲＰＧ』となると……普ふ通つうの人は、ドラクエやＦＦや、はたまたウィザードリィとかなんでしょうか。

　だけど僕の場合は、『スーパー・ブラック・オニキス』というＲＰＧでした。

　別にマニアックなゲームが好きだったわけじゃないんですが、おじさんがくれたソフトの中に混じってたんですよね。

　これも、もの凄すごく不親切なゲームで、ゲームをスタートさせても「なにをしろ」とか「どこに行け」とか、まったく教えてくれないんです。

　主人公は、ダンジョンの中を歩いて遭そう遇ぐうした敵と戦っていくんですが、当時のファミコンは、いまのゲームみたいにチュートリアルなんて、ついてないですから。

　とつぜんはじまった戦せん闘とう画面で、よくわからないまま適当にやってたら、偶ぐう然ぜんにも敵を倒たおせたり、逆にやられちゃったり……かと思ったら、いきなり敵だった奴やつが仲間になったりと、本当に意味不明なゲームでした。

　そんな不親切なゲームの癖くせに、なぜかゲーム内に「床とこ屋や」があって、キャラクターの髪かみ型がたを自由に変えられたりしました。作り込むポイントを間ま違ちがえてるだろ、と言いたくなるんですが、そういった間違った自由度の高さが、逆に楽しかったりもしました。




　その次に嵌はまったＲＰＧは、当時のスクウェア（現スクウェア・エニックス）が開発したＦＦ……じゃなくて『クレオパトラの魔ま宝ほう』というゲームでした。

　そんなにストーリーやシステムが優れているゲームではなかったんですが、当時のＲＰＧにしては画期的なことに、現代のエジプトが舞ぶ台たいでした。

『エジプトの町をぶらぶら歩いていたら、追いはぎや盗とう賊ぞくに襲おそわれた。彼らを返り討ちにして小銭を稼かせいで、強い剣けんを買って主人公がパワーアップしていくＲＰＧ』

　この説明だけじゃ、なんだかよくわからないかもしれませんが、ＲＰＧの成長要素とアドベンチャーゲームの謎なぞ解ときが、バランスよく混ざった名作だといまでも思ってます。

　ただ……このゲーム、主人公が冒ぼう険けんできるダンジョンが二つしかないんですよね。（最初の町も含ふくめると三つ）その癖、戦闘画面では敵がちょこちょこアニメーションして動いているという。これも作り込むポイントを間違えてた素敵なゲームでした。

　おっと。昔のゲームの思い出を書いているうちに、ページがなくなってしまいました。




　最後に素晴らしいイラストを描えがいてくださった戌いぬ角ずみ柾まさきさん。ありがとうございました。

　この本を書くに当たって、様々なアドバイスをくださったみなさん。いろいろご尽じん力りよくしてくださった関係者の方々にも感謝を申し上げます。
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